
    
      
        
      
    

  











































































剣士を目指して入学したのに魔法適性９９９９なんですけど！？８
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　ファルレオン王国は約二百万人ほどの人口を誇る豊かな国だ。

　膨大な農業生産力を誇り、かつ穀物の備蓄がしっかりしているので、ここ数十年、大規模な飢饉ききんが起きたことはない。

　また、王立の冒険者学園があるため優秀な冒険者が多く、モンスターによる被害は他国に比べて少ない。

　規模が大きいだけでなく、治安も文化レベルも高く、理想的な国家といわれている。

　何より国民にとって一番ありがたいのは『税が安いし、飢えがない』ことだ。

　これがブレない限り、ファルレオン王国は民衆の暴動とは無縁であろう。

　そんなファルレオン王国を統治している女王。

　国内はもちろん、他国からも尊敬を集める偉大な女性。

　エメリーン・グレダ・ファルレオン。

　そんな女王陛下の執務室で昼寝をしている不届き者がいた。

　もちろん、そんなことをするのはこの地上に一人しかいない。

　大賢者である。

「こら、大賢者。昼寝をするのはお主ぬしの自由じゃが、どうして妾わらわの部屋に来るのじゃ。そのソファーはベッドではないのだぞ」

「だって、冬休みで生徒たちが学校からいなくなっちゃったから暇なのよ」

　女王陛下に文句を言われた大賢者は、ソファーに寝転がったまま答える。

　悪びれた様子は少しもない。

「何だって妾がお主の暇つぶしに付き合わなきゃならんのじゃ……」

「いいじゃないの。陛下だって暇そうじゃない。それに私は昼寝をするだけだから。無害よ、無害」

「昼寝をするだけなら別にここでなくてもよかろう。それにそんなに暇なら、妾を元の姿に戻すのじゃ！」

　そう言って女王陛下は大賢者に詰め寄った。

　なにせエメリーン・グレダ・ファルレオンは本来、二十余歳の大人の女性だ。

　それを大賢者が魔法で九歳くらいの子供の姿に変えてしまったのだ。

　最初は面白おもしろ半分でやったのだが、思いのほか似合っていたし、周りの評判もいいのでそのままにしている。

　近頃ちかごろでは周辺諸国にも『大賢者がファルレオン王国の女王を子供に変えてしまった』と知れ渡っているので、外交の場でもトラブルなく進むらしい。

「そのうち元に戻してあげるわよ～～」

「いつもお主は〝そのうち〟と言うが、いつになったら〝そのうち〟がやってくるのじゃ？」

「さあ……ま、いいじゃないの。若返った分、長生きできるわよ」

「むむ……お主、まさか妾の寿命を延ばすためにこの魔法をかけたのか……？」

「そういうわけじゃないけど……でも、そうかもしれないわね」

　大賢者は少し考えてから、小さく頷うなずいた。

　言われて初めて気がついたが、確かに女王陛下に長生きして欲しいと思っていた。

　それこそ魔法を使って無理矢理に寿命を延ばしてでも。

「ふむ……妾も早死にしたいわけではないからな。子供になったおかげで、十数年くらいは寿命が延びたか。まあ、急いで大人の姿に戻らねばならぬ用事もないから、しばらくこのままでいてやろう。しかし大賢者よ。これ以上は……駄目じゃぞ」

「分かってるわよ」

　言われるまでもない。

　人の寿命を勝手に延ばしたり減らしたりする力が大賢者にはある。

　だが、それは本来、許されることではないだろう。

　今までも大賢者は、自分の力を乱用したい誘惑と戦ってきた。

　膨大な魔力を有している大賢者は、老化することがない。三百年近くも生きているのに、死ぬ気配がない。だから知り合った人々は大賢者を置いて次々と死んでいく。

　人の寿命を延ばそうと思えばできてしまう。

　しかし、本当にそれをやってしまえば。

　大賢者は自分の好き嫌いで人の寿命を決定することになってしまう。

　それが当たり前になったとき、きっと大賢者は人間でいられなくなる。

　だから大賢者は、どんなに寂さびしくても切なくても、相手がどんなに大好きな人でも、不自然に寿命を延ばすようなことはしなかった。

　まあ、たまに。女王陛下にやったように、十数年くらいのズルはしたこともあるが。

　それだけ。

　皆、人間らしく死んでいった。

　大賢者と同じ時間を生きてくれる人はいない。

　いつか、自力で大賢者と同じくらい長生きしてくれる者が現われてくれたらいいのに。

　別れるだけの人生なんて、いくらなんでも──。

　と。

　大賢者がガラにもなく沈んだ気分になった、そのとき。

「……おい、大賢者。なにやら胸元むなもとがぼんやり光っとるぞ？」

　女王陛下に指摘されるまでもなく、大賢者も気づいていた。

　光っているだけでなく、ほんのりと温かい。

「もしかして……」

　大賢者は服の中に手を入れ、いつも首からぶら下げている懐中時計を引っ張り出した。

　すると懐中時計全体が淡く発光し、そして熱を持っていた。

　まるで人の体温のような。

「おいおい。その懐中時計、そんな怪しげなマジックアイテムだったのか？　爆発とかしないよな？」

　懐中時計が放つ光を見た女王陛下は、不安そうに後ずさる。

　大賢者は首からチェーンを外し、懐中時計をしげしげと眺めた。

　この光は間違いなく魔法によるものだ。

　しかし爆発しそうな気配はない。

　とはいえ、どうして懐中時計が急に光り始めたのか、持ち主である大賢者すら分からなかった。

「大丈夫よ。多分」

「た、多分!?」

　女王陛下はギョッとした顔になり、机の裏に隠れてしまった。

「そんなに心配しなくても……と言いたいところだけど、念のために次元倉庫にしまっておくわ」

「それがいいぞ。こんな所でトラブルを起こされたらたまらん。自分の家に持ち帰って、ゆっくり調べるがいい」

　女王陛下は机の陰から顔を半分だけ出し、冷たく言い放った。

　薄情な言葉だが、しかしここは王宮である。

　少し建物が壊れるだけでも大ごとだ。

　大賢者は破天荒はてんこうな性格だと周りから思われているが、それでも人の家を破壊する趣味はない。

　なので、急に発光し始めた懐中時計を持って大人しく家に帰ろうとした。

　が。




「来るよ──」




　懐中時計から声が聞こえた。

　聞いたことのない少女の声だった。




「来るよ──人を滅ぼしに〝敵〟が来るよ──」




　懐中時計から溢あふれる光が強くなり、それは幻灯機のように何かの像を映し出した。

　ただし壁にではなく空中に。

　焦点がブレていた光はやがて人の形になり、十代半ばと思わしき人間の少女の像を作った。

　否いな。

　それは光が映し出す像ではなく、実体としか思えない存在感を放って、床に降り立った。

　白い肌。銀色の長い髪。整った顔立ち。

　ツバの広い黒色の三角帽子。黒色のローブ。

　その少女を見て、大賢者はまるで鏡を見ているような気分になる。服装こそまるで違うが、その顔は……。

「な、なんじゃ……大賢者、お主、隠し子でもいたのか!?」

　女王陛下は少女と大賢者を見比べながら、口を金魚のようにパクパクさせた。

　他人から見ても、そのくらい似ているのだ。

　しかし無論、大賢者に娘などいない。

　家族もとっくの昔に死んでしまった。

　では、なぜこんなにも似ているのだろう。

　この少女は誰なのだ。

　どうして懐中時計に入っていたのか。

　そして、なによりも。

「お願い、この時代の強き人。ボクと一緒に〝敵〟と戦って──」

　彼女の言う〝敵〟とは何なのか。

　懐中時計は大賢者が二十代だった頃。まだ大賢者と呼ばれる以前、ただのカルロッテ・ギルドレアだったときに、偶然立ち寄った古道具屋で見つけた物だ。

　自分の髪色とそっくりな銀の懐中時計を一目で気に入って衝動買いしてしまい、今でも持ち歩いている。

　別に先祖代々の代物しろものではないし、どこかの遺跡から発掘したのでもない。

　何の変哲もない、ちょっとオシャレなだけの懐中時計だとずっと思っていた。

　その中に少女が入っているなんて、大賢者ですら想像できるわけがない。

「ボクはアルピナ・アサイル。今から一万一四二五年と六十三日前に、自分の意識をこの懐中時計にコピーして保存した」

　しかし少女は、更に想像の埒外らちがいのことを告げた。

　一万一四二五年と六十三日前……それが真実なら、この少女は古代文明の時代に生きていた者ということになる。

「にわかには信じられないけど……でも古代文明の物じゃなかったとしても、この懐中時計が尋常じゃないのは確かみたいね。なにせ中から人間が出てきたんですもの。それに、あなたも普通じゃないわね」

　大賢者はアルピナと名乗る少女を見つめる。

　やはり自分に似ていた。

　外見だけでなく、発している魔力の気配も。

「古代文明……キミたちはあの時代をそう呼ぶんだね？　そして、うん。ボクは普通の人間とは違う。キミが古代文明と呼ぶ時代に存在した『アルシェ共和国』で遺伝子操作によって作られた、戦闘用魔法使い……その中でも最強と呼ばれたのがボクなんだぜ」

　アルピナは人懐なつっこい笑みを浮かべ、軽快な口調で語った。

　だが、その内容は笑って聞き流せるようなものではない。

　なにせ今よりも遙はるかに進んだ魔法技術を持っていた古代文明。その中でも『最強』の魔法使いだったと彼女は言っているのだから。
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　アルピナの言葉を信じてよいのか、まだ分からない。

　しかし、懐中時計から出てきたという異常性だけでも無視できない。

　現に。

　彼女は途方もなく強いのだ。

　戦わなくても大賢者は分かってしまった。

　この少女ならば、自分と互角以上なのではないかと思えるほどに。

「あなた、さっき私を見ながら『この時代の強き人』と言ったわよね？　それはつまり狙ねらって私のところに来たってことかしら？」

「うん。そうだよ。ボクがここにいるってことはキミがこの時代で一番強いんだろう？　名前も知らぬ強き人」

　アルピナはスカートを広げてかしこまってみせる。

　表面上は礼儀正しいが、どこかふざけてやっているように見えた。

「ええ、そうね。私はカルロッテ・ギルドレア。確かに一番強いと自負しているわ。でも、私はこの懐中時計を店で見つけて、自分の意思で買ったのよ。あなたが狙って来たというのは矛盾してない？　それとも私が買ってから懐中時計に宿ったの？」

「カルロッテ・ギルドレアか。なるほど、強そうな名前だ。そしてキミの疑問だけどね。さっきも言ったように、ボクは一万一四二五年と六十三日前からその懐中時計の中にいたよ。キミは自分の意思でそれを買ったつもりのようだけど、実際は違うんだ」

「違う？」

「そう。ボクは一万一四二五年と六十三日前、懐中時計に魔法をかけた。そのとき世界で一番強い人のところに辿たどり着くようにね。だからキミがその懐中時計を売っている店に入ったのも、そして買うつもりになったのも、ボクの魔法に導かれてのことさ。運命を操あやつる魔法……なかなか凄すごいだろ」

　アルピナはイタズラっぽくニヤリと笑う。

　なるほど、それが本当なら恐るべき魔法だ。

　大賢者ですらそんな魔法は使えない。

「なるほどね……それで、そんな面倒な魔法まで使って、どうして一番強い人のところに来なきゃいけなかったのかしら？　さっき言っていた〝敵〟って何のこと？」

「敵は敵だよ。人類にとって倒さなきゃいけない敵さ。キミとボクとで倒すんだ。嫌だとは言わせないよ。だって、そうしなきゃ世界が滅ぶからね」

　と。

　アルピナは微笑ほほえみながら語った。

　まるで明日の天気の話でもするかのように。

　大賢者は目を細める。

　かたわらで聞いていた女王陛下は「な、なんじゃとぉ!?」とひっくり返った声を上げた。

「世界が滅ぶってなんじゃ！　冗談じゃろ!?」

「冗談じゃないよ、お嬢さん。キミ、随分と可愛かわいい子だね。カルロッテの子供かい？」

「何で妾がこやつの子供なのじゃ！　妾はエメリーン・グレダ・ファルレオン！　この国の女王じゃ！」

「へえ、女王なんだ。小さいのに偉いんだねぇ」

　アルピナは女王陛下に馴なれ馴なれしく近づき、その頭をなでた。

　女王陛下はムスッとした顔になる。

「妾は確かに小さいが、それはこの大賢者の魔法のせいじゃぞ。本当は大人じゃからな」

　そう言って女王陛下は大賢者を睨にらんできた。

「魔法？　へえ、大人を子供にしちゃう魔法か。キミもなかなか凄いじゃないか」

　アルピナは感心したように言って、大賢者を見つめた。

「それはどうも。でもそんなことより。世界を滅ぼすような敵がなんなのか教えてくれないかしら」

「そ、そうじゃ！　世界が滅ぶということは、このファルレオン王国も滅ぶということじゃ！　あってはならぬぞ、そんなこと！」

　大賢者と女王陛下に問い詰められたアルピナは、澄まし顔で「それはね──」と歌うような声で語り始めた。




　それは世界を滅ぼしかねない敵。

　かつて古代文明が衰退するきっかけになった敵。

　アルピナはその物語を語る。

　大賢者は、かつて魔神が現われたとき以来の戦慄せんりつを感じた。

　空より墜おちる厄災。その名を──。







[image: ]




　かつての夏休みはローラにとって、この上なく楽しいものだった。

　親友のシャーロットとアンナとともに実家に行き、思う存分に遊びほうけた。

　そして王都に帰る途中、川を流れてきた卵を拾ったら、中から神獣ハクが生まれるというサプライズもあった。

　こんな時間がずっと続けばいいのにと思えるくらい、幸せな日々だった。

　しかし夏休みは永遠には続かない。

　それが終わったとき、夏休みの宿題を提出しなければならない。

　宿題を後回しにしていた──というより存在を完全に忘れていたローラたちは、夏休みの終盤、地獄を見た。

　そして結局、宿題を提出できたのは、夏休みが終わってから一週間も経たってからだった。

　また同じ失敗を繰り返したら、担任のエミリアにどれだけ叱られるだろうか。

　想像しただけで、ローラは震えてしまう。

　それにローラたちはエミリア先生のことが好きだった。できるだけ心労をかけたくないと思っている。

　だから冬休みは夏休みの反省を活かし、先に宿題を片付けてから遊ぶことにした。

　不運にも古代文明の遺物いぶつ『コタツ』が復活するという事件に巻き込まれたが、そのコタツの力を借りることにより、なんと冬休み四日目で問題集を全て終わらせることに成功した。

　残っている宿題は日記だけだ。これは事前にやるわけにいかないし、難しいものではないので、実質、宿題を全て終わらせたといえる。

「私たちは……自由です！」

「もはや、わたくしたちが遊ぶのを遮さえぎるものなど何もありませんわ！」

「さあ。ローラの実家に遊びに行こう」

「ぴー」

　ということでローラたちは冬休み七日目の朝、王都を出発する。

　馬車だと丸一日かかる距離だが、ローラたちは三人とも空を飛べるので、午前中のうちに目的の場所を視界に収めた。

　白い雪に覆われた平原の中に、小さな湖がある。

　その周りには森と、そして町があった。

　王都のような活気とは無縁だが、のどかで風光ふうこう明媚めいびな場所。

　あれこそがローラの故郷、ミーレベルンの町だ。

「雪で真っ白になっているので、どれがローラさんの実家か分かりませんわぁ」

「あっちかな？　それともこっち？」

　シャーロットとアンナは、町の上空で視線を泳がせる。

「ふふふ……大丈夫です。私は分かりますよ！」

　と、ローラは自慢げにする。

「流石さすがはローラさんですわ！」

「十歳になったローラは凄すごい。頼りがいがある」

「えっへん！」

　冷静に考えると自分の家が分かるのは当たり前の話なのだが、シャーロットとアンナはそれに気づかず拍手してくれた。

　頭の上でハクも前足をパチパチさせている。

　ローラは更に調子に乗って胸を反らし、ふんっと鼻息を荒くした。

　が。

「しかし冷静に考えると、実家の場所が分かるのは当然のことですわ」

「確かに。ローラ、どうしてそんな自慢げなの？」

　二人は真実に気づいてしまい、冷ややかな表情を浮かべた。

　どうして人は知らなくてもいいことまで知ってしまうのだろう。

　知らないままでいてくれたら、ローラはずっと自慢していられたのに。

　ああ、人生はとても厳しい。

「と、とにかく私の家に行きましょう……！」

　ローラは二人の追求をかわすため、急いで高度を下げた。

　そして実家の前に降り立った──つもりだったのだが。

「ローラの実家ってこんなだっけ？」

「リフォームしましたの？」

　アンナとシャーロットは目の前にある家を見つめて疑問を口にする。

「ぴぃ？」

　ローラの頭の上で、ハクも不思議そうに鳴いていた。

「……えっと。実家はこっちです」

　ローラは声を震わせながら、逃げるように歩き出す。

　その背中に、親友二人は容赦ようしやなく批判の言葉を投げつけてくる。

「ローラ。あんな自信たっぷりだったのに、実家の場所、間違えた」

「失望しましたわローラさん。十歳になったのに自分の家も分からないなんて……これではやはり、わたくしが一生ローラさんのおそばにいて、お世話して差し上げるしかありませんわぁ」

「ぐぬぬ……仕方ないじゃないですか！　いくら故郷とはいえ、こんな真っ白だったら分かりませんよ！　冬に空から見下ろしたのは初めてなんだから、分からなくて当然です！」

「分からなくて当然なら、どうして自信満々だったの？」

　アンナがぽつりと呟つぶやく。

「……」

　ローラは無言で歩き続ける。

「ローラに無視された。悲しい。おしおき。えいえい」

　アンナがローラの右頰ほおをぷにぷにとつまんできた。

「アンナさん、ズルいですわ。わたくしもおしおきに参加ですわ。えいえい」

　シャーロットもまた、左頰をつまんで引っ張る。ぷにぷに。


「はにゃぁ……やめてください、どうして皆、何かあるたびに私のほっぺをひっぱりゅんですかぁ！」



「そこにローラのほっぺがあるから」

「こんなに触り心地がいいのが悪いんですわぁ。おしおきですわぁ」

「ひゃんっ、やめてください！」

　ローラは二人の手から逃げるため、雪の上を走った。

「あ、ほっぺ待て」

「ほっぺ、逃しませんわぁ！」

「私の本体はほっぺじゃありません！」

　引っ張られたほっぺをさすりながら、ローラは実家の玄関を開け、中に飛び込む。

　と同時に、ガチャリを鍵かぎをかけて『ほっぺ引っ張りモンスター』の二人が入って来ないようにした。
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「あら、ローラ。ハクちゃん。お帰りなさい。シャーロットちゃんとアンナちゃんは？」

　家に入ると、母親のドーラが出迎えてくれた。

　ドーラはもう三十歳を過ぎているのだが、十歳のローラとそっくりな顔をしている。

　そのくせ胸が大きなナイスバディ。

　ローラは、大人になったら自分もドーラみたいになるのだと信じている。

　なかなかナイスバディになる兆候は出てこないが、あと何年かしたら顔だけでなく体つきも母親そっくりになるのだ。そうに違いない。信じる者は救われる。

「ただいま、お母さん。あのね、シャーロットさんとアンナさんが『ほっぺ引っ張りモンスター』になっちゃったの。だから鍵をかけて家に入れないようにしてるんだよ」

「あらあら。それは大変ね。でもローラはほっぺが柔らかいから仕方ないわね」

「もう！　お母さんまでそんなこと言って！　とにかく二人を家に入れちゃ駄目だよ。私のほっぺが伸びちゃうから」

　とドーラに事情を説明し終わると、丁度、『ほっぺ引っ張りモンスター』の二人が玄関の扉を叩たたき始めた。

「どうして鍵がかかっていますの!?　開けてくださいまし！」

「早くほっぺをぷにぷにさせて。ほっぺ禁断症状が出る」

　扉の向こうから、切羽詰まった声が聞こえてくる。

「あらまあ。二人とも、よっぽどローラのほっぺが好きなのね。触らせてあげなさいよ」

「やだ！　シャーロットさんもアンナさんも、一度触らせたらずっと触ってるんだもん！」

「そうなの？　でも、ずっと外にいたら風邪かぜを引いちゃうし……よし、ここはお母さんに任せて！」

　ドーラは気合いの入った声を出したかと思うと、ローラの頭からハクを奪い、そして自分の頭に乗せた。

「ぴー？」

　急に引っ越しさせられたハクは何事かという声を上げる。

　が、ドーラの頭を気に入ったのか、大人しく座り込んでしまった。


「ふぇぇ……ハクを誘拐された……」



「ふふ。ちょっとだけ貸してね。これでローラになりきるわ」

「ええ……無理だと思うけど……」

「大丈夫、大丈夫♪」

　ドーラは玄関の前に立ち、自分の背中にローラを隠した。

　そして鍵を開けてしまう。

　その瞬間、勢いよくシャーロットとアンナが家に入ってきた。

「ああ～～ローラさんのほっぺですわぁ～～」

「やはり、このぷにぷにが最高。これがなければ生きていけない」

　などと言いながら、恍惚こうこつとした表情でドーラのほっぺを左右から引っ張る。

　しかし十秒ほど経ってから。

「……微妙に触り心地が違う気がしますわ……って、ドーラさん!?」

「どうりで背が高いと思った……いつの間に入れ替わったの？」

　二人はようやく気づき、ドーラからパッと手を離す。

「うふふ。二人が家に入ってきたときからずっとよ」

「不覚ですわ……ローラさんとドーラさんを間違えるなんて……」

「ハクが頭に乗ってるし、顔がそっくりだから一瞬、騙だまされた。それにほっぺの触り心地もそっくり。流石は親子」

　シャーロットとアンナは、不思議そうな顔をしている。

　まだ自分が触っていたのがドーラのほっぺだと信じられないようだ。

　そのことにローラは少々、腹が立ってきた。

「もう！　二人ともいつも私のほっぺが最高とか言っておきながら、お母さんのほっぺと区別がつかないなんてどういうことですか！　その程度のこだわりしかないのなら、もう触らせてあげませんよ！」

「ローラ、そんなムスッとした声を出してどうしたの？　もしかして嫉妬してるのかしら？」

　ドーラはニコニコと笑いながら言う。

「そ、そんなことないけど……とにかく、私のほっぺじゃなくてもいいなら、シャーロットさんもアンナさんも自分のほっぺ触っていればいいんです！」

　ローラはドーラの背中から顔を出し、二人をキッと睨にらみつけた。

　すると二人とも慌あわてた表情になり、あたふたと弁解を始める。

「ドーラさんのほっぺは確かに素晴らしかったですが、やはりローラさんのとは違いますわ！　その証拠に、ほら。わたくしたち、すぐに気づきましたわ！」

「そう。親子だから似ているのは当然。でも、やっぱりローラのほっぺが一番」

「……本当ですか？　そう言うわりには、気がつくまで十秒以上かかっていましたけど」

「そ、それは仕方がありませんわ！　ローラさんだって、さっき実家と他ほかの家を間違えたでしょう!?　誰にだって間違いはあるのですわ！」

「そうそう。町が白い雪で覆われているからローラは間違えた。私たちも、ドーラさんが白いハクで覆われていたから間違えた。一緒」

「な……なるほど！　言われてみればそうかもしれません！」

　ローラは二人の言い分の正しさを認めた。

　自分は長年暮らしていた実家の場所を間違えたのだ。

　なら二人がほっぺを間違えるのも無理はない。

　納得、納得。

　これは許すしかない。

「もう二度と間違えないように、ローラさんのほっぺの感触を手に刻みつけますわ。というわけで触らせてくださいまし」

「やはり反復練習は大切。目をつむってもローラとドーラさんの区別がつくようにしなきゃ」

「……そういうことなら仕方ないですね」

　ローラはシャーロットとアンナにほっぺを差し出した。

　その瞬間、二人は目を輝かせ、ローラの頰をむにっと引っ張ったり、つんつんしたり、むにむにしたりした。

　くすぐったいが、これも二人が目をつむったままローラとドーラの区別できるようにするためだ──。

「って、よく考えたら、そんな変なスキルを身につける必要ないですよね。私とお母さんのことは、ちゃんと目で見て区別してください」

「うふふ。それはそうですが」

「それはそれ。これはこれ」

　二人はよく分からないことを呟きながら、ローラのほっぺで遊び続ける。

　ローラは母親に助けを求めようとしたが、いつの間にかハクと一緒にいなくなっていた。

「お母さーん！　シャーロットさんとアンナさんがいじわるする！」

　二人の手を振り払い、家の奥にトタトタ走って行く。

　するとドーラは台所で特大オムレツを作っていた。

「わっ、オムレツだ！」

　それを見た途端、ローラは自分が不機嫌になっていたことも忘れ、飛び上がるほど嬉うれしくなった。

「やっぱりローラが帰ってきたときはオムレツでしょ」

「やったー！　大きなオムレツ♪」

「言っておくけど、これを皆で分けて食べるのよ」

「えー……」

　言われてみれば、一人で食べるには大きすぎる。

　だがローラはオムレツを食べるときだけ胃袋が大きくなるのだ。

　食べようと思えば一人でもペロリと食べてしまえるだろう。

「ぴー」

　ハクがドーラの頭から飛び立ち、ローラの頭に移動してきた。

「私が全部食べちゃったらハクの分が無くなっちゃいますね……仕方ないので我慢しましょう」

「ぴ！」

「偉いですわローラさん」

「オムレツを我慢できるとは、十歳になったローラはひと味違う」

　台所にやって来たシャーロットとアンナは、しきりに感心した声を出した。

　十歳になって成長したことを褒ほめられるのは嬉しいが、この程度のことで感心されるのは心外だ。

　特大オムレツを我慢するくらい、九歳だった頃ころのローラでもできた。と思う。

「ほらほら。あなたたち、ぼんやりしてないで、食器を並べてちょうだい」

「「「はーい」」」

　ドーラに指示されたローラたちは、お皿やフォークを並べてお手伝いだ。

　ローラはもちろん、この家に何度も遊びに来ているシャーロットとアンナにとっても、勝手知ったる台所。どこに何があるのか把握している。

「あれ。ところでお父さんは？」

「お父さんはドラゴン退治よ」

「ドラゴン!?」

　ドラゴンは全てのモンスターの中でも最強と呼ばれる種族だ。

　冒険者でなくても、ドラゴンが強いということを知っている。

『強いこと』『大きいこと』の代名詞に使われるくらい有名だ。

　しかしローラはまだドラゴンを見たことがない。

「そう。隣町の近くの森にドラゴンが住み着いたらしくて。倒してくれって頼まれたから、お父さんは出張中よ」

「隣町……急いで行ったらドラゴンに会えるかな!?」

　ローラはつい、そわそわしてしまう。

　ギルドレア冒険者学園には『在学中、Ｃランク指定以上のモンスターと戦ってはならない』という校則がある。

　ドラゴンは最上位のＡランクだ。

　よって戦うことはできないのだが、それでも一目見てみたい。

　シャーロットとアンナも同じ気持ちのようで、一緒にそわそわし始めた。

　しかし。

「お父さんが出発したの昨日だから、もう倒して帰ってくる頃だと思うわよ」

「なぁんだ」

　母親の回答に、ローラはがっくり肩を落とす。

「うふふ。ドラゴンならローラの頭の上に座ってるじゃない。それを家よりも大きくした感じよ」

「そりゃ似てるんだろうけど……」

　ローラは頭上からハクを降ろし、両手で抱きかかえてみた。

「ぴー？」

　ハクはジタバタと足を動かす。

　可愛かわいい。

「うーん……迫力がない……」

「本物のドラゴンもこんなにお可愛らしい顔立ちですの？」

「このハクは迫力ないけど、親ハクはドラゴンって感じだったよ」

「ああ、言われてみれば！　じゃあハクも大人になったら迫力が出てくるんですね」

「ぴ！」

　ハクは翼をバサッと広げた。迫力を出しているつもりなのかもしれない。

「おーい、帰ったぞー」

　と、そこにローラの父ブルーノの声が聞こえてきた。

「お父さん、おかえりなさい」

「お邪魔していますわぁ」

「師匠、おかえり。またお世話になります」

「おう、お前たち、来てたのか。丁度いい。ドラゴンの尻尾しつぽの肉を持ってきたぞ」

「「「ドラゴンの尻尾の肉!?」」」

　珍しい単語を聞き、ローラたち三人はつい大声を上げてしまう。

　そんなローラたちの反応が面白おもしろかったのか、ブルーノはニタリと笑って、鞄かばんから紙の包みを取り出しテーブルに乗せた。

　人の頭よりも大きい。

　その包みを開くと、そこには肉の塊かたまりがあった。

　周りにウロコがついていて、断面の真ん中に骨が残っている。

　まさにドラゴンの尻尾を輪切りにして持ってきたという感じだ。

「凄い！　これだけでハクよりも大きい！」

「ぴー」

「あらぁ。ドラゴンの肉なんて久しぶりね。ローラが生まれてからは初めてだったかしら？」

　オムレツを作り終えたドーラが、珍しそうに見つめてきた。

「私、ドラゴンの肉なんて食べたことないから、きっと初めてだと思うよ」

「わたくしもドラゴンは食べたことありませんわ。そもそも売っているところを見たことありませんわ」

「私も食べたことない。というか、ドラゴンの肉って食べられるの？」

　ローラだけでなく、シャーロットとアンナも食べたことがないらしい。

　お金持ちのシャーロットですら未体験ということは、非常に貴重な食材なのだろう。

「ドラゴンの個体数は少ないからな。誰かが仕留めたとしても、巨大すぎて運べないから、市場に出回ることは滅多にない。俺おれも尻尾の一部をもらってきただけだ。残りは隣町で消費するつもりらしい」

「えー、ドラゴン丸ごと？　欲張りじゃないの？」

　ローラは素朴な疑問を口にする。

　ブルーノが倒したドラゴンがどのくらいの大きさか分からないが、仮にハクの親と同じくらいだとしたら、食べても食べても食べきれないはずだ。

「おいおい。一人や二人で食べるんじゃないんだぞ。町全体で食べるんだ。それに今は冬だから腐らないし。春になる前になくなるだろうな」

「そっか。そう言われると、そうかも」

　どんなに大きなドラゴンでも、千人とかで毎日食べたら、あっという間になくなる気がしてきた。

「お昼はもうオムレツを作っちゃったけど、夜はドラゴンのステーキね。一回じゃ食べきれないから、明日も食べられるわ」

　ドラゴンのステーキ。

　もの凄い言葉だ。

　世界最強のステーキだ。

　隣町の人たちはそんなものを毎日食べられるのかと思うと、心底うらやましい。

「ローラ。ヨダレがたれてるわよ」

「わっ」

　ドーラに指摘され、ローラは慌ててハンカチで拭ふく。

「そんなにドラゴンの肉がいいの？　お母さんのオムレツより？」

　お母さんのオムレツ！

　その言葉の前には、ドラゴンのステーキすら霞かすんでしまう。

　ドラゴンの肉がどんなに珍しくても、やはりローラにとっては、母親が作ったオムレツが世界最強なのだ。

「お母さんのオムレツよりも美味おいしいものなんてないよ！」

「うふふ。ローラはいつも嬉しいこと言ってくれるわね。さ、お父さんの分のお皿も出して。お昼にするわよ」

　特大オムレツを五人と一匹で取り分け、皆で食べた。

　何度食べても、いつ食べても、最高に美味しい。

　ほっぺたが落っこちそう。

　が、それはそれとして、ドラゴンのステーキも楽しみなローラであった。





※






　ドラゴンの尻尾ステーキは、牛のステーキに比べて少し硬かった。

　しかし、その歯ごたえが逆に美味しく感じられた。

　脂身が少なく、体にもよさそうだ。

　嚙かめば嚙むほど肉の旨みが口の中に広がっていく。

「ビーフステーキの上品な味も好きですが、ドラゴンは野生の荒々しさがあって、これはこれで素敵ですわぁ」

「学食のハンバーグをよく食べてるけど、ステーキなんて久しぶり。とても美味しい」

「お母さんのオムレツの美味しさを百としたら、ドラゴンステーキは九十三くらいです。ハイスコアですよ。星三つです」

　ローラたち三人にとって初めてのドラゴンの肉だったが、とても口に合った。

　こんなに美味しいなら、食べるためにドラゴンを探し回って仕留めてもいい。

　どうして皆そうしないのだろう……と一瞬思ったが、よく考えてみると、普通の人はドラゴンを倒せないのだ。

　ローラだってドラゴンを倒したことはない。

　冒険者学園を卒業したら、皆でドラゴン退治に行き、その場でバーベキューをしたら楽しそうだなぁ──なんてローラは空想した。

「ぴー」

　ハクも美味しそうにドラゴンステーキを食べている。

　以前、ハクは『食べ過ぎ＆運動不足』によって太ってしまったことがある。

　なのでその体の大きさに合わせて小さなステーキだ。それを食べやすいように更に細かく切ってある。

　ハクは小さなドラゴン肉を、前足で器用に持ち上げ、口に運んでモグモグしていた。

「これって共食いということにはならんのか？」

　ブルーノはハクを見つめながら疑問を口にした。

「大丈夫だよ、お父さん。ハクはドラゴンの形をしているけど、ドラゴンじゃなくて神獣だから」

「ぴ！」

「そうか。なら大丈夫だな！　イルカは魚に似てるけど、魚じゃないから魚を食べても共食いにならないしな！」

　ブルーノは納得したらしく、自分のステーキを食べるのに集中した。

　そしてドラゴンのステーキを食べ終わったあと、皆で後片付けをする。

　ローラ、シャーロット、アンナ、ハクでお風呂ふろに入り、前に来たときのようにローラのベッドで川の字になる。

「むむ……今回もベッドのスペースに余裕がありますね……」

　ローラのベッドは、ブルーノの手作りだ。

『俺の娘だから大きくなるに違いない』という理由でとても大型のベッドになっている。

　そのおかげで、三人で一緒に寝転がることができるのだ。

　しかし、シャーロットとアンナを初めてこの家に連れてきたのは夏休み。もう五ヶ月も前の話だ。

　ローラの予定では、もうかなり背が伸びていて、三人で寝ると大型ベッドでも狭く感じるはずだったのだが。

　ところが予定はくるい、ベッドは余裕綽々しやくしやくであった。

「ふふふ……ローラさんが小さいままなのはいいことですわぁ」

「そのとおり。ローラはずっとそのままでいなきゃ駄目だよ」

「もう！　どうして二人は私を小さいままにしたいんですか!?　それにベッドに余裕があるということは、私だけでなく、シャーロットさんとアンナさんも成長してないってことですよ」

「あら。それは仕方ありませんわ。わたくしたち、ローラさんと違って育ち盛りを過ぎていますもの。数ヶ月で急に伸びたりはしませんわ」

「一応、私は夏休みから、ちょこっとだけ伸びたはず」

「ぐぬぬ……私だって今から急に伸びますよ。なにせドラゴンの肉を食べましたからね。冬休みが終わる頃にはシャーロットさんよりも大きくなってみせます」

「流石にそれは無理ですわ」

「あんまり大きくなると『ローラ』じゃなくて『ローラさん』になるよ。アイディンティティにかかわる」

　アンナは深刻そうに言う。

「私のアイディンティティって小さいことなんですか!?」

「それが全てとは言わないけど……八割くらい占めてると思う」

「ええ!?　そんなことないですよ。大きくなっても私は私です。ね、ハク？」

「ぴぃ？」

　布団ふとんの中に潜り込んでいたハクは、ぴょこっと頭を出して首を傾かしげた。

「ほら。ハクも大きくなってはいけないと言っていますわ」

「言ってませんよ！　ぴーって鳴いただけです。ハクの鳴き声を都合よく捏造ねつぞうしちゃ駄目ですよ。さ。今日はもう寝ましょう。明日から遊びまくったり、修行したりするんですから」

「そう。修行。雷の魔法剣ケラウノスと風の魔法剣アネモイが師匠にどこまで通用するのか、早く試したい」

　アンナがそう呟くと、壁に立てかけていた二本の魔法剣からブゥゥンぶぅぅんと低いうなり声のような音が聞こえてきた。

　この二本は古代文明の遺物であり、意思を持った魔法剣なのである。

　アンナは雷の魔法剣ケラウノスと風の魔法剣アネモイにマスターとして選ばれ、その魔力を使いこなせるよう鍛練を積んできた。

　その成果を師匠にぶつけようとしているのだ。

　アンナの師匠とは、ローラの父ブルーノのこと。

　ローラの両親は、どちらも教科書に載るほど強いＡランク冒険者だ。

　Ａランクの条件は一人でドラゴンを倒せることだが、そのＡランクの中でもブルーノとドーラは最上位であるらしい。

　なにせ二人とも、ドラゴンが三匹くらい同時に襲ってきても余裕で倒せるとか言っていた。

　アンナは確かに強くなった。

　だが、まだブルーノには到底、勝てないだろう。

　それでも、いや、だからこそ挑いどむ。

　今の自分がどのくらいの強さか知るために。今の自分より明日の自分。少しずつ強くなるために。いつか師匠を超えるために。

「では、アンナさんがブルーノさんと戦っている間、わたくしはローラさんと勝負しますわ！」

「え、私とシャーロットさんとでですか？　うーん……ほどほどにしないと町が火の海になっちゃいますよ……」

「そんな物騒な戦いはしませんわ。もっと平和的な勝負を思いついたのですわ」

「へえ！　どんな勝負なんです？」

「ふふ……それは明日まで秘密ですわ」

「むー……気になります。明日が待ち遠しいです……」

　ローラが唇を尖とがらせると、

「寝て起きたら自動的に明日になると思うけど」

　アンナが画期的なアイデアを口にした。

「凄い発見です……数多くの魔法使いが時間移動の魔法にチャレンジして、いまだに誰も成功していないと授業で習いましたが……アンナさんは戦士学科なのに時間移動の方法を見つけ出しましたね！」

「いや、別に時間移動はしてないと思う」

「ローラさん。そんな興奮してると眠れなくなりますわ。ほら、いつものように抱きしめて差し上げますから、早く寝るのですわ」

「むむ？　まるでシャーロットさんに抱っこされたら、私は一瞬で寝ちゃうみたいな言い方ですね？」

　とローラは抗議しようとしたのだが。

「すぴー」

「もう寝てる!?　一瞬で寝ちゃうのはシャーロットさんのほうでしたか……」

　シャーロットはローラの右側に抱きつきながら、早くも寝息を立てていた。

　そして左側からも。

「すー……すー……」

「アンナさんも私に抱きついて寝てます……ありゃ、ハクも？」


「ぴゅぃ……」



　ハクはローラの胸でうつ伏せになり瞼まぶたを閉じている。

「うーん……こんな皆にくっつかれたら寝にくいですね……はたしてちゃんと眠れるでしょうか……」

　と、ローラは不安を口にしてみた。

　その五秒後、見事に熟睡した。




　ふと目を覚ますと、朝になっていた。

「時間移動魔法の完成です！」

　ローラはカーテンを開け放ちながら、喜びの声を上げる。

　するとアンナがもぞもぞと起き上がり、

「ローラ……それ魔法じゃないから」

　朝から冷静なツッコミをしてくれた。

　一方、シャーロットはまだ目覚めず、ベッドから消えたローラの代わりにハクを抱きしめていた。

「むにゃむにゃ……ローラさん、相変わらず小さいですわぁ……」

「ぴー……」

　シャーロットとハクは仲良く抱き合って、幸せそうにしている。

　あまりにも幸せそうだったので邪魔をするのは気が引けるが、朝なので目覚めなければならない。

「シャーロットさん、ハク、起きてくださーい！」

　せっかく冬休みの宿題を終わらせたのだ。残りの日数は、全力で遊び倒さないと。

　惰眠だみんをむさぼる時間はないのである。





※






　はらはらと雪が降っていた。

　地面も屋根も白く染まっており、そこに足跡をつけて歩くのが楽しい。

　太陽の光が、雪と湖に反射してキラキラと輝く。

　ローラは冷たい空気を吸い込み、体が内側から冷える感触を味わう。

　とても幻想的な朝だった。

　しかし、その美しい風景を焼き尽くすように放たれる、荒々しい光があった。

「雷の魔法剣ケラウノス、風の魔法剣アネモイ！」

　赤毛の少女アンナが双剣の名を呼び、抜剣する。

　と同時に、剣から低音が響き渡り、冷たい空気を震わせた。

　そして稲妻と竜巻がアンナを中心に吹き荒れ、周辺の雪を融解させる。

　すさまじい熱量だが、これは魔法の双剣が持つ力の一部に過ぎない。

　それを握るアンナと向かい合うブルーノは、少しも臆することなく、むしろ楽しげに口の端を歪ゆがませ笑った。

「すげぇ雷と風だな。近くにいるだけで肌がビリビリしてくる。だが、雷魔法や風魔法くらい何度も喰くらったことがあるぜ。その程度じゃ俺は倒せんぞ」

「分かってる……これはあくまで準備体操みたいなもの。本当の力を今から見せる」

「それは楽しみだ。前にその風の魔法剣に意識を乗っ取られたが、今日はそうはいかんぞ！」

　ブルーノもまた剣を構える。

　かつてブルーノは、妻のドーラに叱られたショックで精神的に不安定になり、その隙すきに風の魔法剣アネモイに意識を乗っ取られたことがある。

　しかし今は気合い十分だ。

　一流剣士の迫力は、ただそこに立っているだけで、アンナが放つ雷と風よりも威圧感があった。

　こうなったブルーノの意識を乗っ取るのは不可能だろう。

　それに、雷の魔法剣ケラウノスと風の魔法剣アネモイはいまや完全にアンナのコントロール下にある。

　勝手に動き回って人の意識を乗っ取ったりはしない。

　第一、アンナは自分の技がどれほどのものになったのか確かめるためにここに立っているのだ。

　意識を奪うような勝ち方では本末転倒。

　たとえできたとしても、やるわけがない。

「じゃあ、師匠……行くよ！」

「応よ！」

　アンナは電気を自分の体に流し、筋力を限界まで引き出す。それに加え、突風で己おのれを加速させた。

　その合わせ技により、尋常ならざる加速を実現。アンナの体格からは想像できないような初速でブルーノに迫る。

　流石のブルーノも一瞬、目を見開いて驚いた。

　が、やはり流石のブルーノ。

　アンナの剣が迫るまでの刹那せつなに平常心を取り戻し、恐るべき剣速で迎撃した。


「──ッ！」



　アンナが振り下ろした雷の魔法剣ケラウノスが弾はじかれる。

　しかし、まだ風の魔法剣アネモイが残っている。

　片方が防がれても、もう一本で追撃可能なのが双剣の利点。

　ところがブルーノの剣が凄すさまじすぎて、アンナは姿勢を崩す。倒れないように踏ん張るのがやっとで、追撃どころではない。

　だが、それでもアンナは不安定な姿勢から、強引ごういんに風の魔法剣アネモイを横一文字に振った。

　それは電流による筋肉の強制稼働。

　アンナは激痛に顔を歪ませる。

　自分に自分でダメージを与える不条理な技だ。

　しかし、だからこそ。

　その人体構造の限界を超えるかのような一撃は、ブルーノにとって理外りがいのはず。

　経験豊富な剣士だからこそブルーノは、アンナがその姿勢から剣を振ってくるとは思わない。

「なっ!?」

　自分の脇腹に迫ってくる刃を見て、ブルーノは虚きよを突かれた表情を浮かべた。

　見事な奇襲だ。

　普通なら、これで決着。

　そして無論、Ａランク冒険者は普通とは程遠い。

　奇襲のタイミングは完璧かんぺきだった。

　ブルーノが虚を突かれたのは事実だろう。

　それでもなお、ブルーノの防御を突破できない。

　奇襲がどうしたのだと言わんばかりの神業かみわざじみた速度で、ブルーノの剣が動く。

　結果、風の魔法剣アネモイの横薙なぎは、ブルーノの服すら傷つけることなく、甲高かんだかい金属音を響かせるだけで終わった。

　読み合いで負けたくせに、単純な反射神経だけで防御を成功させてしまう。

　ああ、何という不条理か。

　それこそがＡランク冒険者。

　それこそがブルーノ・エドモンズという剣士。

　古代文明の魔法剣を使いこなせるようになった？

　絶え間ない鍛錬たんれんを積み重ねてきた？

　その程度のことで突破できるほど甘くはないのだ。

「くっ──」

　アンナは悔しそうに呻うめく。

　が。

「やるじゃないかアンナ。つい本気を出してしまったぞ」

　ブルーノは褒め称える。

　それは慰めやお世辞ではない。

　なぜなら彼の体から、シュワシュワと魔力が吹き出しているからだ。

　それを『気合いの本気モード』とブルーノは呼んでいる。

　実際はただの強化魔法なのだが、ブルーノは長らく、それが魔法だとは知らず、気合いを入れると強くなると信じていた。

　強化魔法だとローラに指摘され、魔法嫌いのブルーノはショックを受けていたが……そんな間抜けな顚末てんまつとは裏腹に『気合いの本気モード』は強い。

　ブルーノが真剣勝負をするときだけに現われる状態だ。

　教科書に名前が載るほどの剣士ブルーノが、まだ十四歳であるアンナの剣を防ぐのに本気を出さざるを得なかった。

　それは確かに褒められるべき偉業。

　なのにアンナは少しも嬉しそうではなかった。

「……師匠に本気を出させたくらいで満足してるようじゃ、いつまでたっても超えられない！」

「くくっ……欲張りな奴やつだな。いいぞ、冒険者はそうでなくっちゃつまらない。さあ、向かってこい。全て跳ね返してやるぞ」

「望むところ」

　アンナは雷と風を身に纏まとい、超高速の斬撃ざんげきでブルーノに襲いかかる。

　先ほどの攻防で、アンナの手の内は知られてしまった。

　ゆえに奇襲はもう不可能。

　ここからは純粋な剣技での真っ向勝負。

　その分野でブルーノは無類の強さを発揮する。

　正面から打ち破るのは困難を極める。

　だが、その困難を乗り越えたいからアンナは向かっていくのだ。

　冬の町に雷電が走る。

　剣と剣がぶつかり火花が花畑のように無数に広がっては散る。

　そんな二人の戦いを見つめていたローラは、心の中でアンナにエールを送った。

　もともとはローラこそがブルーノの剣技を継承するはずだったのだ。

　それがギルドレア冒険者学園に入学してから、すっかり魔法使いになってしまった。

　ローラはそのことを申し訳なく思っていたので、アンナが代わりにブルーノと剣を交えてくれていることを感謝していた。

　もちろんアンナ自身は、ローラの代わりにやっているという意識はないだろう。彼女は自分のためにブルーノに弟子入りしたのだ。

　だが、それでも。

　ローラが剣よりも魔法を優先させてしまったことに、ブルーノは本気でショックを受けていた。そのブルーノが元気になったのは、アンナのおかげなのだ。

　アンナの剣技はどんどん冴さえ渡っていく。

　いずれは本当にブルーノを超えてしまうだろうと思えるくらいに。

　ローラとて、自分には魔法があるからと油断していると、きっと追い抜かれてしまう。

　だから──。
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「さあ、ローラさん。アンナさんを応援するのもいいですが、わたくしたちも戦いますわよ！」

　剣戟けんげきの音が響き渡る中、シャーロットは腰に手を当て仁王立ちして叫んだ。

　いつも声が大きい人だが、今は周りがうるさいので、なおのこと大きな声を出している。

「分かりましたシャーロットさん！　もうちょっとアンナさんとお父さんを見ていたいですが、キリがないですからね！　それで、どんな勝負をするんですか？」

「ふふふ。ローラさん、授業でエミリア先生に人形の動かし方を習ったのを覚えていますか？」

「覚えてますよ。なかなか使う機会がありませんけど」

　それは、人形とか鎧よろいとか人の形をした物に術式と魔力を込めて操あやつる魔法のことだ。

『傀儡くぐつ回しの魔法』という。

　お手伝いさんとして使ったり、兵士の代わりにしたりするらしい。

　大賢者は白い鎧にこの魔法をかけ、自宅の家事手伝いと警備を任せていた。

「今日はその傀儡回しの魔法で勝負ですわ」

「なるほど。それで何を操るんです？」

「ローラさん。周りをご覧なさい。雪が沢山あるでしょう。これで雪だるまなり雪像なり、好きなものを作って戦わせるのですわ。先に原型が無くなったほうが負けですわ」

「おお、それは楽しそうです！」

「お昼まで三時間ほどありますわ。それまでに雪で何かを作り、お昼ご飯を食べ、午後に戦いましょう」

「了解です。じゃあ私とシャーロットさんは別な場所で作ることにしませんか？　戦うまでお互い何を操るか分からないほうが楽しいと思います」

「それはいいアイデアですわ」

「じゃあ私は湖の反対側のほうで作りますね。ハク、レッツゴーです」

「ぴ！」

　ローラはハクを連れて、飛び立った。

　なお、ハクには自力で羽ばたいてもらっている。

　町から町へと長距離移動するときはハクを頭の上に乗せて飛ぶが、湖を横断するくらいなら、自分で飛んだほうが運動になっていいのだ。

　なにせ以前、ハクは食べ過ぎと運動不足がたたって丸々と太り、マシュマロのような体型になった過去があるのだ。

　もう二度と同じ過ちを繰り返してはならない……。

「到着です。さてさて、何を作りましょう」

「ぴー」

　ローラが雪原に着地すると、ハクはローラの頭に着地した。

　その瞬間、ローラはインスピレーションを得た。

「そうだ！　雪だるまの上に小さな雪だるまを乗せましょう。私とハクを再現するんです。ナイスアイデアだと思いませんか？」

「ぴー」

「そうでしょう、そうでしょう」

　ローラはハクの鳴き声を肯定だと勝手に解釈し、深く満足した。

　だが実際、二重雪だるまは斬新なアイデアだと思う。

　それに雪玉を四つ作って重ねればいいだけだから、作るのも楽ちんだ。

「構造がシンプルな分、大きくするのに集中できます。質より量がテーマです」

　ローラは早速、雪玉を転がし始めた。

　ちなみに、ここはミーレベルンの町がある場所とは対岸なので、周りに建物は何もない。

　思う存分、雪玉をゴロゴロ転がせる。

「最低でも家よりも大きな雪玉にしちゃいますよ！」

　ローラが気合いを入れて作業をしていると、ハクがぴょんと飛び降りて、自分も前足を使って小さな雪玉を作りだしたではないか。

「ハクも手伝ってくれるんですか？　じゃあハクは小さい雪だるまをお願いします。私が作った雪だるまの上に、ハクの雪だるまを乗せましょう」

「ぴー！」

　ハクは子猫ほどの大きさしかないので、作れる雪玉の大きさはたかが知れている。

　しかし上に乗せるだけなのだから、小さいほうがいいかもしれない。

　似たような大きさの雪だるまを縦に並べたら、ただの団子にしか見えないだろうし。

「ごろごろごろ～～♪」

「ぴぴぴぴ～～♪」

　ローラとハクは並んで雪玉を転がす。

　なかなか大きくならないので、ローラはズルをすることにした。魔法で周辺の雪を集めながら進むのだ。これで雪玉が接地していない場所の雪を吸収することができる。

　そうやって一時間ほど進むと、森に辿たどり着いた。

　ローラの雪玉はすでに実家よりも大きくなっている。

　これ以上転がすと、木をへし折りながら進まなくてはならない。環境破壊はよろしくないので、一つ目の雪玉はこの大きさでやめておこう。

「ハクも偉いですね。雪玉がスイカくらいの大きさに成長してますよ」

「ぴぃ」

　ハクは自分が作った雪玉の上に登り、自慢げに翼を広げる。

「もう一つ作りますよ。スタート地点まで戻ります！」

「ぴー」

　さっきの場所まで飛んで戻り、また雪玉をゴロゴロ。

　また森の手前まで転がしていく。

「よし。これで材料は揃そろいました。うーん……最初に作った雪玉のほうが若干じやつかん大きいですね。新しいほうを上にしましょう。えいっ！」

　家よりも大きな雪玉だ。

　それも、ふわふわした軽いものではなく、魔法の力でガチガチに圧縮した塊だ。

　本来なら十歳の女の子が動かせるものではない。

　だがローラは強化魔法で己の筋力を強化し、雪玉をひょいと持ち上げ、ぴょんとジャンプ。

　雪玉を二つ重ね、いとも簡単に巨大雪だるまにしてしまう。

「よーし！　これなら少なくとも大きさではシャーロットさんに負けないはずです」
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「ぴー」

「ハクも一人で雪だるまを作り終えたんですか？　上手ですねー」

「ぴぃ」

　ローラの作ったものに比べるまでもなく、ハクが作った雪だるまは小さい。

　それでもハクはローラの手助けなしで雪だるまを完成させたのだ。

　まだ一歳にもなっていないのに、素晴らしい知能だ。

　ローラがハクくらいの歳としの頃は、雪だるまなんて作れなかった。記憶はないが、オギャーオギャーと泣くばかりだったはず。

　それに比べたら、ハクは天才児といえる。

「ハク。将来は博士になれるかもしれませんよ」

「ぴぃ？」

　何のことやら分からないという顔で、ハクは首を傾げた。

　まだ将来のことを考えるのは早すぎるだろうか。

　しかし、こんなに上手に雪だるまを作れたのだ。きっと立派な雪だるま博士になれるだろう。

　もっとも、雪だるま博士というのはローラが今適当に思いついた博士なので、まずは雪だるま学とは何なのかを決めないと、雪だるま博士にはなれないかもしれない。

　道のりは思ったよりも険しそうだ。

「人生は厳しいのですねぇ」

「ぴー？」

　ローラはハクを再び頭の上に乗せ、完成した雪だるまを見上げながら、雪だるまについて真剣に考えてみた。

「こうして一応、形にはなりましたが……ちょっと普通過ぎますね……ただ大きいだけというのは志が低い気がします。もっと装飾性がないと」

「ぴーぴー」

　ローラがアゴに手を当て「むむむ」と悩んでいると、ハクが前足をバタバタと動かして遊びはじめた。

「あっ、そうだ！　腕がたりないです。腕がないとシャーロットさんとの勝負で不利ですね。でも雪で腕を作るのは大変です……」

　悩んだ末、ローラは森の木を二本へし折って、雪だるまに刺して腕に見立てることにした。

　さっき環境破壊の心配をしたばかりでこの行動は我ながら酷ひどいと思ったが、これも雪だるま学の発展のためだ。多少の犠牲はやむを得ない。

「針葉樹なのでトゲトゲしてて強そうです！」

「ぴ！」

「ハクの作った雪だるまには小さな枝をつけておきましょう」

「ぴー♪」

「格好良くなりました。でも……まだ何か足りないですねぇ。顔をつけてみましょうか」

　ローラはその辺にあった岩を殴なぐったり蹴けったりして丸く削り取り、目の部分にはめ込んだ。

　ついでに小石でハクの小型雪だるまにも顔を描く。

「わーい、顔っぽいです。あとは二つの雪だるまを重ねれば──」

　ローラはハクの作った小さい雪だるまを持って、飛行魔法で高度を上げていく。

　ハクも自分で羽ばたいて追いかけてきた。

　そして。

「合体！」

　大型雪だるまの上に小型雪だるまを乗っける。

　これで当初の予定どおりの雪だるまが完成した。

　いや、顔と腕がついているから、予定よりも優れているともいえる。

「やりましたね、ハク」

「ぴー」

「この調子で頑張れば、本当に雪だるま博士になれるかも？」

「ぴー？」

「ああ、でも私たちは冒険者になるんでした。雪だるま博士のことは忘れましょう……」

「ぴぃ！」

　こうして湖畔の雪原で花開きかけた『雪だるま学』という新しい学問は、ローラの将来の職業選択という問題によって、早々に幕を閉じた。

　しかし、雪が降る限り、雪だるまは不滅だ。

　いつかきっと、誰かがローラの跡を継いで雪だるま学を復活させてくれるに違いない……。

「あ。そろそろお昼です。お腹なかが減りました。家に帰ってご飯にしましょう」

「ぴー」

　お昼ご飯に気を取られたローラとハクは、すぃすぃーと飛んで家路についた。

　そしてドラゴンの肉が入ったシチューを食べているうちに、すっかり雪だるま学のことを忘れてしまった。

　発案者であるローラの頭から消えたことにより、雪だるま学は世界から完全に消滅してしまったのである。





※






　お昼ご飯を食べ終わったローラたち三人と一匹は、家の前に集まって午後の予定を話し合う。

　ローラとシャーロットは予定どおり『傀儡回しの魔法』で勝負だ。

　アンナの剣の修行は午前中で終わりで、午後は自由時間らしい。

「シャーロットさん。雪だるまは完成しましたか？」

「うふふ。わたくしは雪だるまではなく、ゴージャスな雪像ですわ！」

「ゴージャスなんですか。シャーロットさんらしいですねぇ。それで、どこで戦わせます？」

「言うまでもなく町中は駄目ですわ。町の外でどこか分かりやすい待ち合わせ場所はありませんの？」

「うーん……雪に覆われているので、目印になりそうなものがないですねぇ」

　と、そこまで話してから、ローラはいいことを思いついた。

「そうだ！　雪原の真ん中で、アンナさんが雷を空に向かって放ち、ピカピカ光らせていればいいんです。それなら遠くからでも分かりますよ！」

「画期的なアイデアですわ！」

　シャーロットは絶賛してくれた。

「なんてこった」

　しかし、ローラの案を実行するアンナは「無茶振りされた」という反応だ。

　もっとも、本気で嫌がっているわけではないだろう。

　アンナの表情は分かりにくいが、ローラはもう長いこと友達をやっているので、微妙な変化を感じ取れるのである。

　今のは「ちょっと嫌だが、まぁいいか」という顔である。

「というわけで、アンナさんは雪原のどこかでピカピカ光っていてください。私とシャーロットさんは、そこに自分の雪だるまと雪像を運びますから」

「ピカピー」

　アンナはいかにも電気を放っていそうな呟きを残し、雪原に向かって歩いて行った。

「ぴぴぴー」

　ハクはなぜかアンナの真似まねをしようとしていた。が、ハクは電気を出せない。残念。

　ローラはシャーロットと別れて、雪だるまを取りに行く。そして大型雪だるまの頭の上に立ち、ハクは自分が作った小型雪だるまの隣に立つ。

「家の屋根より高いので、何だか自分まで大きくなった気分です。空を飛ぶのとはひと味違いますね」

「ぴー」

　なにせ雪玉一つで二階建ての実家より大きい。それが二つ分だから、五階建てくらいの大きさだ。

　これほどの高さの建物は王都でも珍しい。

「では、雪だるま発進です！」

　ローラは傀儡回しの魔法を使った。

　するとローラの意思に従い、雪だるまは歩き出す。

　もっとも雪だるまに足はないので、正確には歩いているのではない。

　見えない何かに引っ張られるように、ズズズズと雪原を削りながら滑って進むのだ。

「あっちで雷がピカピカ光ってます。目印のアンナさんですね」

　地上から空に昇る雷を目印に、雪だるまを進ませる。

「アンナさん、やっほー」

　ローラは雪だるまの上からアンナに手を振った。

　するとアンナは雷の魔法剣ケラウノスごと腕を振って応こたえてくれた。

　雷がブワンブワンと揺れて危ない。

「ローラ。雷を出し続けるの疲れるんだけど。もうやめていい？」

「シャーロットさんが来るまで頑張ってくださーい」

「なんてこった」

　そうぼやきつつ、アンナは顔色を変えず雷を放つ。

　こんなに長時間ピカピカし続けても疲れを見せないとは大したものだ。

　とローラが感心していると、遠くから高笑いが聞こえてきた。

「おーほっほっほ！」

　完全に悪役の笑い方だ。

　その笑い声とともに歩いてくる大きな雪像が一体。

「な、なんて凄い雪像……というかそれ、巨大なシャーロットさんじゃないですか！」

　ローラが指さした雪像は、まさにシャーロットの形をしていた。

　複雑な形をした髪のウェーブも、大きな胸も、自信に満ちた顔立ちも、忠実に再現されている。

　違うのは色。それから大きさだ。

　ローラがこれでもかと大きくした雪だるまに匹敵ひつてきする高さなのだ。

「シャーロットさん……そんな大きな自分の雪像を作るなんて……どれだけ自分が好きなんですか!?」

「な！　それではまるで、わたくしがナルシストみたいですわ。自信があると仰おつしやってくださいな」

　自分を模した雪像の上に立つシャーロットは、ローラの言葉に反論した。

　しかし、あまり反論になっていない。結局、言葉を換えただけで言っていることは同じようなものだ。

　が、それはそれとして。

　あの雪像は技術的には凄い。どうやったらこんなにソックリに作れるのだろう。しかもこんな大きさで。

「シャーロットさん。どうやって作ったんですか？」

「ふふふ……このシャーロット・ガザードにかかれば朝飯前ですわ！」

「いや、そんな髪をふぁさぁってかき上げてないで教えてくださいよ。あと朝飯前とか言いつつ、一緒に朝ご飯を食べてから作業に入ったじゃないですか。正しくは昼飯前ですよ」

「簡単な話ですわ。まず大きな大きな雪のブロックを作るのですわ」

「ふむふむ」

「そして、それを……あの手この手で削って形を仕上げていくのですわ！」

　シャーロットは胸を張って叫ぶ。

　説明はそれで終わりだった。

「えっと、つまり……特別な方法を使わずに作ったってことですか……？」

「そうですわ。わたくしの芸術センスが爆発ですわ！」

　シャーロットは再び「おーほっほっほ！」と高笑いする。

　それに合わせて、雪像も高笑いするような仕草しぐさをした。

「うぅ……ツッコミを入れたいのに、本当に凄い技術で褒めるしかありません……」

　ローラはもやもやした気持ちで肩を落とした。

「でも絵はあんなに下手なのに、立体物だと上手に作れるなんて不思議」

　アンナは雪像を見上げながら、ぽつりと疑問を発した。

「ああ、でもシャーロットさんって私服のセンスはいいので、別に感性が悪いわけじゃないんですよね。きっと絵と立体物では、脳の使う場所が違うんですよ」

「つまりシャーロットの脳は、絵を描くところが弱い」

「人の脳を弱いと言わないでくださいまし！」

　ローラとアンナで冷静な分析をしていたら、シャーロットが嫌そうに叫んだ。

「それにローラさん。そんな雪だるまで戦えますの？　まさに手も足も出ないという形状ですわ。まあ、足は初めからないようですが」

「見た目で判断しないでください！　この雪だるまは、私とハクが力を合わせて頑張って作ったんです！　無敵ですよ！　シャーロットさんの雪像なんてケチョンケチョンです！」

「まあ、ローラさん。そんな強気でよろしいので？　いくらローラさんの魔力が凄くても、この勝負はあくまで傀儡回し。傀儡の出来映えはわたくしの圧勝ですわぁ！」

　シャーロットの言うことには一理ある。

　ローラは自分とハクが作った雪だるまが駄目だとは思っていないが、シャーロットの雪像は美術館に飾っても恥ずかしくないほどの完成度なのだ。

　ここまで歩いてきたときの動きから見ても、本物の人間のようにしなやかに動くのだろう。

　しかし、だ。

　この勝負はあくまで『先に原型が無くなったほうが負け』というルールだ。

　動きの繊細さや複雑さを競うのではない。

　よって、雪だるまが単純な動きしかできないからといって、負けると決まったわけではない。

　むしろ構造がシンプルな分、頑丈なはず。

　ぶつかり合いでは有利だ。

「シャーロットさんの鼻をへし折ってやります！　アンナさん、合図をお願いします！」

「分かった。じゃあスタート」

　アンナのやる気のない合図とともに、ローラの雪だるまとシャーロットの雪像が同時に動き出す。

　雪だるまはズズズズと地面を滑って進む。

　一方、シャーロット雪像は、スタタタタと軽快に走って近づいてきた。

　速度が違いすぎる。

「先手必勝ですわ！」

　シャーロット雪像の跳び蹴りが雪だるまの顔面に迫る。

「そう簡単にはいきませんよ！　大回転！」

　雪だるまは確かに素早く移動できない。

　しかし、その場から移動せずに動くなら話は別だ。

「なっ！」

　雪だるまはコマのように回転をはじめる。

　そして腕の代わりに突き刺した針葉樹の先端で、シャーロット雪像の跳び蹴りを弾き返した。

「おお～～」

　横で見ていたアンナが感心した声を出す。

　勝負とは無関係な傍観者なので気楽なものだ。

「まさかそんな高速回転をするなんて……それでこそローラさんですわ！」

「言ったはずです。私とハクが作った雪だるまは無敵だと。しかしシャーロットさんの雪像も頑丈ですね。今ので少しも壊れていません」

「全体を防御結界で包んでいますもの。当然ですわ」

「それを計算に入れても、です。さて、次は私の番です。行け、ロケットパンチ！」

　ローラのかけ声とともに、雪だるまから二本の針葉樹が分離し、シャーロット雪像に向かって飛んでいった。

「こんな攻撃は予想外でしたわ！　ですが叩き落として見せますわ！」

　針葉樹ロケットパンチは、シャーロット雪像の素早い蹴りで跳ね返されてしまった。

　空中で錐きりもみ回転する針葉樹を、ローラは魔法で回収し、再び雪だるまにドッキングさせた。

「ぐぬぅ……ロケットパンチが通じないとは……やりますねシャーロットさん！」

「この雪像のしなやかさは、わたくし自身が驚くほどですわ。そんな針葉樹が飛んできたところで、どうということはありませんわ！」

「むぅ……こうなったら私自身が攻撃魔法を撃って雪像を解かすしか……」

「そ、それは反則ですわ！」

「えー、そうなんですか？」

　細かいルールを決めていなかったのに急に反則と言われても困ってしまう。

　誰か第三者に審判をやってもらわないと。

　とはいえ、この場にいる第三者はハクとアンナだけだ。

　ハクに審判は無理なので、必然的にアンナにやってもらうしかない。

「アンナさんはどう思います？」

「私もローラが直接攻撃するのは反則だと思う。これは雪で作ったものを動かして戦う勝負なんでしょ？　だったら、本人が戦うのはなし」

「むぅ……分かりました。審判がそう言うなら従うしかありません」

「私、審判だったんだ……」

「たった今から審判になりました！　というわけでシャーロットさん。仕切り直しです！」

「おほほほ。どこからでもかかってくるがいいですわ！」

　シャーロットは余裕の表情だ。

　実際、ローラの直接攻撃が禁じられた以上、この勝負はシャーロットに分ぶがある。

「ぴー」

　ローラが悩んでいると、ハクが小さい雪だるまの上で跳びはね、何やらアピールしてきた。

「ハク。今は勝負の最中なので遊べませんよ……」

　と、そこまで言ってから、ローラは素敵な戦術を思いついた。

「そうだ！　小さい雪だるまだって立派な戦力です！　ただの飾りじゃありません！　ハクのおかげで勝てそうですよ！」

「ぴー」

　ハクは満足げに頷うなずいた。

「おほほほ、ローラさん、ハクとおしゃべりしている余裕がありますの!?」

　シャーロット雪像がパンチとキックを次々と打ち込んでくる。

　ローラは雪だるまを後退させつつ、針葉樹の腕を振り回し、それらを防ごうとする。

　が、速度が違いすぎて、ほとんどを喰らってしまう。

　雪だるま全体に防御結界をかけているから壊れはしないが、グラグラと揺れるのは防げない。

　このままではいずれゴロンと後ろに転んでしまう。

　そうしたらきっとシャーロット雪像は馬乗りになって殴ってくるに違いない。

　雪だるまの表面は防御結界で頑丈にしているが、しょせんは雪玉を二つ重ねただけの構造なので、接合部を集中的に狙ねらわれたら首がもげてしまう可能性が高い。

　首が取れたらもう雪だるまではないので、ローラの負けだ。

「さあ、あと一押しでローラさんの雪だるまはすってんころりんですわ！」

　シャーロットは完全に勝利を確信した顔だ。

　しかし、その油断が命取りになる。

「甘いです、シャーロットさん！」

「えっ!?」

　そのとき、すでに雪だるまはシャーロット雪像の後ろに回り込んでいた。

　ただし、ローラが作った大型雪だるまではない。

　ハクが作った小さい雪だるま。

　こっそり分離させ、移動させていたのだ。

　その全身は、強固な防御結界でカチコチに固めてある。

　シャーロットが気づいたときにはもう遅い。

　小さい雪だるまは弾丸のように地面からジャンプし、シャーロット雪像の片足を貫いた。

「ああ！」

　片足を失ったシャーロット雪像は、バランスを崩し、為なす術すべなく仰向あおむけに倒れてしまう。

「とどめです！」

「ローラさん、お慈悲をぉ！」

　ローラは巨大雪だるまに魔力を集中させ、ぴょんとジャンプさせた。

　一軒家を二つ重ねたよりも大きな雪だるまが跳びはねる光景は、大迫力だろう。

　ましてそれが自分を押しつぶそうと落ちてくるとなれば──。

　雪だるまは、自分の防御結界でシャーロット雪像の防御結界を相殺そうさいし、その胴体を大質量で押しつぶした。

　衝撃で弾き飛ばされたシャーロット雪像の頭部が、コロコロ転がっていく。

　本物のシャーロットも、それにしがみついたまま転がっていた。

「ローラの勝利」

　審判のアンナが、やる気のない口調で戦いの終わりを告げる。

「やったー！　私たちの勝利ですよ、ハク！」

「ぴぃ」

　ローラとハクは、雪だるまの上で喜びのダンスを踊る。

　だが、負けたシャーロットは納得がいかないようだ。

「反則ですわ！　後ろからの不意打ち、あれは何ですの!?」

「小型雪だるまによる体当たりですよ」

「雪だるまを二つも使うなんて反則ですわ！」

「二つじゃないです。小型雪だるまと大型雪だるまはもともと一つなんです。戦闘中に分離しただけです。だから反則ではありません」

　ローラは自分の言葉に説得力を持たせるため、小型雪だるまを誘導し、元の場所に戻した。

　ガシャーン。

　合体である。

「審判！」

　シャーロットはキッとアンナを睨みつける。

　するとアンナは「うーん」と悩んだあと、

「確かに戦いが始まる前はくっついてたから、反則じゃないと思う。おっけー」

　右手でＯＫの形を作って見せた。

「おお、流石はアンナさん。公平なジャッジです」

「そんな……その理屈が通るなら、いくらでも数を増やせるではありませんか！」

「そうは言いますけどシャーロットさん。雪だるまを二つ同時に動かすのは難しいんですよ。シャーロットさんにできますか？」

「ローラさんにできるなら、わたくしにだってできますわ！　明日、分離機能を搭載した新型雪像を作ってリベンジしますわ！」

「ほほう。望むところです！」

　ローラは勝負そのものよりも、シャーロットがどんな雪像を作ってくるか、そっちのほうが楽しみだった。

　きっともの凄いギミックを仕込んでくるに違いない。

「……勝負が終わったなら、他のことして遊ぼう。次は私も混ざれるやつ」

　アンナはぼけーっとした顔で呟く。

　今の勝負だって審判という形でかかわったはずだが……どうやらアンナ的に楽しくなかったらしい。

「うーん、皆でできる冬の遊び……あ、そうだ。湖で釣りでもしますか？」

「今は何が釣れるの？」

「そうですねぇ。やはりワカサギですかね」

　湖畔の町で生まれ育っただけあり、ローラは何度か家族と一緒に釣りを楽しんだことがある。

　魚がかかると楽しいし、晩ご飯のおかずにもなるので一石二鳥だ。

「ワカサギ釣りなら知っていますわ。凍った湖に穴を開けて釣り糸をたらすのでしょう？　前から一度やってみたかったのですわ！」

　シャーロットが食いついてきた。

　しかし。

「もっと寒波が来れば氷が張ったりしますが……今のミーレベルン湖は全然凍ってませんけど……」

　それに仮に凍ったとしても、人が歩けるほどに厚くはならない。

　シャーロットが足を乗せた途端、バリンと割れて真冬の湖に飛び込むことになる。

「そ、それならば魔法で凍らせるのですわ！」

「町の人に迷惑がかかるのでやめてください。まだボートとか浮かんでるんですよ」

「うぅ……氷に穴を開けてみたかったですわぁ」

　シャーロットはがっくりとうなだれる。

　その落ち込みっぷりを見ていたら、ローラも氷に穴を開けてみたくなった。

　とはいえ、やはり湖を魔法で凍らせるのは駄目だ。

　そんなことをしたら、町の人たちに怒られるだけでなく、どこからともかくエミリアが現われて説教してくるに違いない。

「そのうち凍っている湖に行きましょう。今日のところは普通の湖で我慢してください。さ、家に釣り道具を取りに行きましょう」

　ローラたちは雪だるまと雪像の残骸を残して、家に向かってテクテク歩いて行く。

　そのとき、遠くから咆哮ほうこうが聞こえたような気がした。

　大型モンスターが放つような咆哮だ。

　しかし、周りを見渡しても、それらしいモンスターの姿は見えない。

　この雪原で大型モンスターが姿を隠すのはまず無理なので、気のせいなのだろう。

　あるいは、とてつもなく遠くから聞こえてきたか──。

　ローラたち三人と一匹は顔を見合わせてから「ま、いいか」と呟き合い、再び歩き出した。
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　実家に帰ったローラは、父親と母親に「モンスターの咆哮ほうこうみたいなの聞こえなかった？」と聞いてみた。

　しかし二人とも聞こえなかったと言うので、やはり空耳だったようだ。

　ローラたち三人と一匹が同時に空耳を聞くというのも変な話だが、きっと風の音がそういう風に聞こえたのだろう。

「ねえねえ。皆で釣りするから、釣り竿ざお貸して」

「あら。それはいいわねぇ。沢山釣って、晩ご飯のおかずを確保してね。釣れなかったらパンだけよ」

「ええ!?」

「うふふ。冗談よ。でも、晩ご飯のメニューを考えるのが面倒だから、頑張って釣ってきてね」

　何ということだろう。

　ドーラの頭の中で、今日の晩ご飯は焼き魚と決まってしまったらしい。

　これは是が非でもワカサギを釣らないと、とても質素な晩ご飯になりそうだ。

「ローラ。船はどうするんだ？　陸地から糸をたらしても釣れないぞ？」

「大丈夫。空を飛んで行くから」

「お前たち、便利だなぁ」

　呆あきれた声を出すブルーノから釣り竿を受け取ったローラたちは、まず釣具店に行き、餌えさになる虫を買う。

　瓶びんの中でうにょうにょ動く虫は気持ち悪いが、これがないと釣れないので我慢するしかない。

　気合いを入れて湖に向かった。

　そしてスィスィーと空を飛び、湖の真ん中まで移動する。

「よし。ここで釣りましょう」

「ああ～～やっぱり氷に穴を開けたいですわぁ」

「だから駄目ですって」

「悲しいですわ、悲しいですわ」

「……私たちの足下だけ凍らせたら、町に迷惑はかからないんじゃない？」

　半べそのシャーロットを見かねたのか、アンナが画期的なアイデアを出してきた。

　その手があったか、とローラとシャーロットは膝ひざを打つ。

「アンナさんは天才ですわ。この方法を『天才アンナ式ワカサギ釣り術』として後世に語り継いでいきますわ」

「恥ずかしいからやめて」

「謙虚ですわ～～。それではアンナさんの偉業はわたくしたちの胸にソッとしまっておくことにして……えいっ、凍るがいいですわ！」

　シャーロットは真下の水に向かって魔力を放つ。

　瞬間、放射状に氷が広がっていき、教室一つ分ほどの面積になった。

「このくらいの大きさなら湖全体には影響がありませんし、広々としていて快適ですわ」

「ナイスです、シャーロットさん。でも広さはいいとして、厚さは大丈夫ですか？　乗った途端、バリンと割れたら風邪かぜを引いちゃいますよ」

「大丈夫ですわ。ちゃんと調整しましたわ」

「本当ですか？　そんなに自信たっぷりなら、まずシャーロットさんが乗ってくださいよ」

「ローラさん、わたくしを信じていませんの!?」

　シャーロットは悲痛な叫びを上げる。

　が。

「シャーロットが作った氷の船なんだから、シャーロットが責任を持って確かめるべき。さあ、乗った乗った」

　アンナも信じていないらしく、真剣な顔で促した。

「うぅ……分かりましたわ！　そんなに言うなら、このシャーロット・ガザードの実力を証明して見せますわ！」

　シャーロットは大げさに言ってから、氷の上に降りていく。

　その様子を、ローラとアンナは固唾かたずを飲んで見つめた。

　色々と言ってみたが、おそらく氷は割れないだろう。

　だが、万が一ということもある。

　そのときはシャーロットが真冬の湖でずぶ濡ぬれになってしまうので、急いで引き上げ、暖炉のある部屋まで持っていかねばならない。

　シャーロットのつま先が、氷に触れる。

「「ごくり……」」

　そして、かかとまでが降ろされ、飛行魔法が解除された。

　今やシャーロットの全体重が氷の船に乗っている。

　それでも割れなかった。

「やりましたわ！　わたくしはやり遂げたのですわ！　どうですローラさん、アンナさん。わたくしの勝利ですわ！」

　シャーロットは嬉うれしそうにピョンピョン跳びはねた。

　そして着地に失敗し、つるんと滑って尻餅しりもちをついてしまう。

　ドスンとかなり勢いよく落ちた。

　シャーロットの顔に恐怖が浮かぶ。

　ローラとアンナも息が止まる思いだった。

　しかし、それでも氷は無事だった。

「割れませんわ～～」

　シャーロットはにっこり。

　ローラとアンナはホッと息を吐つく。

「ふぅ……脅おどかさないでくださいよ、シャーロットさん」

「無事でよかったよかった。これだけやっても割れないなら、皆で乗っても大丈夫」

「ぴー」

　ローラたちは安心して氷の上に降り立った。

　アンナが剣で氷を円柱状にくりぬく。

　そして釣り針にエサをつけて、三人で糸をたらした。

「ぴーぴー」

　ハクは興味深そうに氷に開いた穴を見つめる。

「ハク。落ちたら危ないので、穴にはあんまり近づかないでください」

「ぴぃ」

「暇なのは分かりますが……ハク用の釣り竿がないので……しばらく我慢してください」

　ローラはハクの頭を撫なでる。するとハクは気持ちよさそうに目を閉じたのだが。


「グォォォォォォォォンッ！」



「うわっ！　釣り竿がないからって、そんなモンスターみたいなうなり声を出さなくてもいいじゃないですか！　というか、どこからそんな声を出したんです……？」

「ぴぃ？」

　しかしハクはいつものように可愛かわいい声で首を傾かしげるだけ。

　はて。

　では今のうなり声はなんだったんだろう。

「違いますわ、ローラさん！　ハクの鳴き声ではなく──」

「本物のドラゴン！」

　シャーロットとアンナが目を丸くしながら、遠くの空を見つめていた。

　ローラもそちらに視線を向けると、本当にドラゴンがいた。

　真まっ赤かな血のような色をしたドラゴン。

　それが三匹も。

　空の向こうからこちらに飛んで来るではないか。

「わわわっ！　本物です！　ドラゴンって珍しいモンスターなんですよね!?　それがどうして三匹も一緒に？　凄すごい！」

「よ、ようやく生で見ることができましたわ……あれを一人で倒せばＡランク冒険者……燃えてきましたわ！」

「え、ちょっと……どうして二人とも喜んでるの……？　あんなのに襲われたら、勝てたとしても町が大変なことになると思うんだけど……」

　興奮しながらドラゴンを見上げていたローラとシャーロットは、アンナの言葉で我に返る。


「わぁぁぁっ大変です！　この町に来る前に倒さないと！」



　ドラゴンと戦ったら校則違反になってしまう。

　だが、そんなことを言っている場合ではない。

「もう遅いかも……」

　ドラゴンは高度を下げてくる。

　標的はミーレベルンの町か──と思いきや、少し違った。

　確かにミーレベルン湖の湖畔に降りたが、町ではなく、さっきローラとシャーロットが戦っていた場所に降りていった。

「ああっ、私とハクが作った雪だるまが壊されちゃいます！」

「何でドラゴンはあんなところに行ったんだろう……」

「わたくしとローラさんがさっき戦ったので、その魔力の気配に引き寄せられたのかもしれませんわ」

「と、とにかく、ドラゴンが町に直接来なかったのは不幸中の幸いです。今のうちにやっつけましょう！」

　ローラたちは釣り竿をその場に置き、ドラゴンに向かって飛んでいった。

　ほんの数秒で到着したのだが、すでに雪だるまは蹴け飛ばされ、無残な姿になっていた。

「ああ、何てことを……」

　間近で見たドラゴンは、確かにハクに似ていた。

　しかし、顔つきがまるで違う。ハクのような愛らしさはなく、相手を威圧することしか考えていないかのような凶暴な目をしている。

　そして大きい。

　頭の位置は確実にローラの実家の屋根よりも高い。尻尾しつぽまで含めた全長や、翼を広げたときの面積はどれほどになるのだろう。

「雪だるまの恨みです。ハク、やっておしまい！」


「ぴぃぃぃ！」



　ローラの頭の上にいたハクが、口からオレンジ色の光線を吐いた。

　それは岩や鉄すら切断してしまう威力を持っている。

　が。


「グォォォォォン！」



　ドラゴンの一匹が地を揺らすほどの咆哮を上げた。

　それとともに、ドラゴンの前方に魔力の障壁──防御結界が発生した。

　ハクの光線はそれに阻まれ防がれてしまう。

「ぴぃ!?」

「なんと。そういえばリヴァイアサンも氷魔法を使っていましたね……ドラゴン系は大きいだけでなく魔法を使えるとは、流石さすがは最強のモンスターと呼ばれるだけあります」

「じゃあ、古代文明の魔法剣ならどう？」

「アンナさん、わたくし、同時攻撃させていただきますわ」

　アンナは二本の魔法剣を手に持ち、そこから魔力を吸い上げた。

　剣士である彼女自身が有している魔力は正直、大した量ではない。

　だが雷の魔法剣ケラウノスと風の魔法剣アネモイの中には底知れぬ魔力が眠っており、アンナはそれをまるで自分のもののように操あやつることができる。

　特に雷と風の魔法に関しては、魔法剣たちの補助のおかげで、一流魔法使いと遜色そんしよくない威力で撃つことが可能だ。

　まず右手に持った風の魔法剣アネモイの刃から竜巻が放たれ、ドラゴンの一匹に向かって伸びていく。

　と、ほぼ同時に、右手の雷の魔法剣ケラウノスから眩まばゆい閃光せんこうが放たれた。それは高エネルギーを秘めた稲妻だった。稲妻は竜巻に沿って進み、ドラゴンに襲いかかる。

「光よ。我が魔力を捧げる。ゆえに契約。敵を粉砕せよ──」

　アンナが魔法剣で攻撃している最中、その隣でシャーロットは呪文じゆもんを詠唱していた。

　彼女の手のひらから光の槍やりが放たれ、アンナに負けじとドラゴンを強襲する。

　二人の同時攻撃により、ドラゴンの防御結界は貫かれた。

　素晴らしい威力だ。

　シャーロットとアンナが力を合わせれば、Ａランク冒険者に匹敵ひつてきする実力があるのだ──とローラは感心したのだが。

　攻撃が直撃し、爆発が起き、煙が晴れたあと……ドラゴンは健在だった。

　もちろん無傷というわけではない。

　攻撃が当たった首の部分はウロコが剝はがれ、肉が露出し、血が流れている。

　しかし、逆にいえばそれだけ。

　ギルドレア冒険者学園で屈指の実力を持つ二人の同時攻撃を受けても、ドラゴンは表面が傷ついただけだったのである。

「そ、そんな……わたくしたちの攻撃が通用しませんの……？」

「かなり強くなったつもりだったのに……」

　二人はショックを隠せない。

　ローラだって、自分のことではないのに驚いていた。

　実のところ、いくらドラゴンが強いといっても、シャーロットとアンナなら一人でも倒せるのでは、なんて考えていた。

　甘かった。

　最強のモンスターの称号は伊達だてではない。


「「「グォォォォォンッッッ！」」」



　今度はドラゴンが三匹同時に吠えた。

　その口内に、膨大な魔力が集中する。

　来る。

　今のシャーロットとアンナですら勝てない最強モンスターの攻撃が、一気に三発。

「私が迎撃します！」

　ローラは眼前に三つの光球を作り出した。

　色は白に近い水色。

　大きさはメロン程度しかないが、それぞれ一つ一つに学園を氷で覆い尽くせるだけの魔力が詰まっている。

　ドラゴンの口から真紅の光線が伸びる。

　全く同時にローラは光球を発射。

　空中で激突し、全てが完全消滅。

「相殺そうさいですわ！」

「やっぱりローラは凄い……」

　えっへん、と威張りたいところだが、そうもしていられない。

　学園を氷で覆い尽く光球と相殺したということは、ドラゴンの光線はつまり学園を焼き尽くすだけの火力を持っているのだ。

　そんな奴やつが三匹も町の近くにいては困る。早く倒さないと、流れ弾一発で大惨事だ。

「ハクをお願いします」

　ローラは頭上の神獣をシャーロットに託し、ドラゴンに向かって走った。

　そしてジャンプし、跳び蹴り。

　狙ねらいは先ほどシャーロットとアンナが傷を負わせたドラゴンだ。

　ウロコが剝がれたところに、両足を揃そろえてぶちかます。

　ただの跳び蹴りではない。飛行魔法による加速で音速を超えている。更に足の裏に防御結界を張ったので、硬さも抜群。


「うりゃぁっ！」



　気合いのかけ声で更に加速。

　ローラのキックは見事ドラゴンの首に命中。

　その衝撃でドラゴンは吹っ飛び、ひっくり返って地面に落ちる。

　大きいだけあって、とてつもない轟音ごうおんが響き、地面もかすかに揺れた。

　それだけドラゴンのダメージも大きいはず。

　その証拠に、ビクビクと痙攣けいれんしていた。

「どんなもんです！」

　ローラはグッとガッツポーズを作った。

　無論、まだ二匹残っている。

　油断は禁物──。




「甘いぞローラ！」

「この程度じゃドラゴンは死なないわよ！」




　そのとき両親の声が聞こえてきた。

　そしてローラが蹴飛ばしたドラゴンから激しく血が噴き出した。

　ブルーノの大剣が喉のど元を切り裂き、ドーラの槍が心臓を貫いていたのだ。

「お父さん、お母さん！　来たんだ！」

「当たり前だろう。自分の住んでる町の近くにドラゴンが出たのに指をくわえて見ていたら、Ａランク冒険者失格だぞ」

「むしろ、あなたたちこそ来てたのって感じよ。Ｃランク以上のモンスターと戦うのは校則違反じゃなかったかしら？」

「そ、それは……正当防衛だよ！」

　ローラは苦し紛れに言い訳してみた。

　すると以外にも両親は頷うなずいてくれた。

「そうねぇ。こんな近くにドラゴンが出てきたら、戦うしかないわよね」

「ぼんやりしていたら殺されるからな。正当防衛だ。うむ」

「そっかぁ……本当に正当防衛なんだ」

　ローラはしみじみと頷く。

　三学期からはモンスターと遭遇したら、全て「正当防衛」だと言って倒すことにしよう。

　これならエミリアも怒らないはずだ。

「ローラ。騙だまされちゃ駄目だよ。普通はドラゴンが出てきたら逃げるから。自分から近づいて正当防衛は変だよ」

「アンナさん……そんな夢のないこと言わないでください……」

「正当防衛に夢を見たらエミリア先生に怒られる回数が倍になるよ。本当は高ランクモンスターがいる場所に近づくのが間違ってるんだから……」

　アンナの言うことはとても正論だった。

　というかエミリアの説教と同じ内容だった。

　だが今日に限ってはドラゴンのほうからやってきたのであって、ローラたちが生息地に近づいたのではない。

　正当防衛はギリギリ成立するはずだ。

「さてと。さっさと片付けるとするか、母さん」

「そうね。ドラゴンの死体が三匹あれば、町中がドラゴン食べ放題ね。うふふ……」

「私も一匹たおすー」

　ブルーノ、ドーラ、そしてローラの家族三人は、仲良く並んでドラゴンたちを見上げる。

　すると、二匹のドラゴンは羽ばたき、空へと逃げてしまった。

　勝ち目がないと悟ったらしい。

「あらあら、逃がさないわよ！」

　ドーラの体から魔力が溢れ出す。

『気合いの本気モード』だ。

　彼女も夫と同じく、気合いを入れれば強くなると長年信じていた。が、もちろん実際は強化魔法である。

　その気合いの本気モードで強化されたドーラの脚力は、逃げるドラゴンのところまで彼女の体を運んだ。

　のみならず、突き出された槍が、翼を貫き大穴を開ける。

「ナイスだ、母さん！」

　続いて、同じように本気モードでジャンプしたブルーノが、反対側の翼を斬り落とした。

「グォォォン！」

　ドラゴンは悲痛な声を上げながら落下していく。

　それを追撃するため、ブルーノとドーラは空中を蹴り、地面に向かって加速し追いかけた。

　夫婦の刺突しとつが同時にドラゴンの胴体に突き刺さり、一瞬で貫通。

　内臓をズタズタにされたドラゴンは、断末魔だんまつますら上げず、地面に落ちる前に空中で絶命したようだ。

　そしてブルーノとドーラは、ドラゴンの死体よりも先に地上に降りて、再度ジャンプし残る一匹を仕留めようとする。

　しかし、そのときすでに、ローラはドラゴンの頭上を取っていた。

「光よ。我が魔力を喰くらえ。集え、従え、平伏せよ。敵を焼き尽くせ。欠片かけら残さず紅蓮ぐれんの炎で蹂躙じゆうりんせよ──」

　ローラは無意識で呪文じゆもんを紡つむぐ。それにより集中力が増し、魔法の威力が上がる。

　ドラゴンの口から炎が吹き出した。

　それはドラゴンの意思によるものではない。ローラの魔法で体内から燃えているのだ。

　やがてウロコが剝がれ落ち、そこからも炎が現われる。

　全身が次々と炭化し、ボロボロと崩れ、細かい破片となって燃えながら落ちていく。

　それがドラゴンの死体だと、誰も認識できないだろう。

　ただの黒い欠片だ。

「やったー！　ついにドラゴンを倒しました。これで私はＡランク冒険者です！」

　ローラは喜びのあまり腕をブンブン振り回しながら皆のところに降りていく。

「悔しいですわ。わたくしとアンナさんが二人がかりでもウロコを剝がすのがやっとだったのに、ローラさんは一撃で文字どおり消し炭にしてしまいましたわ」

　シャーロットは本当に悔しそうに歯ぎしりしながら、抱きかかえていたハクをローラの頭の上に乗せてくれた。親切な人である。

「分かっていたことだけど、ローラとの差は大きい。追いつくためにもっと頑張らなきゃ」

　アンナも少しムッとした顔で悔しがっている。

　普通の人には、いつもと変わらない無表情に見えるだろうが、これでも不機嫌な表情なのだ。

「いやぁ、一足先にＡランクになっちゃって悪いですねぇ」

　ローラは調子に乗ってみることにした。

　なにせ超一流冒険者の証あかしであるＡランクになる条件を満たしたのだ。

　ここで調子に乗らずして、いつ乗るのだ。

「待って、ローラ。あなたが倒したドラゴンは跡形もないわよ。ギルドにどうやって証明するつもり？」

　と、ドーラがツッコんできた。

「……え。証明しなきゃ駄目なの？」

「そりゃそうよ。自分が倒したドラゴンの死体をギルドの職員に見てもらわなきゃ駄目よ」

「ええ……そうと分かってたら別の魔法で倒したのに……ねえ、そっちの二匹を私が倒したことにしちゃ駄目？」

「駄目です。こっちは私とお父さんの実績です。それにローラ。Ａランクになったらエミリア先生に怒られるんじゃないの？」

「う……それは……」

　Ａランク冒険者にはなりたい。

　だが、それはつまり校則を破ってドラゴンと戦った証拠になる。

　正当防衛だと訴えようにも、状況が状況だ。

　ブルーノとドーラに任せておけばローラが戦う必要はなかったはずだ──と追求されたら「はい、そうです」と答えるしかない。そして答えた瞬間、もの凄く長い説教が始まるのは目に見えている。

「……じゃあＡランクになるのは我慢する」

「そうしなさい。卒業してからでいいでしょ。ローラなら、なろうと思えばいつでもＡランクになれるんだから」

　ドーラはローラの頭を撫でて慰めてくれた。

「わたくしも卒業するまでにはドラゴンを一人で倒せるようになって見せますわ。いえ、二年生になる前にそうなって見せますわ！」

「私も。自分の攻撃力がまだまだだと今日、自覚した。頑張る」

　シャーロットとアンナは拳こぶしを握りしめて決意表明していた。

　その二人の頭もドーラは撫で回した。

「ぴー」

「はい。ハクちゃんも撫でてあげるわね」

「ぴぃ」

　ハクは嬉しそうだ。

「母さん。俺おれも俺も」

「はいはい……って、子供たちの前で何甘えてるのよ。お父さんはドラゴンを町まで運んでちょうだい」

「母さんが冷たい……撫でてくれたっていいじゃないか……恥ずかしがることないだろ……」

　ブルーノはぶつぶつ言いながら、二匹のうち片方のドラゴンの尻尾を持ち、引きずって町まで運びはじめた。

　もの凄い怪力だ。

　きっと、このくらいでなければ、ドラゴンのウロコを剣で斬り裂けないのだ。

　父親一人に任せるのはかわいそうなので、ローラも残った一匹の尻尾を持ち、ズルズル引きずることにした。

「おお、ローラ、手伝ってくれるのか。ありがとう！」

「だって、二人でやったほうが早く終わるでしょ」

「あらローラ。それじゃまるでお母さんが悪者みたいじゃない。仕方ないから、私も一緒に引っ張ってあげるわ」

　と言ってドーラはブルーノを手伝いはじめた。

「では、わたくしはローラさんをお手伝いいたしますわぁ」

「私も私も」

　シャーロットとアンナがローラの後ろに並んで、ドラゴンの尻尾を引っ張ってくれた。

「ぴー」

　ハクもパタパタ飛びながら引っ張った。

　あまり力を感じないが、とても可愛いのでＯＫだ。

　そうやって皆で協力してドラゴンの死体を町まで運んでいくと、すでに住民たちが大勢集まってザワザワしていた。

「ああ、ブルーノにドーラ。もうドラゴンをやっつけてくれたんだな。よかった……三匹も飛んでくるのが見えたときは、もうお終しまいかと思ったよ。死体は二匹しかないようだが、もう一匹は？」

　身なりのいい白髪の老人が尋ねてきた。

　この人はミーレベルンの町の領主だ。

　町の真ん中にお屋敷を持っている。

　ローラは昔、領主の屋敷を見て「こんな大きな家、きっと他ほかにはないだろう」と思ったものだが、王都に行ったらもっと大きな屋敷が沢山あった。世界は広いものである。

　その屋敷をローラが指をくわえて眺めていたら、領主は怒るどころか、ポケットから飴玉を出してくれた。とてもいい人なのだ。

　飴玉ではなくオムレツならもっとよかったが、ポケットからオムレツを出したらいい人というより変な人になってしまうので、やはり飴玉が一番だ。

「もう一匹は完全に燃やしちまったから、死体は残っていませんぜ。まあ、この町なら二匹分あれば十分じゃないですか？」

　ブルーノは領主に答える。

「そりゃ十分だよ。むしろ多いくらいだ。解体するのが大変だなぁ」

「喉元を斬ったり、腹に穴を開けたりしたから、血抜きは終わってる。あとはゆっくりやればいい。真冬だから腐りませんからな」

「うむ。いやぁ、死ぬ前にドラゴンをもう一度食べたいと思っていたが、まさか二匹まるごと手に入るとは。ドラゴンのホルモン焼きの味を思い出しただけで……じゅるり」

　領主はヨダレを拭ぬぐった。

　それを見ていたらローラも食欲を刺激され、じゅるりとヨダレを拭った。

「わたくし、牛や豚のホルモンは食べたことありますが、ドラゴンのホルモンなんて聞いたこともありませんわ！　じゅるり！」

「美味おいしそう……好奇心が刺激される。そう、これは冒険者としての未知への好奇心。決してよこしまな食欲ではない。じゅるり」

「ぴー」

　じゅるりじゅるりしているローラたちを、ドーラが「あらあら」と微笑ほほえましそうに見つめていた。

　そんな平和な時間を打ち砕くように、空から『圧』が迫ってきた。

　それは耳や皮膚で感じ取ったのではない。心に直接響いてくるような、不気味な気配だ。

　全員が一斉に空を見上げる。

　白い雲を貫いて、真っ赤な火の玉が現われた。

　一瞬で視界から消え、山の向こう側に落ちていく。

「え……何だ今の……隕石いんせきか？」

　誰かがポツリと呟つぶやいた。

　隕石。なるほど。空から落ちてきたのだから、そう考えるのが自然だ。

　だが、あのおぞましいほどの『圧』はなんだったんだろう。

　かつて遠足で大賢者と戦ったときや、王都で吸血鬼と向き合ったときですら、ここまでの威圧感はなかった。

「……落ちた場所に行ってみましょう！」

「そうですわ！　確かめに行くしかありませんわ！」

「気になってドラゴンの肉も喉を通らなそう」

「ぴ！」

　ローラたちは山の向こうへ飛んでいこうとする。

　が。

「待ちなさい、あなたたち！　さっきの気配、ただ事じゃないわ。行っては駄目よ！」

　ドーラは珍しく、強い口調で言った。

　続いてブルーノも。

「そうだぞ。お前らが強いのは分かっている。しかし、そういう問題じゃない。まずは父さんと母さんが様子を見に行く。いいな？」

　ローラは両親がここまで真剣な顔になるのを久しぶりに見た。

　そこまで言われてしまっては、従うしかない──。

　と、親の言うことを大人しく聞こうとしたのだが。

　山の向こう側から、無数の赤い影が空に飛び出した。

　数は何百……いや千を超えているだろう。

　あの山は歩いて行ったら何日もかかるほど遠いが、それでも何が飛んでいるのかミーレベルンの町からでも分かった。分かってしまうほど大きかった。

　ドラゴンだ。

　千を超えるドラゴンが飛んでいるのだ。

「ごめん、お父さん、お母さん、やっぱり行く！　私が今すぐ行かなきゃ、取り返しのつかないことになるかもしれない！」

　あの山の向こうで、どんなことが起きているのか。それは分からない。

　しかし無数のドラゴンが現われたのだけは事実。

　もしドラゴンたちが周囲の町や村を襲ったら……どれほどの被害が出るのか想像するのも嫌だ。

　ブルーノとドーラは空を飛ぶことができない。

　並の冒険者よりは遙はるかに速く走ることができるが、やはり空を飛ぶローラのほうが速い。

　何よりも、ローラの強さは両親二人を合わせたよりも上なのだ。

　あの数のドラゴンに対抗できるのは、世界中を探しても自分と大賢者だけのはず。

　きっと大賢者も異変を察知しているだろう。王都から飛んでくるに違いない。

　自分と大賢者の二人で、山の向こうで起きた『何か』を解決する。

　そう決めたローラは、両親の制止を振り切り、高速で離陸した。

「ぴー」

「あ、ハクを頭に乗せたままでした！　どうしましょう！」

「ぴぃ」

「まあ……私の頭の上にずっといれば大丈夫だと思います。それにハクは最近、口から出す光線が強くなってきていますからね。一緒に戦いましょう！」

「ぴ！」

　不安がないわけではないが、離れるなと言えばハクは絶対にローラの頭から離れない。

　つまりローラは自分に飛んでくる攻撃を全て回避していれば、自動的にハクを守ることに繫つながる。

　むしろ問題なのは──。

「ローラさん、待ってくださいましぃ！」

「私たちも戦う」

　シャーロットとアンナが追いかけてきたことだ。

「二人は来ちゃ駄目ですよ！」

「どうしてですの!?　先ほどは誘ってくださったのに！」

　シャーロットは眉まゆをつり上げて大声で言う。

「そのときは沢山のドラゴンがいなかったからです！　あんなドラゴンの群れに突っ込んだら死んじゃいますよ！」

「だからってローラを一人で行かせるわけにはいかない」

　アンナもまた怒っている様子だ。

「私にはハクがいるので大丈夫です！」

「ぴ！」

「そんな理屈は通りませんわ。今起きている現象は過去に類を見ないものですわ。少なくとも歴史の教科書には載っていませんわ。いくらローラさんがお強いと言っても、絶対に大丈夫という保証はありませんわ！」

「そう。危険なのは私たちだけでなく、ローラも一緒。私たちが駄目でローラが大丈夫ということはない」

　二人ともしつこく食い下がってくる。

「いやいや……失礼ですが、私はシャーロットさんとアンナさんよりずっと強いですから！　そこは動かしがたい事実ですからね！」

「私たちより強いからって、何の保証にもならないよ。私たちに帰れというなら、ローラも帰るべき」

「ですわ！　ですわ！　このまま皆で行くか、皆で帰るか、二つに一つですわ！」

「ぐぬぅ……説得が難しいです……」

　ローラは空を飛びながら頭を抱える。

　どうも言葉では二人とも納得しないようだ。

　こうなったら現地に行ってから考えよう。

　いざとなったら二人を次元倉庫にしまえばいいのだし。





※






　懐中時計から現われた少女、アルピナ・アサイル。

　彼女は空から厄災が墜おちてくると語った。

　場所すらも詳細に。

「それはボクたちの文明が生み出してしまった最強最悪のモンスター。ドラゴンを超えるドラゴン。その名はパニッシャーだ」

　今この時代の人間が古代文明と呼ぶ文明。

　一万年以上もの昔。

　世界は二つの大国に分かれて争っていたという。

　一つはアルピナを生み出した、アルシェ共和国。

　もう一つは、バルテルード帝国。

　どちらも多数の魔法使いを育て上げ、強力なモンスターを作り出し、ひたすらに消耗し合うという退廃的な戦いを何十年も続けていた。

　共倒れになる未来が目の前に迫っているのに、やめ時を見失っていた。

　そしてついに、バルテルード帝国が最後の一線を越えてしまう。

　ドラゴンよりも強いモンスター。ドラゴンを超えるドラゴン。

　双頭の竜。パニッシャー。

　通常のドラゴンとは比べものにならないほど巨大で、ウロコは分厚く硬い。仮にそのウロコを切り裂き、あるいは焼き焦こがしたとしても、瞬く間に再生してしまう能力を持っている。次元倉庫に閉じ込めようとしても、その発動を阻害する結界を常に身にまとっている。

　パニッシャーが歩き回るだけで町は滅ぶ。

　口から光線を吐けば、山の形が変わった。

　そして何よりも恐ろしいのは、パニッシャーはドラゴンを生み出せるということだ。

　パニッシャー単体でも恐るべき存在なのに、そこに千を超えるドラゴンが加わるのだ。

　しかも、ただ数が多いだけでなく、パニッシャーによって統治され、秩序だった戦列となって行動する。

　もはや大群というより大軍。

　誇張抜きに、世界を焼き尽くすだけの力を持っていた。

「パニッシャーは強すぎた。あまりにも強すぎて、作ったバルテルード帝国ですら制御できないほどだった。自分たちが作ったモンスターに蹂躙されて、帝国は滅びかけたんだ。笑えるだろ？　まあ、そのあとボクらのアルシェ共和国だって滅びかけたから全く笑えないんだけどね」

　だが、アルシェ共和国もまた、パニッシャーに匹敵する戦力を有していた。

　それがアルピナ・アサイルたち。遺伝子操作によって人工的に作られた、十人の戦闘用魔法使い。

　彼女ら十人はパニッシャーに戦いを挑いどみ、相手の再生速度を上回る火力を叩たたき込んだ。

　パニッシャーの二本の首を切り落とし、再生する前に火炎を撃ち込む。皮膚をえぐり取り、再生する前に稲妻を放つ。

　炎。風。地。水。雷。光。闇やみ。重力──ありとあらゆる攻撃魔法で以もつて、パニッシャーの心臓を破壊することに成功した。

　そのとき、十人いた戦闘用魔法使いは、アルピナ一人しか残っていなかった。

　心臓を失ったパニッシャーは、一時的に再生速度が極端に落ちた。

　その隙すきを突いて、アルピナはパニッシャーの肉体と魂たましいを分離。

　魂を封印術式に閉じ込め、空の彼方へと打ち上げた。

　雲の上より更に上。宇宙と呼ばれる場所。月よりもなお遠いところまで発射した。

　そのままパニッシャーの魂は、宇宙をどこまでも飛んでいき、二度と帰ってこない……アルピナはそう思っていた。

　しかし。

　魂を失い、死んだはずのパニッシャーの肉体は、ゆっくりとだが再生を始めていた。

　無論、魂がなければ完全に再生したとしても、それは肉の塊かたまり。

　動くとは思えない。

　とはいえ、死んだ肉体が再生するという常識外れの現象を引き起こしたのだ。

　ならば、宇宙を漂う魂が自力で帰ってくることもあり得るのではないか？

　常識では考えられない。だからこそパニッシャーなら、やりかねない。

　そこでアルピナは自分の意識と魔力の一部を、未来のために残すことにした。

　魂を二つに割って、片方を懐中時計に入れる。

　懐中時計には、その時々で最も強い魔法使いの持ち物になるよう、運命操作の術式が刻まれている。

　そして、魔法使いが自然に放出している魔力を少しずつ吸い取り、懐中時計の中に魔力を蓄積していく。

　いつかパニッシャーが復活する日に備えて。

「ボクが説明できるのはここまでさ。このあと本物のボクがどんな人生を送ったのか。ボロボロになったアルシェ共和国とバルテルード帝国の戦いがどういう結末を迎えたのかまでは知らない。でも、ボクがこうしてコピーされてからどれだけの時が流れたのかは知っているよ。なにせ懐中時計の中にいたからね。一万一四二五年と六十三日……いやはや、ボクは昼寝が趣味だけど、ちょっと眠りすぎだ。まあ、目覚めは悪くないけれどね」

　昼寝が趣味というところに、大賢者は深い共感を覚えた。

「昼寝が趣味で外見が似ているとなると、こやつ、大賢者の先祖かもしれんぞ」

　隣で話を聞いていた女王陛下が、真面目まじめな顔で指摘してきた。

「そうねぇ……なんだか他人の気がしないわ。でも、一万年以上も昔の人の遺伝子が、そんなに強く残るものかしら？　私の両親は普通の人間だったけれど……」

「さてね。ボクには子供を産んだ記憶はないけど。ボクのオリジナルが子供を産んだとしたら、一万年かけてあちこちに広まっただろうね。キミはその一人かも知れない。先祖返りというやつさ」

　アルピナはしたり顔で仮説を語る。

　そう、あくまで仮説だ。それが正しいか確かめるすべは、今のところない。

　しかし、そうだと考えると、納得がいく。

　大賢者の両親は魔法使いでも冒険者でもない、ごく普通の農民だった。

　銀髪でもなかった。

　なのに大賢者が銀髪なのは、遠い昔の先祖の血が、隔世遺伝で蘇よみがえったからなのかもしれない。

　それに大賢者以前にも、突然変異的な強さをもった魔法使いがいたという記録がある。

　彼ら彼女らは全員、銀髪だったと言われている。

「さてさて。そろそろパニッシャーの肉体が眠る場所に行こうか。魂はそこに墜ちてくる。今まさに墜ちてきているのをボクは感じ取っている」

「今？　私は何も感じないけど……？」

「無理もないね。まだかなり遠くだから。ボクはアレを知っているから探知できるんだ。もう少し近づけば、キミだって感じ取れるはずさ」

　大賢者はアルピナに誘われるがまま、空を飛んでパニッシャーの肉体とやらの場所に向かった。

　冷たい冬の空を進みながら、大賢者は考える。

　実のところ、まだ半信半疑だ。

　アルピナが古代文明の人間だというのは信じられる。

　かつてパニッシャーというモンスターと戦ったというのも理解できる。

　だが、それが一万年以上の時を超えて現代に復活すると言われてもピンとこない。

　今のところ、世界はこんなに穏やかなのだから。

　彼女の不安は杞憂きゆうだったのではないだろうか。

　そう大賢者は疑っていたのだが──。

「おやおや？　ドラゴンがこっちに向かってくるね」

　アルピナが呟いたとおり、前方から赤いドラゴンが飛んでくる。

　珍しい。

　王都の近くにドラゴンが現われたのは何年ぶりだったか。それを倒してエミリアはＡランクに昇格したのだ。

　ドラゴンは口から赤い光線を吐き、こちらを攻撃してきた。

　大賢者は防御結界でそれを防ごうとしたが、それよりわずかに速くアルピナが動く。

「反射リフレクト」

　その瞬間、光線がグニャリと歪ゆがんでドラゴンへと返っていった。

　ドラゴンは自分自身の光線で喉元を貫かれ、絶命し落下していく。

「おっと。キミが防ごうとしていたのに、邪魔しちゃったみたいだね」

　アルピナはニヤリと犬歯を見せながら笑った。

「……いいえ。こういうのは早い者勝ちよ」

　と、大賢者は平静を装って答える。

　しかし内心は驚きで満ちていた。

　たんに魔法の発動速度で負けただけではない。

　大賢者がやろうとしていたのはただの防御結界。アルピナはより高度な反射だ。

　自分よりも難しい魔法を先に発動させる人間。

　そんな相手、大賢者は生まれて初めて出会った。

　もちろん、それだけで魔法使いとしての実力の全てを測れるわけではない。大賢者よりもアルピナのほうが強いということにはならない。

　それでも──悔しかった。

　ああ、これが悔しいということなのかと、三百年近く生きてきて初めて味わった。

「どうしたんだい、カルロッテ？　不機嫌そうになったと思ったら急に自嘲じちよう気味に笑ったりして。もしかして、魔法で出し抜かれたのは初めてかい？」

「……ええ、そうね。あなたが私の御先祖様なんだと実感してしまったわ」

「ははは。だからって年寄り扱いしないでくれよ。懐中時計に人格をコピーしたときは十七歳だったから、ボクは主観的には永遠の十七歳なんだ。ところでカルロッテ。この時代はドラゴンが沢山いるのかな？」

「いいえ。ドラゴンの個体数は少ないわ。人里の近くに来るのは稀まれよ」

「だろうね。ドラゴンは強くて大きい代わりに繁殖力が弱いから。なのに出会ってしまった。パニッシャーが帰ってくるタイミングで。それもパニッシャーの肉体が眠っている方角から飛んできた……これはもしかしたら、パニッシャーはすでに活動を始めているのかもしれないよ」

　アルピナは目を細め、真面目な口調で語った。

「どういうこと？　魂はまだ宇宙にいるんでしょう？」

「ボクだって確信があって言ってるわけじゃないさ。けど、相手は魂だから。距離が離れていても、肉体に影響を及ぼすんじゃないかな？」

　どうもアルピナが言っていることは具体性に欠ける。

　いくらドラゴンが珍しいとはいえ、絶対に現われないわけではないのだ。

　素直に考えれば、遭遇したのは偶然ということになるのだが。

「……って、何よこの気配は！」

　大賢者は空を見上げた。

　そこには冬の曇り空があった。

　だが、その向こう側。

　雲の上にある青空よりも更に上。

　何かが、いる。

　墜ちてきている。

「ああ、このくらい近づくとキミにも探知できるか。さあ、急ごう。できることなら、肉体と融合する前に再封印して宇宙に送り返したい」

「ねえアルピナ。封印とか宇宙に送るとかじゃなく、完全に消滅させることはできないの？」

「うん。できない。やれるならやっている。魂が大きすぎて、ボクらの力では壊せなかった。肉体のほうだってどんなに攻撃しても、ゆっくりと再生してしまった。だからキミとボクとで再封印するんだよ」

　はたして、それでいいのかと大賢者は疑問を覚えた。

　たんに問題を先送りにしているだけだ。

　同じ方法で封印したって、きっとまた一万年経たったらパニッシャーが帰ってきてしまう。

　何とかして完全に倒せないのか。

　大賢者は強い。そのことに確固たる自負がある。そしてアルピナは大賢者に匹敵……あるいは凌駕りようがする力を持っている。

　その二人が力を合わせても倒しきれないモンスターなど、本当に存在するのか。

「ほら。あそこだよ。バラバラにして埋めたんだけどね。やっぱり再生しちゃってるみたいだ」

　アルピナは大きな山脈の向こう側を指さした。

　そこは盆地になっている。

　なぜだか農作物が育たないので、昔から人が住み着くことがなく、忘れ去られた土地になっていた。

　その地面から、蛇へびのような黄金色の物体が二本、空に向かって伸びていた。


「あれがパニッシャー……？」



「そう。まだ首しか姿を現していないけど、土の下には胴体が埋まっているはずさ。なかなか大きいだろ？」

　大賢者は無言で頷く。

　──大きい。

　ああ、確かに。見えている首だけでも、ちょっとした山ほどの高さまで伸びている。

　胴体まで出てきたら、一体、どれほどの迫力だろう。想像もできない。

　そして放っている魔力。

　大きい──というか、でたらめだ。

　何か魔法を使っているわけでもないのに、パニッシャーの周りが陽炎かげろうのように歪んで見える。

「言っておくけど、奴はまだ全然、本調子じゃないんだ。魂があれと融合したら、こんなものじゃないんだぜ」

　と、アルピナは言う。わずかに声が震えていた。懐中時計から出てきてからずっと飄々ひようひようとしていたくせに、頰ほおに汗を滲にじませている。

　また二本の首だけでなく、通常のドラゴンが何匹か、地面から這はい出していた。

　やはりアルピナが言っていたように、さっき遭遇したドラゴンはパニッシャーが生み出したものなのかもしれない。

　すると、すでに他の場所にもドラゴンが飛来している可能性がある。

　大きな被害が出ていないか心配だ。

　丁度よくＡランク冒険者がいてくれたらいいのだが。

「まずは雑魚ざこドラゴンがあちこちに行かないよう、潰つぶしちゃおうか──」

　アルピナが言い終わる前に、大賢者の攻撃魔法が盆地に襲いかかる。

　パリンという音とともに、十数体いたドラゴンが一斉に砕け散る。その破片は光の粒子になって風に融けていく。

「わぁお。なんだい、今の魔法は。あんな広範囲を同時に攻撃するなんて、やるじゃないかカルロッテ！」

　アルピナは目を見開いた。どうやら本気で驚いているようだった。

　大賢者は一矢いつし報いた気分になる。

　だが、喜んでばかりもいられない。

　なにせパニッシャーも標的にしたのに、奴は無傷なのだから。

「あいつ、ちょっと頑丈すぎない？」

「同感だ。けど、キミだって本気じゃなかっただろ？　次は二人がかりで攻撃しよう。ここは盆地だから、攻撃の余波が外に広がるのを最小限に抑えられるよ。ま、盆地というか、前にパニッシャーと戦ったときにできたクレーターなんだけどね」

「戦いでできたクレーターね……私、魔神と戦ったことあるけど、流石にここまで大きなクレーターは作らなかったわ」

「へえ。魔神と戦ったことあるんだ。それは頼もしい。なぁに、似たようなものさ。ただパニッシャーのほうが再生力が高くて、火力も強くて、図体が大きいというだけだよ」

「つまり上位互換ね。勘弁して欲しいわ」

　大賢者はボヤく。

　しかしパニッシャーは勘弁も容赦ようしやもしてくれなかった。

　パニッシャーは二つの口を大きく開き、そこからウロコと同じ黄金色の光線を放った。

　それぞれが大賢者とアルピナへと向かってくる。

　光線には冷や汗をかくほどの魔力がこもっていた。

　それでも、手に負えないというほどでは、ない！

「「反射リフレクト！」」

　大賢者とアルピナは同時に自らの前方に力場りきばを発生させる。

　黄金の光線が激突。

　網膜が焼け付くかという輝きが荒れくるい、膨大な破壊力によって反射の力場が砕けそうになる。生きた心地がしない。

　だが、ギリギリの所で反射に成功。

　二本の光線はパニッシャーへと返っていき、そして大爆発が巻き起こる。

　巨大な火球が生まれパニッシャーの首を両方とも飲み込んだ。

　火球から広がる熱波は盆地にわずかばかり生えていた草木を焼き尽くし、爆風が地形を蹂躙した。

　それらは盆地の縁で跳ね返り、反響して再び中心部に向かっていく。

「やったか──なんて月並みな台詞せりふを言う前に、追撃と行こうじゃないか」

「そうね。この程度でどうにかなるなら、かつてのあなたたちが苦労する必要はなかったでしょうから」

　大賢者とアルピナは目配せをして、いまだ炎が燃えさかる爆心地に向けて、腕を突き出す。

　そして同時に呪文詠唱。

「「光よ。もっとも眩きものよ。我らの魔力を捧げる。ここに集え。全てを貫く刃と化すがいい──」」

　爆心地の真上に、一本の輝く槍が出現した。

　それは二人の魔力を吸って肥大化し、ついには雲の上まで届き、なお伸びて、

「「そして降り注そそげ。敵を断罪せよ──」」

　音もなく槍が落ちた。

　炎の輝きよりも遙かに眩いそれは、直進する先の全てを飲み込みながら、大地へと突き刺さっていく。

　盆地を埋め尽くしていた炎の光も、輝く槍の前では霞かすんでしまう。

　やがて槍は地中へと消えてしまった。

　雲の上まで届く長さの槍だ。

　それに貫かれた以上、二つの首も、地中に埋まっているという胴体も無事では済むまい。

「やったかしら？」

　大賢者は月並みな台詞を吐いてみる。

　やがて爆発が晴れて、荒野になった盆地が見えた。

　そこにパニッシャーの双頭はなかった。

　ただ輝く槍によって貫かれた、底の見えない大穴が地面に開いているだけだ。

「やったかと言って本当にやってしまっているパターンも珍しいじゃないか。まあ、どうせあとで再生しちゃうんだけどね。さて次は……」

　アルピナは空を見上げる。

　そうだ。

　今倒したのはしょせん、魂を持たない肉の塊。

　パニッシャーの本体は、宇宙から墜ちてくる魂のほうなのだ。

　ああ、すぐそこまで迫っている。

　鳥肌が立つほどの威圧感。

　これはきっと、魔法使いでなくても感じ取れるのではないか？

　近くに住んでいる人たちが恐慌状態になっていなければいいのだが。

「来るぜ、来ちゃったぜ……！」

　アルピナが呟いて。

　空を覆っていた雲が切り裂かれた。

　黄金の柱が地面に突き刺さる。

　光が視界を埋め尽くす。

　そして──。

　大賢者がゆっくりと目を開くと、もう黄金の柱は消えていた。

　まるで、今のはただのこけおどしだったと思いたくなるほど、静かな景色だった。

　だが、無論。

　気配は消えない。否いな、強くなっている。

　先ほどアルピナが声を震わせながら「パニッシャーはこんなものじゃない」と言っていた意味を、大賢者はようやく理解しつつあった。

「参ったな……魂が墜ちてきたところで捕まえたかったのに……ブルって動けなかったや」

　アルピナは頰をかきながら自嘲した。

　大賢者は何も言えない。自分も動けなかったからだ。

　そして地の底で、魔力がどこまでもどこまで膨れ上がる。

　大地が震えた。

　空間が震えた。

　アルピナの肩も震えており、誤魔化ごまかすように彼女は引きつった笑いを浮かべ……それを見ている自分も震えていると大賢者は自覚した。

「覚悟はいいかなカルロッテ」

「全然まだよ」

「だけど始まるぜ」

　地面から無数のドラゴンが飛び出した。その数は千を超えている。

　まるで弓兵の大軍が空に向かって火矢を放ったがごとき光景だ。

　もちろん、それらは火矢よりも遙かに剣呑けんのん。赤いドラゴンである。

　見ているとスケール感がおかしくなってしまう。

　やがて千のドラゴンを従える、真の恐怖が姿を見せる。

　黄金竜パニッシャー。

　魂を得た本当の姿。

　地表を砕いて、町がすっぽり収まりそうな大きさの翼を広げる。

　小さな山ならグルリと巻き付いてしまえそうな長さの尻尾が伸びた。

　続いて胴体。

　そこには雲まで届きそうな大きさの双頭が──。

「って、ええ!?　どうして首が三つもあるんだい!?」

　アルピナは信じられないという叫び声を上げる。

　パニッシャーは双頭のドラゴン。

　そう大賢者は彼女から聞いたし、現にさっき戦ったときはそうだった。

　しかし。ああ、しかし。

　何ということだろう。

　今、目の前にいるパニッシャーは、アルピナが知っているものより、首の数が多いのだ。

　一万年以上の時が経ち、更に一度分離した肉体と魂が融合するというイレギュラーが重なって変異したのか？

　原因は分からない。分からないが、今は。

「驚いている場合じゃないわ！　戦うわよ！」

「ああ……うん……そうだよ。ボクは恐怖で身をすくませるために懐中時計で眠っていたわけじゃない。目を覚まさせてくれてありがとう、カルロッテ！」

　アルピナが奮い立つ姿を見て、大賢者も戦意を燃やす。

　まずは数の不利を埋めるとしよう。

「古代文明の金ぴかドラゴンさん。現代の召喚術を味わってみない？」

　大賢者の魔力が周囲に火の粉を散らす。

　それらは大きく成長し、人の形を作っていく。

　ドラゴンにも匹敵する大きさの巨人が完成した。

　炎の精霊である。

　数は敵と同じく、千。

「お征いきなさい」

　大賢者の号令とともに、千の精霊はドラゴンたちに体当たりをしかける。

　触れ合った瞬間、ドラゴンが炭化するほどの爆発が起きる。

　完全な自爆攻撃。

　無論、相手は回避しようとするが、炎の精霊はそれを追跡する。

　瞬く間にドラゴンは全て消えてしまう。

「おおっ！　君は凄いんだなカルロッテ！　攻撃力だけならボクより上かもしれないぜ！」

「御先祖様にそう言っていただけるのは素直に嬉しいわね。でも、私一人に押しつけようとしないでよ」

「そんなことはしないさ。ボクはピチピチの十七歳だからね。元気に働くよ！」

　アルピナはパニッシャーに攻撃魔法を撃つ。

「ピチピチって……」

　古代文明人の言語センスに苦笑しながら、大賢者はアルピナに続いた。

　標的がデカいから、外す心配はない。

　当たった場所から、赤い鮮血が溢あふれる。

　こちらの攻撃は、奴のウロコを貫いているのだ。

　なら、いつかは倒せるはず。

　と、安心したのも束つかの間ま。

　地面に落ちた鮮血が、ぐにゃりと歪んでドラゴンの形になった。

　いや、形だけではなく、羽ばたいて飛翔するではないか。

　いまや血が変化したそれは、液体ではなく固体にしか見えず、普通のドラゴンと何ら見分けがつかない。

「あれだ。ああやってパニッシャーはドラゴンを生むんだ」

「不気味ね……でも、パニッシャーが生み出せるドラゴンは千とか言ってなかった？　その千匹はさっき倒したんだけど？」

「前に戦ったときはそのくらいだったんだけどね……増えちゃったみたいだ。今の上限はどのくらいなんだろう。あはは」

「なるほど。笑うしかない状況ね。まあ、いいわ。ドラゴンが生まれ次第、倒せばいいだけ。パニッシャーが再生しても、それを上回る速度で攻撃すればいい。そして奴の肉体を破壊し尽くしたら、魂を術式に封印して宇宙に打ち上げる。方針はシンプル。やることは何も変わらないわ」

「キミは動じないねぇ……年期が違うって感じだ」

「まあ、もうすぐ三百歳だし」

「わぁお！　凄いおばあちゃんじゃないか！」

「一万歳以上のあなたにおばあちゃんとか言われたくないんですけど？」

「はは、何を言っているんだい。ボクは永遠の十七歳。魔法少女だよ☆」

「え？　古代文明にも魔法少女っていたの？」

「うん？　逆に現代にもいるのかい？　遺伝子操作によって作られた戦闘用魔法使い……ボクらのことをアルシェ共和国の人たちは親しみを込めて『魔法少女』と呼んでいたのさ！　ボクらの活躍を描いた絵本とか出版されてたんだぜ！」

　アルピナは自慢げに語る。

　何という衝撃的な事実だろうか。

　魔法少女の起源は、古代文明にあったのだ。

　どうりでそれっぽい服装だと思った。

　この新たな歴史的発見を公表すべきかで悩み、大賢者はしばらく眠れない夜を過ごすことになりそうだ。昼寝がはかどる。

　いずれにせよ、パニッシャーを倒さなければ、悩むことすらできはしない。

　ゆえに大賢者とアルピナの攻撃は苛烈かれつを極める。

　爆発で盆地が少しずつ広がっていく。

　急激な温度変化で、きっとしばらく異常気象が続くだろう。

　しかしパニッシャーとていつまでもやられっぱなしでいるはずもなく。

　むしろ今までのは様子見だったと言わんばかりに、突如、三つの首から光線を吐いた。

「反射──」

「いえ、無理よ避けなさい！」

　大賢者はアルピナの腕を摑つかんで真横に大きく移動する。

　刹那せつな、元いた空間を三本の光線が通過していった。

　回避には間違いなく成功したのだ。

　だというのに猛烈な〝熱さ〟を感じる。全身に張り巡らした防御結界が削られていく。

「今のが直撃したら私たち、蒸発してたわね……」

「こりゃまいった……前よりも遙かに強くなっている……」

　大賢者とアルピナは薄くなった防御結界を張り直し、パニッシャーと向き合う。

　今の攻撃で本当に削られたのは、防御結界ではなく勇気だ。

　一撃でも喰らえば確実に即死。避けても攻撃が近くを通過するだけでダメージを負う。

　大賢者はかつて魔神とも戦ったが、これほどシビアではなかった。

　自分が大賢者と皆から呼ばれるようになったきっかけの戦い。

　それを超えるスリル。

　恐ろしくて逃げ出したい。

　だが同時に、なぜだか笑みがこぼれてしまう。

　大賢者はその人生において、苦戦することすら稀だった。

　まして敗色濃厚な戦いなど、これでようやく二度目。

「ふふ……楽しいわね。腕が鳴るわ」

「ええ、正気かい!?」

「こういうときに燃えるのが冒険者ってやつなのよ」

「なんだいそりゃ。魔法少女には分からないよ」

　そうだ。

　世界唯一のＳランクだとか、麗うるわしき大賢者だとかおだてられても、カルロッテ・ギルドレアは一人の冒険者に過ぎない。

　少なくともこの瞬間、カルロッテは未知のモンスターに挑むただの冒険者。

「さぁて、仕切り直しよ！」

「頼もしい限りだぜ。ボクも見習うとしようかな！」

　そして戦いは更に激化する。

　おそらくカルロッテとアルピナは、どちらかが世界最強でどちらかがナンバー２だ。

　そんな二人が本気で攻撃魔法を連射する。

　瞬き一つする間に王都が三つ四つ消し飛ぶような火力である。

　なのにパニッシャーは原形をとどめたまま。

　首や翼が千切れたり、内臓が露出するほどの傷を負っても、すぐに再生してしまう。

　流れた血はドラゴンになってしまう。

　じり貧。絶体絶命。勝ち目はまるで見えない。

　しかしカルロッテは絶望しない。

　生まれ持った才能と、培った知識と、積んできた研鑽けんさん。

　それに加えてアルピナという頼もしい仲間がいるのだ。

　負けるはずがない。

　ようは、パニッシャーの魔力と体力が尽き、再生できなくなるまで攻撃し続ければいい。

　その前にこちらの魔力が尽きたら？

　そんな仮定は考えない。

　退路など最初からないのだ。

　全力全開でぶつかるのみ。

「ねえ、あいつの再生速度、遅くなってきた気がしない？」

「だね。ボクらの攻撃、ちゃんと効いてるよ！」

　三つの首が動き回り、光線を撃ちまくってくる。

　カルロッテもアルピナも飛行魔法の制御は円熟の極みに達している。

　いかにパニッシャーの首の動きが速かろうと、光線の尽ことごとくを回避する。

　とはいえ、精神的な余裕はない。

　かすったら、その時点でお終いなのだから。

「あれあれ？　パニッシャーの奴、空を飛ぼうとしていないかい？」

「私たちに空中戦を挑むつもり？　面白おもしろいじゃない」

　今まで地面を四つの足で歩いていたパニッシャーが、ついに翼をはためかせて浮かび上がった。

　──雲まで届く巨体が飛ぶ。

　口にすれば冗談に聞こえるだろうが、実際に目にしても冗談にしか見えなかった。

　だが、流石のパニッシャーも、大きさゆえに素早く飛ぶことはできないようだ。

　音速にすら達していない。

　カルロッテたちからすればあくびが出るような速度。

　何のつもりで離陸したのか……と疑問に思っていたが、その狙いはすぐに分かった。

「この盆地から出るつもりね！」

　カルロッテの叫びは悲鳴に近かった。

　盆地から出たからといって、パニッシャーの攻撃力や防御力が変わるわけではない。

　しかし、カルロッテがこうまで思いっきり戦えているのは、盆地に誰も住んでいないからである。

　もし町や村がある場所にパニッシャーが到達したら……その時点で大惨事だし、カルロッテはもう大規模な攻撃魔法を使えない。

「強い上に頭までいいとか、古代文明はどうしてこんなモンスターを作ったのよ！」

「そう言われても……ボクが生まれた国で作ったんじゃないし」

　それは分かっている。

　むしろアルピナは遠い未来のために自分のコピーを残し、パニッシャーの襲来を教えてくれた恩人だ。

　文句を言うのは筋違いもいいところ。

　それでも言わずにはいられない。

「食い止めるわよ！　重力魔法！」

「了解だ！」

　二人がかりでパニッシャーの真下に、超重力場を発生させる。

　百倍だ。

　巨体だけに、その効き目は抜群。

　パニッシャーは飛んでいられなくなり、クレーターの縁に墜落する。

　そして、ただ落ちただけでなく、百倍になった自重で肉がちぎれ、骨が砕けて飛び出した。

　血液から発生するドラゴンも瞬時に絶命。

　効き目は抜群だ。

　が。

「くぅ……こんな広範囲の重力を操るのは、流石のボクでも辛つらいぜ……」

「町何個分って感じだものね……これを続けたら、私たちが自滅しちゃうわ……」

　この魔法を永遠に続けられるなら、最初からそうしている。

　このままでは、カルロッテとアルピナの魔力が尽きるまで、そう何分もない。

　早く次の一手を考えねば。

　それにしてもパニッシャーは恐ろしい相手だ。

　百倍の重力で潰れながらも再生を続け、そして三つの首を持ち上げて口をこちらに向けようとしている。

　カルロッテとアルピナは重力魔法に集中しているため、まともな回避行動をとれない。

　ゆえに撃たれたら負けてしまう。

「……アルピナ。重力を制御しながら、攻撃魔法を撃てるかしら？」

「おいおい。ボクを誰だと思ってる？　最強の魔法少女、永遠の十七歳様だぜ」

「そうこなくっちゃ！」

　パニッシャーの口がこちらを向いて開かれた。

　その奥に魔力が集まっていく。

　だが、光線が放たれる前に、カルロッテとアルピナが放った光の矢が、パニッシャーの口を貫いた。

　とはいえ、潰したのは二つ。

　パニッシャーの口はあと一つ残っている。

　ああ、味方がもう一人いれば──そう思いつつ、次の攻撃魔法を撃とうとした。

　だが、しかし。

　遅かった。

　カルロッテとアルピナは魔法使いを極めているゆえ、間に合わないと分かる。

　一瞬早くパニッシャーが光線を撃つと分かってしまった。




　駄目だ逃げなきゃ無理だ間に合わない重力魔法を解除して回避を今からじゃ遅い本当に死んじゃう嫌だ死ぬ死ぬ死ぬ死ぬ死ぬ死ぬ死ぬ死ぬ死ぬ死ぬ死ぬ死ぬ死ぬ死ぬ死ぬ死ぬ死ぬ死ぬ死ぬ死ぬ死ぬ死ぬ死ぬ死ぬ死ぬ死ぬ死ぬ死ぬ死ぬ死ぬ死ぬ死ぬ死ぬ死ぬ死ぬ死ぬ──。




　カルロッテの思考が止まる。

　今までは、わずかでも可能性があるなら、それがどんなに小さなものであっても諦あきらめずに戦った。

　なのに。今度ばかりは。

　打つ手がない。

　自分たちの力ではどうにもならない。

　思考をいくら巡らせても答えは見つからず、ついに止まってしまう。

　つまり、カルロッテとアルピナのコンビは、この瞬間、パニッシャーに敗北したのだ。

　けれど。けれども。

　この世界にいる強者は、なにも二人だけではない。

　強敵に挑む気概を持った者は、他にもいるのだ。


「「「仲良し三人組キィィィィック！」」」



　聞き覚えのある少女たちの声がとどろく。

　そして、その一撃は。

　本当にギリギリのタイミングで、パニッシャーの最後の頭を踏み潰した。

　あと刹那でも遅れていたら光線がカルロッテとアルピナを消滅させていた。

　だが、そうはならなかった。

　この現象を言葉で表せば、とても陳腐なものになってしまう。

　しかし、あえて表そうではないか。

　奇跡である、と。

「Ｃランク以上のモンスターと戦うのは校則違反よ。ローラちゃん、シャーロットちゃん、アンナちゃん。それにハク」

「えへへ。まあ、そう固いこと言わないでくださいよ。学長先生が黙っていてくれたら、エミリア先生に怒られずに済みますから」

「ローラさんの実家から飛んできたら、強そうなモンスターがいたので乱入させていただきましたわ！　未知の敵にも臆せず挑む。それが冒険者なのですから！」

「まあ、場合によるけど。今はやらなきゃ学長先生たちが死んでた。ところでこの金ぴかのモンスター、何？」

「ぴー」

　あれだけ緊迫していた戦いが、少女たちの登場で一気に和んでしまった。

　さあ。再度の仕切り直し。第三ラウンド。

　五人と神獣一匹による攻撃だ。

　それを以てして、パニッシャーを討つ！





※






　無数のドラゴンが飛ぶのを目撃したローラたちは、大急ぎでそこを目指した。

　するとその途中、山の向こうから蛇のようなものが、三本も空に向かって伸びていくではないか。

　雲まで届く長さのそれは、黄金のウロコがあり、うねうねと動き、見れば見るほど蛇に似ている。

　だが、先端にある顔だけは違った。

　ドラゴンである。
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　無数のドラゴンも驚異だが、ローラはあの黄金の三匹から、もっと恐ろしい威圧感を感じた。

　あれと戦うのは自分の使命であるとローラは思った。

　今すぐ倒さなければ、きっと大変なことになってしまう。

　そんな確信があった。

「ローラさんが退かないというのであれば、わたくしたちもご一緒しますわ！」

「私たちは三人と一匹のパーティー。ずっと一緒。一人では行かせない」

「いや、駄目ですって！　あの大きな金色のドラゴンが見えないんですかっ？　命の保証なんてないんですよ!?」

「あら。そういうローラさんには命の保証がありますの？」

「な、ないですけど……」

「なら、わたくしたちだけでなく、ローラさんも帰るべきですわ」

「そういうわけにはいきません！　あのドラゴンたちを何とかしないと！」

「そう。何とかしないといけない。だから一緒に行こう」

「命の保証がないというのは、全員同じですわ。ならば、このまま進むにしても、引き返すにしても、皆で一緒に、ですわ」

「ローラとハクだけってのは駄目だよ」

　シャーロットとアンナはローラの左右に並んで、真面目な顔で言う。

　ローラは何か反論しようとしたが、思い浮かばなかった。

　かつて王都で吸血鬼が暴れたとき、ローラは戦いに参加したが、シャーロットとアンナは留守番だった。

　命の保証がないからだ。

　そして今もまた、このまま進んでいけば命の保証はない。

　しかし吸血鬼の事件と違うのは、ローラでさえ殺されるかもしれないということだ。

　そう。三人の条件は同じ。

　いつも遊びでモンスターと戦うときは、全員が安全。

　あの黄金のドラゴンとの戦いは、全員が危険。

　同じなのだ。

　それなら──。

「……強情な人たちですね……もう勝手にしてください」

　ローラは肩をすくめて、呆れた演技をした。

　そのとき。

　皆で一緒に行こうと決めた、そのとき。

　体の震えが止まった。

　ああ、自分は震えていたのかと気がついた。

　雲まで伸びる黄金のドラゴンを見てから、ローラは小刻みに震えていたのだ。

　なのに、この二人と一緒に行くと決めた途端、心が楽になった。

　不思議な話だ。

　危険なことに変わりはないのに。

「ローラ。笑ってる。かわいい」

「わたくしたちの頼もしさに今更気づいたという様子ですわ！」

「ぴー」

「べ、別にそんなんじゃありません！　ほら、もうすぐ山を越えますよ！」

　照れ隠しにローラは前方を指さした。

　そして山を越え、盆地上空にさしかかる。

　すると、驚くべき光景が飛び込んできた。

　三匹に見えていた黄金のドラゴンは、実は巨大な三つ首のドラゴンだった。

　そして、それと戦っている大賢者と、魔法少女のような格好の見知らぬ少女。

　彼女らは信じがたいほど大規模な重力魔法で三つ首のドラゴンを拘束していた。

　ドラゴンは肉が千切れ、骨が砕け、しかし即座に再生し、また崩壊していく。

　そんな状態なのに、ドラゴンは三つの頭を上げて、大賢者たちに口を向けた。

　口の奥に、膨大な魔力反応！

　あれを喰らって耐えられるものなど、この地上に存在しないだろう。

　大賢者と少女は、重力制御しながら攻撃魔法を放ち、ドラゴンの頭部を破壊するという神業かみわざを見せた。

　だが、破壊できたのは二つ。あと一つ残っている。

　それを見た瞬間、ローラの体は動いていた。

　そして、示し合わせたかのように、シャーロットとアンナも。

　黄金ドラゴンの残った口から、魔力の塊が吐き出されようとしていた。

　大賢者と少女は、重力魔法を解除し、回避行動を取ろうとする。

　が、間に合わない。

　二人の顔に恐怖が浮かび上がる。

　しかし、そのとき。ローラたちはすでに黄金ドラゴンの頭上にいた。


「「「仲良し三人組キィィィィック！」」」



　黄金ドラゴンの最後の頭部を粉砕。

　攻撃の阻止に成功した。

「Ｃランク以上のモンスターと戦うのは校則違反よ。ローラちゃん、シャーロットちゃん、アンナちゃん。それにハク」

　大賢者が冗談めかして言う。

　その表情は、とびっきりの笑顔だったが、目の端に涙が滲んでいるように見えた。

「えへへ。まあ、そう固いこと言わないでくださいよ。学長先生が黙っていてくれたら、エミリア先生に怒られずに済みますから」

　ローラには大賢者の表情の意味が何となく分かった。

　さっきローラは、皆と一緒に行くと決めたとき、恐怖がウソのように融けていくのを味わった。

　大賢者も、それに似た気持ちになったのだろう。

「ローラさんの実家から飛んできたら、強そうなモンスターがいたので乱入させていただきましたわ！　未知の敵にも臆せず挑む。それが冒険者なのですから！」

「まあ、場合によるけど。今はやらなきゃ学長先生たちが死んでた。ところでこの金ぴかのモンスター、何？」

「ぴー」

　と、皆が見つめる中、黄金ドラゴンは再生を始めていた。

　全ての頭部を潰されたというのに、元に戻りつつある。

　足や尻尾が再生するというならまだ分かる。しかし頭を潰しても元に戻ってしまうなら、一体どうなれば死ぬのだろうか。

　不死身の生物なのではないか。

　そんな疑問が浮かんでくる。

「あれはキミたちが古代文明と呼ぶものが作り出した最強のモンスター。パニッシャーさ。昔は首が二つしかなかったんだけどね。いつの間にか三つ首になっていた。いやはや、助かったよ。キミたちが来てくれなかったらアウトだった。小さいのに凄い強さだね。どちら様だい？」

　見知らぬ少女が黄金ドラゴンの正体を教えてくれた。

　パニッシャーというらしい。

　なるほど、強そうな名前だ。

　それはともかく、この少女は誰なのだろうか？

「ああ、ごめんよ。まずボクから名乗るのが礼儀だね。ボクの名前はアルピナ・アサイル。時間がないから雑に説明するけど、初代魔法少女の一人さ」

「本当に雑な説明ねぇ」

　横で大賢者が苦笑する。

「ま、魔法少女!?　それも初代！　凄いです！　あ、申し遅れました、私はローラ・エドモンズです」

「わたくしはシャーロット・ガザードですわ」

「アンナ・アーネットだよ。よろしく」

　そうローラたちが自己紹介すると、

「この子たち、私の学校の生徒なのよ」

　と、大賢者が補足してくれた。

「へえ。カルロッテの教え子か。だから強いんだね。まあ、それにしても強すぎる気もするけど、とても頼もしいよ」

　アルピナは飄々として大賢者よりも捉とらえどころのない雰囲気だが、ローラたちを頼もしく思ってくれているのは本当のようだ。

「そして私の頭に乗っているのはハクです」

「ぴぃ」

「ハクって、神獣ハクかい？　成体だったら一緒に戦ってもらえるんだけど、生まれたばかりみたいだね」

「ハクは小さいけど強いですよ！」

「ぴー！」

「へえ。じゃあ一緒に戦おう」

「それはそれとして、魔法少女の初代ってどういうことなんですか!?　学長先生みたいに長生きしてるんですか!?」

「古代文明で最初に作られた魔法少女の一人なんだよ。ボクが知る限り、その前に魔法少女はいなかったから初代というわけさ」

「古代文明の人なんですか！　じゃあ一万歳以上!?」

「はは、違うよ。ボクは永遠の十七歳だよ。なにせ魔法少女なんだから」

「よく分からないけど凄いです！　お会いできて光栄です！　実は私たちも魔法少女なんですよ！　シャーロットさん、アンナさん、変身です！」

「ふふ……魔法少女になるのは久しぶりですわ」

「へーんしん」

　アンナの気の抜けた号令とともに、ローラたち三人の体が光に包まれる。

　そして一瞬で服装が魔法少女のものに変わってしまった。

　こんなこともあろうかと、ローラはつねに次元倉庫に魔法少女の衣装を入れて持ち歩いていた。

　それを取り出して、体を魔法の光で包んだ隙に急いで着替え、もともと着ていた服を次元倉庫にしまったのだ。

　これが変身魔法のからくりである！

「わぁお！　この時代の魔法少女に出会えてボクも光栄だよ。皆で戦えばパニッシャーにも勝てるはずだぜ！」

　アルピナが大げさに喜んでいる横で、大賢者が不機嫌そうな顔をする。

「私の衣装はないのかしら？」

「学長先生の衣装もお母さんが作ってくれたんですが、エミリア先生にあげちゃいました」

「な、何てこと！」

「でも安心してください。こんなこともあろうかと、もう一つ作ってもらいましたから。さあ学長先生。変身です！」

　ローラは大賢者を魔法の光で包む。そして次元倉庫の門を開き、光の中に魔法少女の衣装を放り投げた。

　そして光が晴れると、見事、魔法少女に着替えた……もとい変身した大賢者がそこにいた。

「うふふ。この歳としで魔法少女はちょっとだけ照れくさいわね」

「なぁに、大丈夫だよカルロッテ。魔法少女は十七歳から歳を取らないことになってるんだ。だからキミも十七歳だよ。似合ってるぜ、いえーい！」

「ありがとうアルピナ……。私は魔法少女カルロッテ・ギルドレア！　大賢者とは世を忍ぶ仮の姿よ！」

　大賢者は名乗りを上げ、ノリノリでポーズを取った。

　するとアルピナもそれに続く。

「魔法少女アルピナ・アサイル！　初代の可愛らしさに悶絶もんぜつするがいいぜ！」

　そうなればローラたちもポーズを取るしかない。

「魔法少女アンナ・アーネット。魔法少女だけど剣士だよ」

「魔法少女ゴージャス・シャーロット、華麗に見参ですわ！」

「魔法少女ローラ・エドモンズ！　クラスの皆には内緒ですよ！」

　ローラたちはズバッと即興でポーズをとる。

　パジャレンジャーの頃ころからやっているので、こういうのは得意なのである。

「ぴー」

　ハクも翼を広げて格好をつけた。

　そうして名乗りを上げた魔法少女たちは、眼下で再生途中だったパニッシャーへ向けて、一斉に攻撃を開始する。

　それは太陽が地上に落ちてきたかのごとき苛烈なものだった。

　まず大賢者が、百本以上の巨大な氷柱を上空に形成する。

　それらはパニッシャーに超音速で降り注ぎ、ウロコを貫き肉を抉えぐり、地面に縫い付けて動きを封じた。

　続いてアルピナが天候を操った。灰色だった雲が黒く変わっていき、まるで夜のように薄暗くなってしまう。

　しかし一転。

　目も眩くらむほどの閃光が轟音とともに降り注ぎ、世界が光で包まれた。

　それは無数の稲妻だ。

　パニッシャーの表皮を焼いただけでなく、氷柱を通して内部に流れ込む。

　三つの口から血が溢れ出した。

　シャーロットが炎の玉を放ち、アンナが魔法剣から嵐あらしと雷を同時に撃ち出す。

　ローラは腰から剣を抜き、刃に魔力を流して振り下ろした。すると光が剣の形になって飛んでいき、徐々に大きくなりながらパニッシャーに近づく。命中したときには、パニッシャーの胴体を貫通するくらいになっていた。

　ハクも口から光線を吐いて攻撃してくれた。

「ひゃぁっ、こんなに攻撃したのに、また再生していきますよ！」

　まだパニッシャーが生きているというだけでも驚きなのに、元の姿に戻ろうとしているのだ。ローラが悲鳴を上げるのも無理からぬことだろう。

「いいえ。最初はあのくらいの傷でも一瞬で元に戻っていたのに、かなり遅くなってきたわ」

「そうだね。少なくとも頭を全て潰せば、魔法少女の決めポーズをやる時間を稼げるくらいにはなったんだ。きっと、あと一押しだよ。気合い入れて攻撃しようぜ」

　パニッシャーはいわば回復魔法を常時使い続けているようなものだ。

　普通ならあっという間に魔力が足りなくなるが、パニッシャーの無尽蔵にすら思える魔力が、あの冗談じみた再生能力を支えている。

　しかし無尽蔵に見えるからといって、本当に魔力が無尽蔵にあるとは考えにくい。

　つまり、パニッシャーの魔力がなくなるまで攻撃を続ければ勝てる。

　よく言えばシンプル。悪く言えばゴリ押しの作戦だ。

　だがゴリ押し以外に方法は思い浮かばないし、こうして効果が出ている。

　もともと大賢者とアルピナでかなり削ったところに、更にローラたちが参戦したのだ。

　勝てる、はず。

「おっと。ドラゴンが沢山でてきたぜ」

　パニッシャーが流した血が変形し、数十体のドラゴンとなって羽ばたいた。

　多くは地面を離れる前に、大賢者とアルピナの攻撃魔法で蒸発したが、五匹ほど弾幕だんまくをすり抜けて空に昇る。

「あれは私が倒します！」

「ローラさん、わたくしとアンナさんに一匹ゆずってくださいな！」

「分かりました！　頑張ってください！」

　ローラはシャーロットのやりたいことをすぐに察した。

　だからドラゴンを四匹だけ倒し、残る一匹を放置する。

「さあ、アンナさん。今度こそ、わたくしたちで倒しますわよ」

「望むところ。二人がかりでドラゴンも倒せないようじゃ、この先、話にならない」

　二人は迫るドラゴンを睨にらみつける。

　シャーロットは魔力を溜めて溜めて──。

　アンナは魔法の双剣から魔力を練り上げて練り上げて──。

　そして一気に、同時に解き放つ。

　光の破城槌はじようついが。雷と嵐が。ドラゴンの頭部を貫いた。

「やった！　やりましたわ！」

「本当にドラゴンを倒せた……なせばなる……！」

　シャーロットとアンナは勝利の余韻に一瞬浸る。そう一瞬だけ。

　なぜなら真の敵はパニッシャーだ。

　ドラゴン一匹は彼女らにとって大きな一匹でも、戦い全体には何の影響も及ぼさない。

　それでも。

「よかったですね、シャーロットさん、アンナさん」

　ローラもまた、二人の勝利を喜んだ。

「キミたち、悪いけどそういうのはあとにしておくれ。ほら、来るぞ」

　アルピナの真剣な声。

　そして、こちらを向いているパニッシャーの三つの口。

「シャーロットちゃんとアンナちゃんが頑張ったんだもの。私たちだって負けてられないわ」

「そうだね。今なら何でも跳ね返せそうだ」

　馬鹿ばかげた魔力を込めた光線が三本、発射された。

　それに対して大賢者とアルピナは、魔力障壁を展開する。

　普通の防御結界とは違う……防ぐのではなく、あれは。

「「反射リフレクト！」」

　三本の光線がぐにゃりと歪み、パニッシャーへと返っていく。

　そして胴体に直撃。

　大穴が開き、内臓がぼろりとこぼれ落ちた。

　そんな状態になってもパニッシャーは活動をやめず、それどころか、

「連射ですって!?」

　もう一度、三本の光線が迫り来る。

　大賢者とアルピナが構築した反射の壁は、二射目に耐えられそうもない。

「私も手伝います！」

　ローラはさっきの攻防を見て、反射の魔法を覚えた。

　よって既にある反射の壁に重ねがけをした。

　それで強度を取り戻した反射の壁は、無事、光線をＵターンさせ、パニッシャーの前足を一本、切断せしめる。

「わぁお、キミは凄い子供だね、ローラちゃん。キミが手伝ってくれなかったら、今のは危なかった。ありがとう」

「どういたしまして。さあ、あと一歩です。トドメと行きましょう」

　腹の穴も、切断された前足も、なかなか元に戻らない。

　それどころか、自分の長い首を支える体力も残っていないらしく、ぐにゃりとしおれて地面に横たわっている。

「最後はド派手な技がよろしいですわ！」

「シャーロットちゃん、いいこと言うね。ボクと気が合いそうだ。じゃあ、ボクがパニッシャーの上に光る球を浮かべるから、皆、それに魔力を集めるんだ」

　アルピナはボールを投げるような仕草しぐさで、光る球を空高く放った。

　言われたとおり、ローラたちは天に腕を上げて、魔力をそこに流していく。

「私、そういう器用なことできないんだけど」

　魔法少女でありながら本来は剣士であるアンナが、申し訳なさそうに呟いた。

　彼女は自前の魔力で強化魔法や防御魔法を多少は使える。二本の魔法剣のおかげで、風魔法と雷魔法を自在に操ることもできる。

　しかし、遠く離れた場所に魔力を流すテクニックは持ち合わせていないのだ。

「アンナさんは私の肩に手を置いて魔力を流してください。それを私が自分のとまとめて送っちゃうので」

「ぴ！」

「あ、ハクのも送りますよ」

「ありがとう、ローラ。それじゃよろしく」

「ぴー」

　そうやって集まった魔力は、空中に巨大なピンク色のハートマークを作り出した。

　どのくらい巨大かというと、パニッシャーより大きいくらいだ。

「よーし。そろそろオッケーだね。それじゃ、皆、マジカル・ラブリー・ハートアタックと叫ぶんだ！」

「え、なに、その恥ずかしい技わざ名」

　アルピナの言葉を聞いたアンナは、露骨ろこつに嫌そうな顔を見せた。もう誰が見ても分かるくらいハッキリと嫌がっていた。

　しかし。

「あら、可愛くていいじゃないの。魔法少女っぽいわ」

　大賢者はノリノリだ。

「だろう？　まあ、初代魔法少女のボクが考えた技なんだから、魔法少女っぽくて当然だけどね。ボクの思想が現代まで残っていて嬉しいよ」

「素晴らしい思想を残してくださり、感謝ですわ」

「魔法少女は女の子の憧あこがれですからね！　あんなに可愛い攻撃魔法が似合うのは魔法少女だけです！」

　もちろんローラもシャーロットもノリノリだ。

　その勢いに押され、アンナも渋々頷いた。

「……まあ、私も可愛いとは思うけど……」

　皆の心が一つになった。

　今こそ魔法少女最大の必殺技が放たれる。


「「「「「マジカル・ラブリー・ハートアタァァァック！」」」」」



「ぴー」

　大きなハートがパニッシャーを押しつぶす。

　それは平和を愛する魔法少女たちの想おもいが具現化されたものだ。

　愛の力だ。

　悪いパニッシャーなど一撃で粉砕し、そしてハートは地面に染しみ込んで見えなくなる。

　あとには何も残っていなかった。

　あの巨大なパニッシャーは、死体すら残さず消えてしまった。

「やったー、私たちの勝利です！」

　ローラはグッと拳を握ってガッツポーズをする。

　が。

「いいや、まだだよ。パニッシャーの肉体を倒しただけだ。魂を封印しないと、また復活して暴れ出す」

「え!?　この状態からでも再生するんですかっ？　だって全然残ってませんよ！」

「跡形がなくても再生しちゃうから恐ろしいのさ。だから、ボクがパニッシャーの魂を封印し、宇宙に打ち上げる」

　そう言って、アルピナは目を閉じた。

　何かに集中している。

　やがて、パニッシャーがさっきまでいた場所が、淡く金色に光り始めた。

　その光は徐々に強くなり、舞い上がって、空中で一点に集まった。

　小さな一点。しかし強い光を放っている。

「あれがパニッシャーの魂……」

　大賢者が小さく呟く。




「黄金の獣よ。破壊の化身よ。お前は敗れた。魂だけの哀れな姿だ。ああ、何と惨めだろう。抗う力は消え去った。我が檻おりの中で悠久の眠りにつき、宇宙をさまよいたまえ」




　アルピナが呪文を唱える。

　すると空に立方体が現われた。

　それは変形し、十字架の形になり、内部にパニッシャーの魂を閉じ込めてしまった。




「さらば、断罪者パニツシヤー。お前の裁きなど、誰も必要としていないと知るがいい──」




　呪文の締めくくりが紡がれる。

　十字架は弾はじかれたように、上に向かって加速した。

　その勢いで周りの雲が吹き飛び、青空が見える。

　十字架は青空の中を飛び、あっという間に見えなくなってしまう。

「……ふぅ、終わった終わった。少なくとも、これでまた一万年くらいは大丈夫だろう。そのうちパニッシャーの肉体だけがこの地に再生すると思うけど、魂がなければただの肉の塊さ。昔のボクがそうしたように、穴でも掘って埋めるんだね」

「お疲れ様。あなたがいなかったら、どうなっていたか分からないわ。本当にありがとう、アルピナ」

　大賢者は手を握り、心の底からという感じで礼を言った。

「それはこっちのセリフさ。ボク一人じゃ、為なす術すべもなかった。この時代に強い魔法使いが沢山いてくれてよかった。この調子なら、次の一万年後も大丈夫だろうね」

「私たちは次の世代へと力を残していくわ。それがずっと続けば、何万年経ってもパニッシャーには負けないわ」

「うん。そうであって欲しいと願ってるよ。ところでカルロッテ。問題が片付いたことだし、ボクにちょいとこの時代を案内してくれよ。さっきの街だけでもいいからさ」

「そんなのお安いご用よ。王都は楽しい街だから、きっとあなたも気に入るわ」

　古代文明人である初代魔法少女アルピナを案内する──。

　そんな楽しそうなイベントを逃すローラではない。

「私も一緒に行きます！」

「無論、わたくしもですわ」

「私も私も」

「ぴぃ」

　当然のごとく、全員が手を上げた。

　しかし。

「あら。あなたたち、ローラちゃんの実家から飛んできたんでしょ？　帰らなきゃ、ブルーノとドーラが心配するんじゃなぁい？」

　大賢者に真っ当な指摘をされてしまった。

　ローラとしても両親に心配をかけっぱなしな状態は本意ではない。

「むむ……これは確かに一度帰るしかないです。でも私たちだってアルピナさんと遊びたいです！　すぐ追いかけるのでどこかで待っててください！」

「そう？　じゃあ陛下の執務室で待ち合わせしましょ。お菓子を食べながら待ってるわ」

「陛下のお菓子！　美味しそう！　大急ぎで向かいます！」

　というわけで、二手に別れることになった。

　パニッシャーという前代未聞のモンスターに勝った直後だというのに呑気のんきすぎる気もするが、負けた直後に呑気にしているよりはいいだろう。

　何せ勝ったのだ。あとは遊んでも大丈夫なのだ。

　と、呑気な気持ちでミーレベルンの町に向かって飛んでいたら、途中でブルーノとドーラが走っているのとすれ違った。

　そして「いくら冒険者だからって危険に飛び込みすぎだ！」とメチャクチャ怒られてしまうローラたちであった。





※






　魔法少女から元の服に着替えたローラたちは、約束どおり、女王陛下の執務室に向かった。

　門番に「学長先生との待ち合わせがあるんです」と言ったら、簡単に通してくれた。

　もはや顔パスに近い。

「ローラです。入っていいですかー？」

　そして扉をノックし、女王陛下の許可を得てズカズカ入っていく。

「やれやれ。一国の女王の部屋が待ち合わせ場所になるとは……ファルレオン王国はいつからこんな国になってしまったのじゃ」

　女王陛下は机に頰杖ほおづえをついてボヤいた。

　そんなケチくさいことを言わなくてもいいじゃないか、とローラは一瞬思ったが、よくよく考えるとボヤいて当然の状況だったので、笑って誤魔化すことにした。

「ああ、やっぱりこの状況は普通じゃないんだね。随分と大雑把な時代だなぁと思ってしまったよ」

　ソファーに座ってチョコレートを食べていたアルピナは、そう言ってケラケラ笑う。

「いくら時代が進んでも、王宮に一般人がズカズカ入り込むのが普通にはならんのじゃ。いや、王宮とか関係なく、人の家に勝手に入ってはいかんと思うぞ。大賢者はよく王宮に勝手に入ってくるが、くれぐれもお主ぬしらは真似まねするなよ」

　女王陛下は深刻そうに言って、ローラ、シャーロット、アンナを見回した。

　その言葉には一理どころか百理くらいありそうだったので、三人とも深々と頷いた。

「さあ。皆が集まったから、晩ご飯を食べに行きましょ」

　アルピナの隣に座っていた大賢者は、チョコレートを口にひょいと入れてから立ち上がる。

「晩ご飯……どこに行くんですか？」

「あら、ローラちゃん。王都で晩ご飯と言ったら決まってるじゃない。ラン亭よ」

「おお、やっぱり！　丁度ラーメンを食べたい気分だったんです」

「ラーメン？　ボクの時代にはない食べ物だね。どんな料理なんだい？」

　アルピナは興味深そうに尋ねてくる。

「それは見てからのお楽しみ」

「ラーメンとの出会いは食文化の新たな一ページですわ。アルピナさんもラーメンの虜とりこになること間違いなしですわ！」

「そこまでハードル上げても大丈夫なのかい？　ボクは結構グルメだぜ？」

　期待に目を輝かせるアルピナを連れて、皆でラン亭に向かう。

　ただし女王陛下だけは留守番だ。

　一国の王族ともなると、自由に遊び歩くこともできないらしい。かわいそうに。

　ローラは女王陛下の分まで美味しくラーメンを味わおうと心に誓う。

「ランさん、ニーナさん、こんばんはー」

「おお、ローラちゃんたちアルか。見たことのない女の子を連れているアルな」

「あんたたち、冬休みの宿題が終わったから旅行に行ったんじゃなかったの？」

　ラン亭の店長ランと、店員のニーナが出迎えてくれた。

「このアルピナさんにラーメンを食べさせてあげたくて、ちょっと帰ってきたんですよ」

「ふぅん。アルピナさん……魔法少女みたいな格好ね」

　ニーナはアルピナをしげしげと見つめる。

「そうさ。ボクは初代魔法少女なんだから当然だよ」

　アルピナは澄まし顔で胸を張った。

「初代……？」

　何のことやら分からないという顔をしながら、ニーナは席に案内してくれた。

　幸い、大きめのテーブルが一つ空いていたので、待つことなく着席できた。

　いつも混んでいるラン亭でこれは珍しい。

　きっと頑張ってパニッシャーをやっつけたから、そのご褒美ほうびだ。

「さて。アルピナさんには普通のラーメンを食べてもらいましょうか？　それとも一番人気のある冒険者ラーメンにしましょうか？　悩むところです……」

「難問ですわぁ」

　そうローラたちが悩んでいると。

「初めての人は普通の醬油ラーメンを食べて欲しいアル。伝統の味アル」

　ランが厨房から顔を覗のぞかせて語った。

　そう言えばランは、もともとこの国の人間ではなかった。

　遙か東にある羅亜ラーという国の出身で、ラーメンはそこの伝統料理なのだ。

　ランの一族は世界にラーメンを広めるための活動をしており、すでに大陸の東方では一般的な食べ物になっているらしい。

　だが、大陸西方ではまるで知られていない。

　そこで最初の一歩として、このファルレオン王国の王都レディオンが選ばれ、ランが送り込まれてきたのだ。

「なるほど。ラーメンには色々なバリエーションがあるけど、基本はその醬油ラーメンなんだね。じゃあボクは醬油ラーメンにするよ」

「ありがとうアル。きっと気に入るアルよ」

　それならばということで、他の四人と一匹も醬油ラーメンを食べることにした。

　なにせ近頃、ずっと冒険者ラーメンのニンニクマシマシなどが続いていた。

　何事も基本をおろそかにしてはならない。

「じゃあ、醬油ラーメン五つと、小さいどんぶりね」

　ニーナが伝票に注文を書いていく。

「はい、それでお願いします」

「ぴーぴー！」

「何ですか、ハク？　もしかしてラーメンを一人分丸ごと食べたいんですか？」

「ぴ！」

「駄目です！　またマシュマロみたいな体型になっちゃいますよ！」

「ぴぃ……」

　ハクはテーブルの上で悲しそうにうなだれる。

　その姿があまりにも哀れなので、ローラはついラーメンをもう一人分追加注文しそうになった。

　が、メタボリックな体型になるのはハクの健康に悪い。ここは心を鬼にしなければ。

「ニーナさん……醬油ラーメン五つと小さいどんぶりでファイナルアンサーです……早くその伝票を持って厨房に行ってください……私が正気を保っていられるうちに……！」

「ローラって何でも大げさに表現する子よね……」

　ニーナは呆れた声を出しつつ、伝票をランのところに持っていった。

「ふぅ、危ないところでした。ハクが可愛らしい仕草で私を誘惑するから困ります」

　ローラは額の汗を袖そでで拭った。

「ぴー」

　そうしている間も、ハクはテーブルの上をコロコロ転がって、愛らしさを振りまいている。何てあざとい生き物だろうか。

「神獣の幼体をじっくり見るのは初めてだけど、こんなに可愛いものだったんだね。勉強になるなぁ」

　アルピナはしきりに感心した様子でハクを眺めている。

　すると、その視線に気づいたハクが、「ぴー」と鳴きながら、アルピナの胸元むなもとに飛びついた。

「あはは、くすぐったい。ボクの胸はそんなに大きくないから、しがみついたって楽しくないと思うぜ？」

　アルピナはそう言ってから。

「ああ、でも、ローラちゃんよりは楽しいだろうけどね」

　などと、たわけたことを言い出した。

「むむむ。私は育ち盛りだから、小さいのは仕方がないんです。あと何年かしたら、この中で一番大きな胸になっているかもしれませんよ」

「あら、駄目ですわ。ローラさんは何年経ってもそのままの姿ですわ」

「そうそう。全世界がそれを望んでいる」

「確かに、大きくなったローラちゃんって想像できないわねぇ」

　シャーロットとアンナだけでなく、大賢者までそんなことを言い出した。

　冗談にしても酷ひどい。

　ローラは体が小さいことを気にしているのに。

「はは。ボクもローラちゃんはそのままがいいと思うよ」

「アルピナさんまで！　ひぇぇ、古代文明の人にも成長するなと言われてしまいました……でも私は沢山食べて大きくなりますよ。たとえ世界を敵に回しても……」

　なんてことを言っていたら、ニーナがラーメンを持ってきてくれた。

「あなたって本当に何でも大げさに言う子ね」

「そんなことはないですよ。ニーナさんが淡泊すぎるんです」

「冷静と言って欲しいわね」

　そしてラーメンを皆で食べる。

　ローラたちはまずレンゲでスープを飲む。あっさりした中にもコクがあり、実に美味しい。

　アルピナもそれを真似してスープからいった。

「へえ！　へえ！　こりゃ美味しい！」

　目をまん丸にして食べる。

　美味しさは場所や時代を超越するのだ。

　世界平和への第一歩である。

　そうやってラーメンを食べながら、ローラ、シャーロット、アンナはようやく、パニッシャーの詳しい話を聞けた。

　またアルピナが、パニッシャーが復活することを予見し、自分のコピーを懐中時計に封じ、後世に残していたというのも初めて教えてもらった。

「魔法少女にはそんな壮大な物語があったとは……知りませんでした」

「今までドタバタしていて、説明する暇がなかったからね」

「魔法少女の変身ポーズを取る時間はあったのに」

　アンナの鋭いツッコミに、流石の古代文明人も唸うなった。

「いやぁ、それにしてもラーメンは実に美味しかった。こんな素晴らしい店に案内してくれてありがとう」

「どういたしましてです！」

「次はどこに連れて行ってくれるんだい？」

「そうですねぇ……では、パジャレンジャー発祥の地に行きましょう」


「パジャレンジャー……？」



　いぶかしげなアルピナを連れて、ローラたちは行きつけの雑貨屋に行く。

　そこは、あの着ぐるみパジャマを買った店だ。

「色んなものがあって楽しい店だね。いくらいても飽きない気がするよ」

「分かります。しかし、まずは着ぐるみパジャマを買いましょう。アルピナさんもパジャレンジャーになるのです」

「パジャレンジャーにはまだ鳥類がいませんわ。なので鳥類がよろしいですわ」

「ペンギンとか可愛いよ」

「本当だ、可愛い！　現代にはこんな可愛いパジャマがあるのか、凄いなぁ」

「早速買って、皆でパジャレンジャーになりましょう！」

　会計を素早く済ませて、バヒュンと学生寮に行く。

　そしてローラとシャーロットの部屋に集まり、皆で着ぐるみパジャマになる。

　ローラのイヌ。

　シャーロットのウサギ。

　アンナのネコ。

　大賢者のサメ。

　アルピナのペンギン。

「これで陸海空を制覇です！」

「凄いですわ、パジャレンジャーは無敵ですわ！」

「まさかこんな大規模な組織になるとは思っていなかった」

　創立メンバーの三人は、それぞれ喜びの声を上げる。

　しかし。

「あれ？　ペンギンって確かに鳥類だけど、空は飛べないよね」

「そうよねぇ。その代わり泳ぎは達者だけど」

　アルピナと大賢者がそんな指摘をしてきた。

　それを聞いたローラたちは固まってしまう。

「……え？　鳥なのにペンギンは飛べないんですか？」

「飛べないのに鳥を名乗るのはおかしいですわ。鳥の道理から外れていますわ」

「ある意味、詐欺」

「キミら辛辣しんらつだねぇ……よし、分かった。ボクが空を飛んだペンギン第一号になろうじゃないか！」

　アルピナは両手を広げて、パタパタと動かした。

　すると見事、床から浮かび上がったではないか！

「凄い！　やはり鳥は飛べるんですね！」

「これでペンギンが鳥類であることが証明されましたわ！」

「一件落着。めでたし」

　もちろん、それは羽ばたきによる浮力ではなく、魔法の力で浮かび上がったのだが、そんな無粋ぶすいなことは誰も言わない。

　ペンギンが飛んだ。

　大切なのはその事実だ。
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「着ぐるみ戦隊パジャレンジャーはついに五人になりました。陸海空、敵はありません。次に悪い奴が現われたら、この五人で集まって戦いましょう」

「ぴ！」

「五人と一匹でした」

「ぴぃ」

　ハクはベッドの上で満足げに頷いた。

「というわけで、気を取り直して……五人と一匹になった新生パジャレンジャー！　平和のために戦いましょう！」


「「「「おぉぉっ！」」」」



「ぴー！」

　皆でかけ声を上げると、寮長のおばさんがやってきて「今何時だと思ってるんです！」と叱られてしまった。

　平和の道のりは険しい。

　頑張れ、パジャレンジャー！

　負けるな、パジャレンジャー！





※






　パジャレンジャーの主題歌を考えているうちにローラ、シャーロット、アンナ、ハクが眠ってしまったので、大賢者とアルピナは彼女らをベッドに寝かせてから、場所を変えることにした。

「やれやれ。とんでもなく元気な子たちだった。パニッシャーと戦うより疲れたよ」

「ふふ、そうかもね。でも楽しいでしょ？」

「うん。一万年以上経って色々と変わっていたけど、でも人々に笑顔があってよかったよ。かつてボクたち魔法少女がパニッシャーから世界を守ったことに意味があった。そしてボクの意識を懐中時計に封じた意味も。これで安心して、次の一万年後のために眠りにつけるというものだ」

　大賢者とアルピナは、学長室の隣にある仮眠室に移動し、そこのベッドに寝転がりながら語り合った。

　もちろん、サメとペンギンの着ぐるみパジャマのまま。

「……やっぱり、懐中時計の中に戻るのね？」

「戻るよ。こうして実体化しているだけで、もの凄く魔力を使うんだ。本当はパニッシャーの魂を宇宙に送った時点で懐中時計に戻るべきなんだけど……もう少しキミたちとお話がしたくてね。少しズルをしてしまった」

　アルピナは自嘲した。

　その壊れてしまいそうな笑みこそが、彼女の素顔のように大賢者には思えた。

　彼女は一万一四二五年前に、自分の意識をコピーして懐中時計に封じた。

　オリジナルのアルピナは、そのあと自分の人生を完遂かんすいしたのだろう。

　しかしコピーである彼女は違う。

　彼女の時代の人間は全て死に絶え、それどころか建物も、国も、文化も、何もかもが滅びてしまった。

　まるで別の世界に来たのと同じだ。

　一体、どれほどの孤独だろう。どれほどの不安だろう。

　なのに彼女は、今の世界のために戦ってくれた。

　そして次の世界のためにまた眠りにつくという。

　更に一万年経ったとき、世界がどうなっているのか、誰にも想像できない。

　もしかしたら、もう人類はいないかもしれない。

　それでも、彼女は眠りにつくのだ。

「ねえ、アルピナ。あなたはやっぱり、私の御先祖様なのかしら？」

「そうだと思うよ。そうであって欲しい。そのほうがロマンチックだからね。そういえばカルロッテ。キミには子供、いないのかい？」

「いないわねぇ」

「それはいけない。ボクの血を絶やさないでくれよ。次に目覚めたときに、ロマンチックを感じられないじゃないか」

「そうねぇ……考えておくわ」

「はは、頑張ってくれ。それにしても、あのローラちゃんって子には驚かされたなぁ。あの子、戦闘中にボクらを見て『反射リフレクト』を覚えたよ。凄すぎる。あと何年かしたら、ボクもキミも追い越されちゃうかもね」

「ローラちゃんの才能は本物よ。私から見てもたまに信じられないくらいに。ローラちゃんもあなたの血を引いているのかしら？」

「違うと思う。たんに髪の色が違うということだけじゃなくて。ボクごときの血を引いたくらいじゃ、あの桁けた外れの才能は説明できない。多分、ローラちゃんはボクの血とは関係のない『本物の突然変異』なんだと思う」

「じゃあ、ローラちゃんは世界で唯一無二の存在なのね。世界で一番の孤独を味わうかもしれないのね……」

　大賢者は、自分と並び立つ強さの者がいないことに、ずっと孤独を感じてきた。

　それがローラが現われたことで、大賢者は希望を感じた。

　いつか同じ領域に来てくれるはずだ、と。

　しかし、同じ領域どころか、きっとローラは大賢者を追い抜いて、遙か彼方へと行ってしまうだろう。

　そうなったとき、ローラは何を思うだろう。

　この世界に自分より強いものが誰もおらず、その気になれば世界を滅ぼせるほどの存在になったとき、ローラの心は耐えられるだろうか。

「はは、大丈夫さ。ローラちゃんにはいい友達が沢山いる。それにカルロッテ。キミだってまだまだ努力して、もっと強くなればいい。ローラちゃんに簡単に追い抜かれちゃ駄目だし、抜かれたら抜き返すんだ」

「気軽に言ってくれるわねぇ……でも、そうね。あなたの言うとおりだわ、アルピナ」

　大賢者カルロッテ・ギルドレアはまだ生きている。

　生きているということは、変化するということだ。

　何の努力もせずに強くなってきた。

　かつては苦戦した魔神とて、今なら一対一でも勝てると自負している。

　だから今以上の強さなんて必要ないと思っていた。

　しかし今日、自分の強さはパニッシャーに遠く及ばなかった。

　世界は思っていたよりも広かった。

「昼寝の時間をちょっと減らして、修行でもしてみようかしら」

「頑張れカルロッテ。ついでに不老の魔法を究きわめて、その姿のまま、一万年後まで生きていたらいい。また一緒に戦おうぜ」

「気の長い話ねぇ。まあ、気が向いたらね」

「期待してるよ。そして次こそは、パニッシャーを魂ごと、完全に破壊しよう。封印なんて半端はんぱなことをしなくてもいいように。未来に負の遺産を残さずに済むように」

「できるかしら？」

「できるさ。一万年経って、人間は進化したよ。キミは強い。ローラちゃんもいる。シャーロットちゃんとアンナちゃんだって大したものだ。あとラーメンが旨かった……更に一万年経てば、パニッシャーなんか敵じゃない」

「アルピナ。あなた、人間を信じているのね」

「当然さ。そうじゃなかったら、やってられないよ」

「ふふ、そうね。私はまず自分を信じるところからやってみるわ」

「キミならできるよ。さて、ボクはそろそろ眠ることにする。キミたちに出会えてよかった。懐中時計、大切に扱ってくれよ。ボクの家なんだから」

「言われなくても、これはずっと私のお気に入りなのよ。肌身離さず持ち歩くわ」

「ありがとう。おやすみカルロッテ。また一万年後に──」

　アルピナは目を閉じる。

　するとその体が薄くなり、銀色の光の粒になっていく。

　そして大賢者が首からさげている懐中時計に吸い込まれて、消えてしまった。

　大賢者はアルピナが寝転がっていたところに手を伸ばす。

　体温が残っている。

　けれど、彼女はもういない──。

「いいえ。ここにいるのよね。おやすみなさいアルピナ。ええ、また一万年後に会いましょう」

　大賢者は懐中時計のふちをそっと撫でながら、自分も目を閉じた。

　ずっと孤独だと思っていた。

　自分と並ぶ強さの人間なんていないと思っていた。

　しかし、ずっとそばにいたのだ。

　今もここにいるのだ。

　そのことを知り、いつもより希望に満ちた気持ちで眠りについた。
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　さて、今日もアルピナを連れ回すぞと勇んで目覚めたローラたちだったが、もう懐中時計に戻ってしまったらしい。

　ションボリだ。

　しかし死んだわけではないから、そのうち会えるだろう。

　気を取り直して、ミーレベルンの町に戻った。

　そして、また雪だるまで遊んだり、ドーラが作ったオムレツを食べたりして、楽しく冬休みを過ごした。

　そんなある日の午前中。

「ローラさん。わたくしに雪玉を投げるのですわ！」

「え、雪合戦ですか？　望むところです。ていっ！」

　ローラは雪を丸めて、シャーロットに投げつける。

　すると。

「反射リフレクト！」

　と叫んでシャーロットは腕を突き出した。

　しかし雪玉はそのままシャーロットの顔面にペシャッと直撃する。

「冷たいですわぁ……」

「そりゃそうですよ。反射の魔法は難しいんですよ」

「しかし、ローラさんはパニッシャーの光線を反射していたではありませんか」

「あれは……学長先生とアルピナさんと三人がかりだったので」

「三人がかりだろうと何だろうと、できたことに変わりありませんわ。そして雪玉くらいなら一人でできるはずですわ。さあローラさん。もう一度！」

「はあ……風邪かぜを引いても知りませんよ」

　ローラは雪玉を投げる。

　シャーロットが気合いの入った声で「反射リフレクト！」と叫ぶ。

　雪玉がシャーロットの喉のど元から服の中に入っていった。

「冷たいですわ！　冷たいですわ！」

「避ければいいじゃないですか……」

「それは駄目ですわ。あくまで反射するのですわ！」

　しかし、そのあと何度繰り返しても、シャーロットが雪玉まみれになるだけだった。

「シャーロットさん。雪に埋まっちゃいましたねぇ」

「ぴー」

　シャーロットはあまりにも雪玉を喰くらいすぎた結果、大きな雪玉から頭だけをピョコッと出している状態になった。

　まさに手も足も出ないというやつだ。

「酷ひどいですわ……さてはローラさん、こうなるよう狙ねらって投げましたわね」

「何のことか分かりませんねぇ。せっかく丸くなったので、転がしてみましょう。ごろごろ」

「ああ、やめてくださいましぃ！」





※






　アンナはローラやシャーロットとは別行動だ。

　ブルーノと真面目まじめに剣の修行をするため、町を離れて雪原の真ん中に来ていた。

「師匠。本気でお願い」

「ん？　どうしたアンナ。いつもよりすげぇ気合いだな」

「……普通にやってたら、いつまで経たってもローラには追いつけない。殻を破りたい。きっとシャーロットも同じことを思ってる」

「なるほどな。しかし、そう都合よく強くなれるものじゃねぇ。日々の地道な鍛錬たんれんで、少しずつ成長するしかない……と言いたいところだが」

　ブルーノはそこで意味ありげに言葉を切り、ニヤリと笑った。

「地道な鍛錬が必要なのは当然だ。しかし成長ってのは必ずしも少しずつとは限らない。ある日突然、コツを摑つかむというか……生まれ変わったように強くなることもある。いや、俺おれはそっちのほうが多かった」

「つまり？」

「つまり、アンナ。お前もある日突然、覚醒かくせいして一気に強くなることもあり得るってことだ。その手伝いをしてやる。かかってこい」

　ブルーノは『気合いの本気モード』になり、全身から魔力をシュワシュワと噴出する。

　アンナは魔法の双剣を両手に持ち、ふぅ、と息を吐き、集中する。

　思えば「突然、覚醒して一気に強くなる」というブルーノの言葉には、アンナも覚えがあった。

　例えば、冒険者学園に入学してローラとシャーロットに強化魔法を教えてもらったとき。

　あるいは、この魔法の双剣を入手し、使いこなせるようになったとき。

　アンナはパニッシャーとの戦いを経て、焦あせりを感じていた。

　どうやったら成長できるのだろうと悩んでいた。

　毎日努力しているのだから、毎日少しずつ強くなるはずなのに、どうしてそうならないのだろう、と。

　だが、そうか。

　殻を破る瞬間がこなければ、自分の成長はなかなか実感できないものなのだ。

　もっとも、その殻を破るには、日々の鍛錬が必要。

　やることは今までと変わらない。

　努力しないで強くなる方法とか、近道が見つかったわけではない。

　それでも、焦りが消えた。

「ありがとう、師匠。それじゃあ──征いきます」

　アンナは全力で真正面から斬りかかった。

　ブルーノが相手なら、純粋な剣技を学べる。

　ローラが相手だと、アンナはもう剣技では圧倒できてしまう。それでもローラは強化魔法による身体能力でアンナの剣に対抗してくる。もちろん、自分よりも圧倒的に速い相手と戦う練習にはなるが、『剣の技術』という点で学ぶことはもうない。

　だからこそ、ブルーノはアンナにとって大切な師匠なのだ。

「おお、いい太刀筋だ」

　ほら。こうやって余裕綽々しやくしやくでアンナの剣を弾はじき返してくれる。

　戦士学科の教師でも、こうはいかない。

「アンナ。お前はどんな剣士になりたい？　剛力で全てを蹴け散らすか？　疾風しつぷうのような速さで相手を翻弄ほんろうするか？　常に先手を取り続けて圧倒するか？　あるいは相手の動きを見てから対応するか？」

　ブルーノはアンナの攻撃を全て跳ね返しながら問いかけてくる。

　雷を使おうが風を使おうが、全て対応されてしまう。

　何をやってもブルーノに刃が届く気がしない。

　だから安心して何でも試せる。

　──私がどんな剣士になりたいか。

　アンナは改めて考えてみる。

　剛力で蹴散らす……のはイメージできない。将来のことはともかく今の自分は小柄だ。強化魔法の才能がそんなにあるわけでもない。

　スピード。そうだ、自分の戦いは、いつも手数てかずを重視していた。それが性しように合っていた。こちらが攻撃し続けていれば、相手は防御するしかない。そしていつかは防御が崩れ、アンナの刃が敵に届く。

　攻撃だけでなく、防御するにせよ回避するにせよ、スピードは重要だ。

　どんなに巨大なパワーを持っていても相手に当てられなければ意味がない。しかしスピードは全てを制する。戦局を自分でコントロールできる。

「私は、もっと速くなりたい」

　今までは漠然と強くなりたい思っていた。それが具体的な渇望となってアンナを突き動かし始めた。

　そのとき。

　左手に持つ雷の魔法剣ケラウノスから、稲妻がほとばしった。

　アンナが意図してのことではない。

　だがアンナの想おもいに応こたえているかのようだった。

　自分をもっと使え。

　雷の魔法剣ケラウノスがそう言っているように感じた。

　とはいえアンナはすでに、筋肉に電気を流して速度を上げるという方法で雷の魔法剣ケラウノスを使っている。

　これ以上、どう速度に活かせというのか。

「どうしたアンナ。思い詰めた顔をして。剣速が鈍ってるぞ。気分を変えて、俺から攻撃してやろうか？」

　ブルーノはそう言って、アンナの頭部に剣を振り下ろした。

　刃ではなく剣の腹だ。ゆえに当たっても斬れることはないが、脳震盪のうしんとうは覚悟しなければならない。

　剣で防ぐか？

　いや、それよりもギリギリで回避して反撃したい。できるならブルーノの背後に回り込みたい。

　しかし、どんなに強化魔法を使っても、筋肉に電気を流しても、それだけの加速は不可能。

　ブルーノの背後に回り込むなど、それこそ稲妻そのものにでもならない限り。

　──そうだ。私は稲妻になりたいんだ。シャーロットにもローラにも置いていかれたくない。稲妻のように疾走して追いつきたい！

　と。

　次の瞬間。

　アンナの目の前に、ブルーノの背中が広がっていた。

「え？」

　何が起きたのか分からず、硬直してしまう。

「はっ？」

　ブルーノも期せずして剣を素振りすることになり、少しつんのめっていた。

「おい、アンナ。お前、どうやって移動した……俺にはお前の体が光って……そう、稲妻みたいになって俺の脇を通っていったように見えたぞ！」

　こちらを振り返ったブルーノは、声を震わせていた。

　驚愕きようがく。恐怖。あと、歓喜？　色々な感情が交ざった表情。

　それはアンナも同じだった。

　ようは反応に困っている。

　ただ一つハッキリしているのは、アンナの身に何かが起きて『瞬間移動』してしまったということだ。

「分からない……ただ、稲妻になりたいって思ったら、師匠の後ろに立ってた……」

「分からない、か。アンナ。お前、おそらく、もの凄すごい殻を破ろうとしているところだぞ。さっきのと同じことを自分の意思でできるようになれば、Ａランクになれる」

　Ａランク。

　それはドラゴンを一人で倒せる冒険者という意味。

　エミリアと同じランクだ。

「やるぞ、アンナ。稲妻になりたいならなっちまえ。俺は魔法のことは全く分からないが、ようは気合いだ。俺は気合いで魔法を使っているし、お前も今そうした。努力を重ねて、頭を使って、気合いを入れたら、大抵のことはできる！」
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　ブルーノは改めて剣を構える。

　どうやってやったのか分からない。だから分かるまで繰り返す。

　いかにもブルーノらしい修行方法。

　いや。きっと、それは。剣や魔法に限らず、あらゆる分野に通じる、当たり前のこと。

　ローラや大賢者のような怪物級の天才でない限り、誰もが通る道。

「師匠。お願いします！」

　真っ当なことをして、怪物級の天才たちに並んでみせる。
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　そして、冬休みはあっという間に終わった。

　ローラとしては、パニッシャーというとても強いモンスターと戦えたし、初代魔法少女に出会えたし、とても充実した冬休みだった。

　なぜか途中からシャーロットが反射の魔法にはまってしまい、その練習に付き合わされたが、ただシャーロットが雪まみれになるだけで終わった。

　一度だけ雪玉が跳ね返ってきたことがあったが、まあマグレだろう。

　それより、アンナが何やら、ブルーノとの特訓で新しい技を習得したようだ。

　二人ともニヤリと笑うだけで詳しいことを教えてくれないが、表情だけで分かってしまう。

　あれはきっと新必殺技だ。

「はーい。それでは冬休みの宿題を提出してね。ローラさん。シャーロットさん。冬休みの宿題を提出してね」

「どうして私たちだけ名指しなんですかエミリア先生！」

「夏休みに何をやらかしたか、もう忘れちゃったの？」

「ぐぬ……あれは過去の話です。私たちは日々成長しているのです」

「そのとおりですわ。問題集も日記も完璧かんぺきですわ」

　と、ローラとシャーロットは鼻息を荒くして教壇の上に宿題をバシンッと置いた。

　それをパラパラめくったエミリアは、「へえ！」と感心した声を出す。

「本当にちゃんとやってるのね。偉いわ。先生が間違っていたわ。ごめんなさいね」

「分かればいいのです。えっへん」

「ところで日記に『ドラゴンより強いパニッシャーを倒しました』とか書いてあるんだけど、これ校則違反じゃない？」

「……え？」

　校則違反。

　言われてみれば確かにそうだ。

　しかし、あれは人類存亡の危機だったのだ。

「許してくださいエミリア先生！　ああするしかなかったんです！」

「そうですわ！　わたくしたち……特にローラさんがいなければ今頃いまごろ、世界がどうなっていたのか分かりませんわ！」

　ローラとシャーロットが必死で弁解すると、エミリアはクスクス笑い出した。

「分かってるわよ。話は学長から聞いてるわ。だから、これに関しては怒らないけど……校則違反なのは確かなんだから。次からこういうことがあっても、日記には書かないでね」

　なるほど。それはごもっともな意見だ。

「はーい」

「承知しましたわ」

「まあ、校則違反しないのが一番なんだけどね……」

　それもまた実にごもっともな意見だが、別にローラたちは違反したくてしているのではないというのもご理解いただきたい。

　なんか来るのである。敵が。

　とにかく宿題は提出できたし、お説教もなし。

　三学期はとても平和に始まった。

　そして昼休み。

　久しぶりの学食だ。

「ロラえもん殿！　ハク様！　シャーロット殿にアンナ殿！　お久しぶりであります！」

　カウンターに行くと、獣人のミサキが尻尾しつぽをピコピコ動かしながら出迎えてくれた。

　被かぶった三角巾の下で耳も動いている。つい触りたくなってくる。

「お久しぶりですミサキさん。冬休みは何をしてたんですか？」

「暇なのでオイセ村に帰っていたであります。故郷でノンビリであります」

「それは有意義な冬休みでしたねぇ」

　ローラはしみじみと言う。

「ところでロラえもん殿。冬休みの間に、ハク様用の日替わりメニューができたであります」

「え、それは凄すごいです！　もう私の分をハクに分け与えなくてもいいんですね！」

「そうであります。ロラえもん殿は自分の分を全部食べられるし、ハク様も太る心配がないであります」

　ローラは喜びのあまり飛び上がった。

　ハクも頭の上で「ぴー」と嬉うれしそうにしている。

　冬休みになる直前まで、ローラとハクはそれぞれ一人前ずつ注文して食べていた。

　しかしローラはともかく、ハクは子猫程度の大きさしかないのだ。それが一人前も食べたら、当然、食べ過ぎ。

　結果、ハクはマシュマロのような体型になってしまった。

　幸いダイエットに成功してハクは元のシュッとした体型に戻ったが、リバウンドしないよう、もう一人前を食べさせるのはやめにし、ローラの分から少し分け与えることにした。

　おかげでローラの量が減ってしまった。

　だが、もうそんな悲しい思いをせずに済むらしい。

　革命である。

「じゃあ、オムレツと、ハク用日替わりメニューをください！」

「了解であります。今日のハク様用はミニオムレツであります」

「わーい。おそろいです」

「ちなみに、明日はミニハンバーグの予定であります」

「……おそろいなのは今日だけでしたか」

「ロラえもん殿。明日もオムレツでありますか。流石さすがでありますなぁ！」

「ローラさんは冬休みの間、実家で健康的な食生活だったので、きっとオムレツが不足しているのですわ。ちなみにわたくしはトマトピザにしますわ」

「健康的な食生活とは言っても、二日に一回はオムレツを食べてたような……あ、私はキノコパスタにする」

「了解であります！」

　そして注文したものがすぐに出てきた。

　この学食のスピード感は、他ほかのレストランなどでは真似まねできない。

　それでいて美味おいしいのだから、不思議なものである。

「ところで、そろそろシャーロットさんの誕生日ですよね」

　着席したローラは、早速オムレツを食べながら話題を出した。

　今日は一月十七日。

　シャーロットの誕生日は二月二日。

　あと半月ほどしかない。

「私の誕生日パーティーはあれほど盛大にやってもらいましたし、アンナさんの誕生日パーティーだってやったんです。シャーロットさんのも計画しないと」

「確かに。場所はどこがいいかな？」

　アンナはパスタをフォークでくるくる巻きながら呟つぶやく。

「まあ、お二人とも、そんな気を遣っていただかなくてもよろしいですわ。ですが……うふふ。わたくしの誕生日を覚えていてくださって嬉しいですわぁ」

　シャーロットは両頰ほほを手で包み、笑顔で体をくねらせた。

「シャーロットさんは素直なのが美徳ですね。では早速、陛下にお願いして、私のときのように王宮を貸し切って……」

「お、お待ちくださいローラさん。流石のわたくしも、自分の誕生日パーティーを王宮で開かれたら、気後れしてしまいますわ……」

「ええ？　じゃあどうして私のは王宮だったんですか？　自分が気後れするようなことを私には……」

「王宮の大ホールを貸し切ったのは学長先生ですわ！」

「確かに。あれに関してはシャーロットは無実」

「そ、そうでしたか……疑って申し訳ありません……」

　シャーロットの日頃の行いのせいで、彼女の仕業しわざだと思ってしまった。

　証拠もないのに決めつけはよくない。

　反省である。

「分かっていただけたならいいのですわ。それと、わたくしの誕生日は毎年、お父様とお母様が実家で祝ってくださいますわ。ですから、ローラさんとアンナさんをそこにご招待しますわ」

「おお、そうでしたか！　では、お言葉に甘えちゃいます」

「ふふ。ローラさんのためにオムレツを用意しますわぁ」

「わーい！　って、シャーロットさんの誕生日なんだから、シャーロットさんの好物を用意しないと」

「わたくしの好物はローラさんの笑顔ですわ」

「な、なるほど……？」

　よく分からなかったが、とりあえず「なるほど」と言ってみたローラだった。

「そうと決まれば、約束どおり、シャーロットに手袋を作ってあげる」

「私も帽子を作ります！　学長先生に作り方を教わらないと」

「ありがとうございます。それはそれとして、ローラさんに別のお願いをしてもよろしいでしょうか？」

　シャーロットは不意に真剣な顔になる。

「改まってどうしたんです？　私にできることなら何でもしますけど……」

「わたくしの誕生日の夜。ローラさんには──」

　そして語られた願いは、とても唐突で、されど至極しごく当然のように聞こえた。

　ローラは深く考えずに頷うなずく。

「分かりました。ではパーティーが終わったあとで」

「受けてくださり、ありがとうございます。ローラさん」

　シャーロットはフッと笑う。

　気負いがあるのかないのか。どれほど決意があるのか。表情からは読み取れなかった。

「……それ。私も見てていい？」

　アンナが呟く。

「ええ。もちろんですわ」

「……分かった。横で見守る」

　少し重い雰囲気はそこで終わり。

　あとはいつもどおり、おしゃべりしながらランチを楽しんだ。

　久しぶりに食べた学食のオムレツは美味しい。

　ハクもミニオムレツを美味しそうに平らげてしまった。そして、物足りなそうにローラを見上げるが、おねだりされても分けてあげないのである。
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　放課後。

　シャーロットは一人、大賢者を探して校内を歩いていた。

　大抵いつも仮眠室で寝ているのに、今日はいなかった。

　まあ、そんなこともあるだろうと思って見て回ると、屋上でようやく見つけた。

「学長先生。お昼寝もせず、何をしていますの？」

「もう。私がいつも寝てばかりみたいなこと言わないでよ。まあ、確かに人よりは寝ているかもしれないけど……」

「軽く十倍くらい寝ていますわ」

「そんなことはないわよ♪」

　大賢者は笑ってから、

「ちょっと考え事をしていたのよ。過去のこととか、未来のこととか」

　そう言って、首から下げた懐中時計を指でなぞった。

　アルピナのことを思い出しているのだろうか。

　あの人はシャーロットから見ても、強烈な人だった。

　どんな形にせよ、まさか大賢者と同等の強さを持つ者が現われるとは思っていなかった。

　そしてパニッシャー。

　あの未曾有みぞうの大災害とも呼べるモンスターとの戦いで、シャーロットは何もできなかった。

　ただアンナと二人がかりでドラゴンを一匹倒しただけだ。

　それですら本来は快挙なのだが、すぐそばで大賢者、アルピナ、ローラの活躍を見せつけられたのだ。

　自分を褒ほめる気にはなれない。

　だが、ただ無力感を植え付けられただけの戦いではなかった。

　シャーロットは自分が弱いことなど、とっくの昔に知っている。

　いつだって、どうしたら強くなれるかを探している。

　あの戦いでシャーロットには一つ収穫があった。

「学長先生。わたくしに反射の魔法を教えてくださいまし」

「反射？　あれはかなり難しいのよ。シャーロットちゃんが頑張り屋さんなのは知ってるけど、頑張ったからって習得できるようなものじゃないのよ」

「分かっていますわ。分かっていますが、今のわたくしにはあれが必要なのですわ！」

　パニッシャーの魔力は、恐ろしいものだった。大賢者、アルピナ、ローラの三人を合わせたよりも大きかった。

　しかし、三人は力を合わせて、パニッシャーが放った光線を反射していた。

　自分よりも大きな魔力を反射する。相手の魔力を使って攻撃する。

　それが可能になれば、自分より強い者に勝てる可能性が出てくる。

　おそらく、どれだけ努力を重ねても、シャーロットの魔力がローラを超えることはないだろう。

　それは受け入れなければならない。

　その上で勝つ方法を模索する。

　反射の魔法は、一つの答えのように思えた。

「……なるほど。そういうことね。いいわよ。付き合ってあげる。けど、本気で覚えようと思ったら、この辺じゃ無理ね。周りに被害が出ちゃうし……シャーロットちゃんの命がいくつあっても足りないわ」

「で、では！」

「まあ、落ち着きなさい。あれを使いましょう。あれなら何度死んでも大丈夫でしょ？」

　シャーロットは最初、大賢者の言葉の意味が分からなかった。

　だが、すぐに納得する。

　ああ確かに、夢の世界でなら、どうなろうと現実に影響はない。

「早速、今夜からお願いしますわ」

「ええ。私も楽しみにしているわ」

　シャーロットの誕生日まで、あと十七回しか特訓の機会はない。

　あまりにも少なすぎる。

　それでも絶対に習得してみせる。

　そして誕生日パーティーが終わったあと──。
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　そして夜。

　シャーロットは大賢者から借りてきたマジックアイテムを頭の下に置いて寝ることにした。

「あれ？　それって『クラウド夢枕ゆめまくら』ですよね。誰とどんな夢を見るつもりなんですか？」

　ローラは当然の疑問を口にする。

「それは秘密ですわ。夢の中で秘密の特訓をするのですわ」

「えー、そんなこと言わないで教えてくださいよ」

「親しき仲にも秘密ありですわ」

「むぅ……まあいいです。どうせ誕生日に向けての特訓なんでしょうから。当日になれば何をしていたか分かるというものです」

「そうですわ。そのときになってからのお楽しみですわ」

　そしてシャーロットは目を閉じる。

　寝付きはいいほうなので、すぐに夢の世界へと入り込めた。

　大賢者から借りてきたこのクラウド夢枕は、クラウド夢枕を使っている者同士で同じ夢を見ることができるという不思議な道具だ。

　たんに同じ夢を見るというだけなら、クラウド夢枕以外にも、そういう魔法を使うという手がある。

　しかしクラウド夢枕には、夢の設定を細かく決めることができるという利点があった。

「……あの真っ暗な空間ですわ」

　シャーロットは枕が作り出す夢の世界で目を覚ました。

　夢なのに目覚めるというのも妙な話だが、とにかく目覚めたのだ。

　そこは上も下も右も左も、全てが真っ暗な何もない場所。

　以前もここに来たことがある。

「シャーロット様。ようこそいらっしゃいました。毎度おなじみ、クラウド夢世界の管理者です」

　聞きやすく美しい声がどこからともなく聞こえてくる。

「お久しぶりですわ。学長先生も夢の世界にいますの？」

「はい。カルロッテ様は何時間も前からお待ちです。ちなみに今回の夢は、死んだらその場で復活します。いちいち現実に意識が帰ったりはしません」

「つまり実質、夢の中では死なないということですの？」

「はい。ただし痛覚はそのままなので、首をはねられたり心臓を貫かれたりしたら痛いですよ。現実なら即死するような傷の痛みを味わうことになるので、精神が壊れないよう、気をつけてください」

　それは気をつけてどうにかなるものなのだろうか。

　だがシャーロットは、ド根性を出すことに関しては誰にも負ける気がしない。

　根性があれば何とかなるはずだ。

「それでは、カルロッテ様のところに転送します。よろしいですね？」

「ええ、お願いいたしますわ」

　答えた瞬間、景色が切り替わった。

　そこは学校の教室だった。

　シャーロットは自分の席に座っていた。

　さっきまで着ぐるみパジャマだったのに、制服に替わっている。

　しかし他の生徒はいない。

　シャーロット一人だけの静まりかえった教室だ。

　と、不意に。

　扉が開いて、大賢者が入ってきた。

「はぁい、みんな～～。学長先生の特別授業の時間よ～～」

　などと言って教壇に立つ大賢者。

「それじゃあ、まず点呼を取ります。シャーロット・ガザードさん」

「……はい」

　とりあえずノリに付き合ってやることにし、返事をする。

「はい、全員いるわね。遅刻した子がいなくて優秀なクラスだわ」

「学長先生！　わたくししかいないのですから当然ですわ！」

「うふふ。ごめんごめん。でも今から『反射魔法の授業』をやるんだし、ここは教室だから、形式は大切でしょう？」

「そういうものですの？」

「あと。私って教壇に立たないじゃない？　だから点呼取ってみたかったのよね」

「はぁ……まあ、いいですわ。それでしたら形だけでなく、しっかり授業をしてくださいまし」

「もちろんよ。ただ、その前に。最後の確認よ。ローラちゃんでもなく、エミリアでもなく、この私に教えを請うってことは、甘々なのじゃなくて、厳しいのを望んでいるのよね？」

　大賢者は微笑ほほえみながら問いかけてきた。

　それを見てシャーロットは、怖い、と思った。

　いつもの彼女は本当に優しくてノンビリした人だが、こと『戦い』『強さ』などが絡からむと、急に別人のような顔が見えてくる。

　いつもと同じような微笑みなのに、どこか違う。

　妥協を許さない厳しさが見え隠れする。

　逆にエミリアは普段は厳しいが、いざとなれば甘さが出る。

　まっとうな授業を受けるならエミリアだが、シャーロットが欲しているのはまともなものではない。

「……ええ。もちろんですわ。学長先生。遠慮など微塵みじんもいりませんわ！」

「結構。ま、シャーロットちゃん相手に愚問だったわね。それじゃ、始めるわよ。今からあなたに攻撃魔法を撃つわ。反射しなさい」

　刹那せつな、大賢者の指先が輝き、シャーロットの右肩を光の矢が貫いた。

「っ！」

　シャーロットは痛みで呻うめき、肩を押さえる。

　だが、すでに傷は塞ふさがっていた。

　なんと大賢者は、攻撃すると同時に回復魔法も放っていたのだ。

「あら、どうしたのシャーロットちゃん。全然反応できてないじゃない。今から撃つって宣告してあげたんだから、反射できなくても反応くらいはしてね」

　大賢者は微笑んだまま淡々と言う。

　口でコツを説明するようなこともせず、いきなり実践。

　言葉で聞いて頭で理解したつもりになるより、肌で感じて体で覚えろという思想。

　そうでなければ真剣勝負の場で使い物にならない──ああ、シャーロットにもよく分かる。

　とはいえ、撃つと言ってから一秒もせずに撃つとは恐ろしい。

　こちらの心の準備などお構いなし。

　……いや。違う。

　大賢者はまず、シャーロットの覚悟を問いただしたのだ。

　それに頷いた時点で、授業は始まっていたのだ。

　そこから更に「撃つ」と言ってくれたのだから、甘すぎるほど甘い。

　なのにシャーロットは何もできなかった。

　まだ厳しくするに値しないと言われているような気がした。

「悔しいかしらシャーロットちゃん。悔しかったら頑張ってね」

「心を抉えぐられるようですわ……」

「だって厳しくしてって言われたから。手加減してあげるほうがシャーロットちゃん的に一番堪こたえるでしょう？」

「まさかそういう厳しさで来るとは思いませんでしたわ！」

　また大賢者の指が光る。

　今度こそ反射してみせようと、シャーロットは魔力障壁を張る。

　が、光の矢はそれを素通りして太ももを貫通した。

「くぅ……」

「今度は見えてたみたいだけど、そう簡単にはいかないわよね。反復練習は全ての基本。しばらく続けるわよ」

「望むところですわ！」

　そうして一時間ほど続けると、シャーロットは立ち上がれないほど疲弊ひへいしてしまった。

　傷は撃たれたそばから治っている。

　しかし連続した激痛で、気力がすり減ってしまったのだ。

「いったん休憩よ、シャーロットちゃん」

「い、いいえ……まだやれますわ……」

　すり減りながらも、それでもシャーロットは立ち上がろうともがく。

「いいから休みなさい。座学にしましょう。反射の魔法とはなんなのか」

　結局、口頭でそれを説明するんかい！

　とシャーロットはツッコミを入れたくなったが、大人しく聞くことにした。

「効果としては単純。敵が撃ってきた魔法を反射して、可能なら敵に当てる。これが成功すれば敵の魔力で敵を攻撃することが可能ね。最小の労力で最大の効果。けれど、これがとても難しい。なぜかしら？」

「……大きな魔力を反射するには、それ相応に大きな魔力が必要だから……ですの？」

「うーん、違うわね。確かにパニッシャーの光線を反射するのには、とんでもなく魔力を必要としたわ。でも、反射するのに必要な魔力は、光線の三割以下だった。そして私がさっきまで撃っていた光の矢に込められた魔力なんて微々たるもの。あれの三割くらい、シャーロットちゃんなら余裕で出せるわ」

「つまり、わたくしにできないのは技術的な問題というわけですね？」

「そう。ではどんな技術が必要なのか。それは相手が撃ってきた魔法を正確に見極めること。どんな属性なのか。拡散型なのか集中型なのか。まっすぐ飛ぶだけなのか、追尾式なのか。込められた魔力の量は？　波長は？　そういったものを全て把握して、逆位相の魔力をぶつけてやる。これが反射の魔法よ」

「……そんな細かい分析を一瞬で行いますの？」

「ええ。とはいえ撃たれてからじゃ間に合わないから、撃たれる前に。相手が魔力を集中して、魔法を放とうとしている段階でおおよそを読み取れるようにならなきゃ駄目。こればっかりは、何度も繰り返して練習するしかないわね。シャーロットちゃん、教えてないのに、さっきから私の魔力の流れを目で追っていたでしょう？」

「なんとなく、そうしたほうが上手うまくいくと思ったのですわ」

「あなたのやろうとしたことは正解よ。あとは上手にできるようになるだけ」

「なかなか難しいですわ……冬休みに一度だけ成功しましたのに……」

「あら？　マグレとはいえ凄いじゃないの」

　大賢者は目を丸くして感心した。

「ローラさんが投げた雪玉を反射しましたわ。やはり、わたくしは天才なのですわ！」

「雪玉を反射？　それは変ね。飛行魔法で雪玉を飛ばしてるなら、それに干渉して反射することもできるけど、ただ投げただけでしょ。原理的に反射できないわよ」

「そ、そうは言っても、現に反射したのですわ！」

「何かの間違いじゃないの？　シャーロットちゃんのおでこに当たって跳ね返ったとか……」

「違いますわ！　ちゃんと体に触れる前に反射したのですわ！」

　大賢者がなかなか信じてくれないのでシャーロットは涙目になって訴えた。

　すると大賢者は「うーん」と顎あごに手を当てて唸うなる。

「シャーロットちゃんの変なオリジナル魔法、何て名前だったかしら？　次元倉庫を半端はんぱに開いて空間を歪ゆがませて攻撃をそらすあれ」

「変とか言わないでくださいな！　ゴージャス・シャーロットによる華麗なるディメンション・バリヤー！　略してディメンション・バリヤーですわ！」

「略しても長いわね……で、そのディなんとかバリアー、無意識のうちに使ってなかった？」

「そんなことはありませんわ……よ？」

　シャーロットは断言してやるつもりだったのに、言っている途中で声が小さくなってしまった。

「自信なさげねぇ」

　なにせディメンション・バリヤーは、シャーロットの必殺技だ。

　空間を歪めることにより、原理上、どんな攻撃でもそらすことができる。

　ディメンション・バリヤーを突破するには、同じく空間に干渉する魔法を使う必要があるという強力な防御技なのだ。

　防御技なので実際は敵を必殺できないのだが、格好いいので必殺技と呼んでいる。

　とにかくお気に入りの技だった。

　よってシャーロットはこの技を練習しまくっている。

　戦闘中、どこから不意打ちが来ても発動できるように。

　だから飛んできた雪玉をそらすため、無意識のうちにディメンション・バリヤーを使ってしまったというのも考えられる。

　しかし、だ。

「ディメンション・バリヤーはあくまで攻撃をそらすだけですわ。反射はできませんわ」

「それは普通のディメなんとかン・バリヤーの話でしょう？　でも、そのときシャーロットちゃんは『反射したい反射したい』と強く念じていたはずだわ。想おもいは魔法に作用するから。もしかしたら、それでいつもより空間を歪めて、そらすのではなく反射しちゃったんじゃないかしら？」

「ディメンション・バリヤーで反射……そんなことがあり得るのですか……？」

「さあ……そもそもディメンション・バリヤーそれ自体が偶発的に生まれた魔法だし。そういうこともあるかもしれないわ。シャーロットちゃん、意外性だけならローラちゃんに匹敵ひつてきするし」

「このわたくしがローラさんに匹敵……？　ふふふ……やはりシャーロット・ガザードは天才ということですわね！」

「あら、元気になったわね。そう、あなたは天才よ。魔法適性値なんて目安よ。さて、練習を再開しましょうか」

　シャーロットは立ち上がる。

　もう痛みによる疲労は消え去っていた。

　大賢者の攻撃は相変わらず直撃してくる。

　ついには心臓を貫かれて死んでしまった。

　が、その場で復活。

「どんと来いですわ！」

「……痛くないのシャーロットちゃん？」

「痛いですわ。死ぬかと思いましたわ！　しかし立ち止まってなどいられないのですわ！」

「若いわねぇ。あなたに付き合っていれば、その元気を分けてもらえそうだわ。行くわよ！」

　こうしてシャーロットと大賢者の修行は、朝になるまで続けられた。

　目を覚ましたとき、シャーロットはとてつもない疲労感に襲われた。

　そのまま二度寝したかったが、ローラに無理矢理、制服を着せられ、教室まで引きずって行かれてしまった。

「こらぁぁっ、シャーロットさぁぁんっ！　起きなさぁぁぁい！　私の授業がそんなに退屈だって言うのっ！」

　授業中、エミリアの怒鳴り声が聞こえてくるが、夜に大賢者の授業を受けたのだ。昼くらいは休ませて欲しいものである。





※






　二月二日。

　シャーロットの誕生日がやってきた。

　授業が終わったあと、ローラたちはシャーロットの実家に向かう。

「私まで招待していただいて恐縮であります！」

　ミサキが道を歩きながら尻尾をピコピコさせる。

「ミサキさんは大切なお友達ですわ。招待するのは当然ですわ。むしろ来ていただいて感謝ですわ」

　そして途中でラン亭に寄り、ランとニーナとも合流する。

「いつものチェイナドレスで失礼にならないアルか？」

「問題ありませんわ。むしろお可愛かわいらしい衣装にお母様が大喜びですわ！」

「お金持ちの家って初めて……緊張するわ……」

「緊張するほどのものではありませんわ。王宮のほうが大きいですわ」

「王宮は大きすぎて参考にならないし……」

　ニーナはカチコチに固まって、ラン亭の前から歩けなくなっていた。

　そこでローラとアンナが脇腹をこしょこしょしてあげたら、「なにするのよ！」と緊張がほぐれた。よかったよかった。

　そうしてシャーロットの実家に行くと、二人のメイドさんが出迎えてくれた。

「お帰りなさいませシャーロットお嬢様」

「お友達の皆さんも、よく来てくださいました」

　前に来たときはローラはメイドさんと会えなかったが、二人雇っているというのはシャーロットから聞いていた。

「背が小さいのは、メイ。大きいのは、シアンですわ」

　シャーロットが彼女らを紹介してくれた。

　ローラたちはぺこりと頭を下げ、自己紹介する。

　しかし二人とも、こちらのことを前からシャーロットから聞いていたようで、よく知っている様子だった。

「シャーロットお嬢様のような面倒くさい方とお友達になってくださり、本当にありがとうございます」

　と、メイがぶっきらぼうな口調で言う。

「色々とうっとうしいことを言ってくるでしょうが、そういうときは心置きなく無視してくださって構いません。シャーロットお嬢様の言うことをいちいち相手していたら、それだけで日が暮れてしまいますから」

　と、シアンが丁寧な口調で言う。

　どちらも口調が違うだけでシャーロットを下げているのは一緒だ。

　メイドさんってこういういうものだっけ、とローラたちは首を傾かしげる。

　なにせ皆、お金持ちではない。

　メイドさんというものに不慣れなのだ。

　しかし、王宮にいたメイドさんは、もっと女王陛下を敬っていたような……。

「メイ！　シアン！　家族の前ではともかく、皆さんの前でそういうことを言うのはやめてくださいまし！」

　シャーロットはムキーッと目をつり上げて怒る。

　するとメイドの二人は表情を柔らかくし、シャーロットの頭を撫なで上げた。

「冗談です。シャーロットお嬢様がウザったいのは本当ですが、そのウザさが絶妙に可愛いのです」

　と、メイがぶっきらぼうに。

「そのとおりです。シャーロットお嬢様はウザキャラとしての地位を確立しております。目に入れても痛くないほどウザ可愛いです。ご友人方もそれを分かっているから友達付き合いをしておられるのでしょう。そうでなければシャーロットお嬢様の暴走に音ねを上げているはずです」
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　と、シアンが丁寧に。

「流石のわたくしも褒められている気がしませんわ！　お二人がわたくしを好きなのか嫌いなのか分かりませんわ！」

「「もちろん大好きです」」

「そ、そうですの……？　それならよろしいのですわ……うふふ。やはりわたくしのゴージャスさには、何者もあらがえないのですわね」

　シャーロットはすぐに機嫌がよくなってしまい、ゴージャスがどうとか言い出した。

　なるほど。これは確かにウザ可愛い。

　そして玄関を開けると、クラッカーが二つ同時に鳴り響いた。

　シャーロットの母クリスティーナと、父アーサーだ。

「シャロちゃま！　お誕生日、おめでとうざます！」

　クリスティーナは身長も体型も顔立ちもシャーロットそっくりだ。並ぶと双子にしか見えない。ただメガネをかけているので、そこで見分けることができる。

　そして似ているのは外見だけでなく、ウザ可愛さもだ。

　ざますざますと言いながら、クラッカーを連射している。

「シャーロットもいよいよ十五歳か。これからは落ち着いた淑女らしい振る舞いを身につけるのだぞ」

「あら、お父様。わたくしはすでに、どこに出しても恥ずかしくない淑女ですわ！」

「そ、そうか……？　うむ。確かにこの上なく美しく育った、我が輩の自慢の娘だ。あとは暴走する癖くせさえ直せば完璧だ」

「そうざます。シャロちゃまは暴走するのが玉に瑕きずざます」

「お母様にだけは言われたくありませんわ！」

　後ろで聞いていたローラも、そうだろうなぁと頷いた。

　ローラたちは家の中に入り、招待してもらったお礼を言う。

　クリスティーナは「ローラちゃま～～、ハクちゃま～～、アンナちゃま～～」とハイテンションだ。

「はじめましてアル。ラン亭の店主の〝ラ・ラン〟アル。お招きいただきありがとうございますアル」

「は、はじめまして、ニーナです……シャーロットにはいつもお世話になっています……」

　ランはともかく、ニーナは緊張しすぎて声まで固くなっていた。それにしても、一体いつシャーロットがニーナのお世話をしたというのか。

　シャーロットはむしろ、ラン亭でお漏もらししそうになったりと、迷惑をかける側だったはずだが……。

「まあ、なんと可愛らしい服ざます。かのラン亭には一度行きたいと思っていたざますが、なかなか機会がなかったざます」

「ぜひ来て欲しいアル。そうだ。シャーロットちゃんに、ラン亭から『ラーメン無料チケット』を十枚プレゼントするアル。これを使って家族で来るといいアル」

「まあ、ランさん、ニーナさん。素敵なプレゼント、ありがとうございます。近いうちに使わせていただきますわ～～」

　それからミサキが耳と尻尾を揺らしながら頭をぺこりと下げた。

「学食で働いているミサキであります。シャーロット殿にはいつも遊んでもらっているであります」

「まあ、あなたが獣人のミサキちゃまざますね！　シャロちゃまが言っていたとおり、モフモフざます！」

「さ、触っては駄目であります！」

　目を輝かせたクリスティーナから逃れるため、ミサキはローラの後ろに隠れた。

　そうして和気わき藹々あいあいと誕生日パーティーは始まった。

　有名なお菓子屋さんに作ってもらったという特大ケーキと、クリスティーナが焼いたというローストチキン。メイドの二人が作った料理の数々。

　流石はお金持ちの家という感じに豪華で、そして王宮ほど大げさにならない、丁度いいパーティーだ。

　大人ならここでシャンパンなどを飲むのだろうが、主役のシャーロットが子供なので普通のサイダーで乾杯だ。

「シャーロットさん。約束どおり、手編みの帽子です。頑張って作りましたよ！」

「私からも約束の手袋。二回目だったから上手に作れた」

「ローラさん、アンナさん……ありがとうございます。感動ですわ、早速つけてみますわ！」

「似合ってますよ、シャーロットさん。特に私の作った帽子が素晴らしいですねぇ」

「おしゃれポイントがアップした。はなまる」

「ローラさんは帽子の作り方を誰に教わったんですの？」

「シャーロットさんとアンナさんが前回、学長先生に教えてもらったと言っていたので、私もそうしようとしたのですが……学長先生はいつ頼みに行ってもお昼寝してばかりなので、お母さんに教えてもらいました」

「そのために実家まで帰ったのですの？　感謝感激ですわ！」

「まあ、空を飛んでいけばすぐですからね」

　ローラの実家まで本来は馬車で一日かかるくらい遠い。

　だがスピード無視の飛行少女であるローラに、そんなものは関係ないのだ。

「シャーロット殿。私からは……シャーロット殿が前から欲しがっていた……これを差し上げるであります……！」

　ミサキは何やら悲痛な覚悟を秘めた顔で一枚の紙を出してきた。

　それには『耳と尻尾モフモフ十分チケット』と手書きされていた。

「ああ～～ミサキさん、ついに覚悟を決めたのですわね！　では、さっそくこの場で使わせていただきますわ……」

「ま、待つであります！　有効期限をよく見るであります。期限は明日からであります。今日は駄目であります」

「まあ、そうでしたの……では明日使わせていただきますわぁ」

「うぅ……心の準備が大変であります。念のために言っておくでありますが、そのチケットは一度使ったらお終しまいであります。何度もは使えないでありますよ！」

「承知しておりますわ～～」

「ミサキさん。そのチケット、次の私の誕生日にください！」

「私の誕生日にも」

「ロラえもん殿とアンナ殿も欲しいでありますか……？　分かったであります。ただし一枚ずつであります！」

「やったー！」

「流石はミサキ」

　ローラとアンナは大喜びする。

　とはいえ、そのチケットがなくても、割と頻繁にモフモフしているのだが。

　どうもミサキはそのことに頭が回っていないようで、誕生日に一枚だけ渡せば、年に一度しかモフモフされないと思っている顔だ。

「ぴー」

「おや？　ハクもなにかプレゼントするんですか？」

「ぴぃ」

　ローラの頭から飛び立ったハクは、部屋の中を飛び回り、宙返りしたり、錐きりもみ回転したりと、曲芸飛行してみせた。

「ぴぴー！」

　そして最後にシャーロットの胸に飛び込み、「誕生日おめでとう」という感じに鳴いた。

「まあ、ハクったら、こんな素敵なダンスをありがとうございますわ。サプライズでしたわぁ」

「ぴぃ」

　ハクは満足そうに尻尾を振り、ローラの頭に戻ってきた。

　そのあと二人のメイドが、美しいハーモニーで誕生日を祝う歌を歌った。

　父アーサーは新しい服を。母クリスティーナは素敵なガラス瓶びんに入った香水をプレゼントする。

　やがて時計の針がどんどん進み、料理が空になり、楽しい誕生日パーティーは終わってしまった。

「泊まっていかないざますか？」

「お母様、明日も授業があるのですわ。それにこの人数では流石に寝る場所がありませんわ」

　ということで、それぞれが家路についた。

　寮に帰ったローラたちは大浴場で汗を流し、歯を磨く。

　そして──。

「さてと。眠りますか」

「ええ。ローラさん……よろしくお願いしますわ」

　ローラとシャーロットはいつもと同じようにベッドに並んで寝転んだ。

　しかし、いつもと違うところが一つ。

　二人とも、大賢者から借りた『クラウド夢枕』を頭の下に敷いているのだ。

　昨日まではシャーロットだけがそれを使っていた。夢の世界で何をやっているのか、ローラがいくら聞いても教えてくれなかったが……今日、その成果を見ることができる。

「ふふふ。生まれ変わったわたくしの力を見せて差し上げますわ」

「楽しみです。果たしてそれが私に通用しますかね……ふふふ」

　ローラとシャーロットは不敵に笑い合い、どちらが悪党っぽくできるか競い合い、やがて笑い疲れて「すやぁ」と同時に眠ってしまった。
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　そこは王立ギルドレア冒険者学園の闘技場だった。

　一学期の終わりに行われた『校内トーナメント』の舞台となった場所だ。

　ローラはあのときと同じ夏服を着て、リングに立っていた。

　向かい側にシャーロットが立っている。やはり夏服だ。

　デジャブを感じる。

　シャーロットはいつもローラに張り合っていたが、こうして改めて考えてみると、ローラとシャーロットが一対一の決闘をしたのは、トーナメントの決勝の一度きり。

　あのときの再現をしたいらしい。

「ようこそローラさん、闘技場へ。わたくしとローラさんが戦うのですから、やはりそれなりに雰囲気のある場所がいいと思い、クラウド夢枕ゆめまくらを調整しましたわ」

「なるほど。異論はありません。今から戦うんだぞっ、という気分になりますからね」

「ぴー」

「ハクもそう思いますか……って、どうしてハクがここに？」

「ぴぃ？」

　ローラの頭の上には、いつものようにハクが座っていた。

「おそらく、自分のベッドから這はい出して、クラウド夢枕の上で寝てしまったのですわぁ」

「むむ……一対一の約束ですから、ハクは参加しちゃ駄目ですよ」

　ローラはハクを降ろし、顔を見つめながら言い聞かせる。

「ぴー」

　伝わったのか伝わっていないのか、よく分からない返事だ。

　すると、客席から声が聞こえてきた。

「ハクは私たちが預かるから、あなたたちは戦いに集中しなさい」

「ハク。こっちおいで」

　見ると、大賢者とアンナが並んで座っていた。

　この広い闘技場に、観客はこの二人だけ。

　校内トーナメントとの最大の違いだ。

「ぴ」

　ハクは短く鳴いて、アンナの頭の上まで飛んでいく。

「さて。これで戦いの準備は整いましたわね」

「そうですね。ところで、これはどういう名目の戦いなんでしょう？　シチュエーションはどうなっているんです？」

　前に戦ったときは、トーナメントの決勝というこの上なく立派な理由があった。

　また、シャーロットとアンナがクラウド夢枕を使って決闘したときは、悪い魔法使いにさらわれたローラ姫を、正義の剣士アンナが助けに行くという設定があった。

　では、今日は？

「名目などありませんわ」

　シャーロットは当然のように言った。

「わたくしが戦いたくなったから挑いどんだ。ローラさんはそれを受けた。それ以上の何が必要なのでしょう？　わたくしたちは親友同士ですわ。ケンカもしていませんし、いがみ合うなどもってのほか。戦う理由などありませんわ。ないものは、いくら考えたって出てきませんわよ」

　全く以もつて奇妙な話だった。

　理由がないなら戦いは発生しない。

　なのに戦おうとしている。

　筋が通らない。

　だがローラは、誕生日パーティーが終わったあと決闘しましょうとシャーロットに言われ、当然のことのように頷うなずいた。

　理由はいらない。

　強いていえば、比べたくなるのだ。

　強い奴やつが二人いたら、どっちが強いのか比べたくなってしまうのだ。

　例えば、ベヒモスとリヴァイアサンはどっちが強いんだろう。

　ブルーノとドーラはどっちが強いんだろう。

　大賢者とアルピナは？

　魔神とパニッシャーだったら？

　暇なときにはつい考えてしまう。

　そして。

　毎晩、クラウド夢枕を使って何かの修行をしていたシャーロットと、今の自分が戦ったら？

　比べたい。確かめたい。

　それが理由。

　突き詰めると──戦いたいから戦う。

「学長先生。戦いの合図をお願いしますわ」

「分かったわ。ルールはなし。時間の制限も、場所の制限もなし。最後まで生きていた人の勝ち。いいわね？　それじゃあ……始め！」

　刹那せつな。

　ローラとシャーロットが放った光の矢が激突し、余波でリングが消し飛んだ。

　一学期の決勝戦も、最初にリングが消滅するところから始まった。

　謀はかったわけでもないのに、同じ幕開け。

　ただし、あのときは二人の光の矢が完全に互角だった。互いを相殺そうさいしていた。

　しかし今回は違う。
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　ローラの光の矢が圧倒的に強く、威力をほぼ維持したまま、シャーロットへと迫る。

　校内トーナメントのシャーロットは、ガザード家に伝わる『アビスの門』という場所に籠こもり、体への多大な負担と引き換えに、実力以上の魔力を手に入れていた。

　ようは一時的なドーピングのようなもの。

　それがなくなり、シャーロットの魔力は素の状態に戻ってしまった。

　もちろん一学期に比べて、シャーロットは何倍にも成長している。

　しかし、ドーピングなしではローラと正面から競り合うのは不可能だ。

　一方、ローラの魔力もまた、順当に成長している。

　シャーロットほど激しい修行をしていないので数倍という伸び方はしていないが、それでも一学期に比べたら二割か三割は増えている。

　つまり、魔力の量だけで考えると、前の戦いよりローラは強くなり、シャーロットは弱体化している。

　本来ならば、勝負が成立しないほどの差があるのだ。

　にもかかわらず、シャーロットは挑んできた。

　理由などないとは言うものの、それでも勝ち目が万分の一でもあるから挑んだはず。

　それが何なのか、ローラは見たい。

　シャーロットは日常でも戦いでも、いつもワクワクすることをしてくれる。

　一緒にいると飽きない。楽しい。ずっと笑っていられる。

　ローラはシャーロットが大好きなのだ。

　だから、見せて欲しい。

　直撃すればそこで決着がついてしまうであろう光の矢をどうしのぐのか、さあ！

　と。

　ローラが期待たっぷりに見つめていると、シャーロット前方の空間がぐにゃりと歪ゆがんだように見えた。

　次元倉庫を応用した、ディメンション・バリアーだ。

　確かに空間を歪めて攻撃をそらしてしまえば、威力など関係なくしのぐことができる。

　しかし、ローラは大人しくディメンション・バリアーを使わせるつもりはなかった。

　次元倉庫を応用した技なら、次元倉庫と同じ方法で発動を止めることができるはず。

　そう思ってローラはディメンション・バリアーに干渉しようとした、が。弾はじかれた。

「！」

　次元倉庫に似ているが、次元倉庫とは大きく異なる。同じ魔法だと思って無力化しようと思ったローラは、自分の浅はかさを知った。

　それにしても、こうしてじっくりと観察すると、なんて入り組んだ術式だろうか。

　もともとディメンション・バリアーは、シャーロットが次元倉庫を開こうとして失敗した結果生まれた、彼女オリジナルの魔法だ。

　そのとき失敗して半端はんぱに開いた次元倉庫にシャーロットの手首がすっぽりはまって抜けなくなり、大騒ぎになったことがある。

　その挟まった手首はローラの技術ではどうしてやることもできず、わざわざ大賢者を呼んできて次元倉庫の穴を広げてもらった。おかげでシャーロットの手首は抜け、お漏もらしする前にトイレに駆け込むことができた。

　その騒ぎから想定するべきだった。

　ローラの技術では、シャーロットのディメンション・バリアーには干渉できない。

　使われたが最後、ローラの攻撃は全てそれてしまう──。

　否いな。それどころか。

「跳ね返ってきた!?」

　光の矢はそれてどこか別の方向へ飛んでいくと思っていたのに、何とローラへ向かって返ってくるではないか。

　まるで反射の魔法。

　しかし、明らかに術式が違った。

　冬休みに雪玉を反射する練習をしていたときは、怪しいながらも反射の術式だったのに。

　いや、しかし。あの一度だけ成功したときは、別の魔法の術式が混じっていた気がした。

　深く考えていなかったが、今にして思うと、あれはディメンション・バリアーの術式だったのかもしれない。

　ローラは光の矢を防御結界で受け止める。

　自分の魔法だけあって、かなりの威力だった。

「あのとき雪玉を跳ね返したのは、反射の魔法がマグレで成功したのではなく……ディメンション・バリアーだったんですね！」

「ええ、どうやらそのようですわ。いずれにせよマグレなのは変わりませんが。しかし……ふふ、ローラさん。この魔法の恐ろしさに気づいていますか？」

「ええ、それはもちろん」

　ローラはそう短く答えつつ、内心で喝采かつさいを送っていた。

　本来の『反射の魔法』は、相手の魔力を使って攻撃するとはいえ、実のところ、自分の魔力もかなり消費する。

　その量は、おおむね相手が使った攻撃魔法の三割ほどだ。そのくらい使わないと干渉して反射することはできない。

　対してシャーロットの『空間を歪める反射』は、原理が根本的に違うため、相手の攻撃魔法がいかに強力でも、自分が消費する魔力量は一定だ。なにせ相手の魔法そのものに干渉しているわけではないのだから。

「でもシャーロットさん。それでもディメンション・バリアーは完璧かんぺきな技じゃないですよ。それはアンナさんが証明しています」

　ディメンション・バリアーがいかに空間を歪める絶対防御の技だとしても、それを発動させているシャーロットは人間だ。絶対には程遠い。

　攻撃が来たと知覚しなければ、湾曲も反射もできない。

　かつてアンナは圧倒的手数てかずによりシャーロットの動体視力を凌駕りようがし、相打ちに持ち込んだ。

　あれは本当に素晴らしい戦いだった。二人が散らす火花はあまりにも美しく、ローラの目に焼き付いてしまった。

　ゆえにこそ攻略法もまた焼き付いている。

　手数。

　シャーロットの動体視力では追い切れず、シャーロットの反射神経では対応できないほどの、圧倒的物量。

　アンナはそれを実現するため、己おのれの体が自壊するほどのリスクを冒して疾走した。

「私の攻撃、シャーロットさんはどこまで対応できますか!?」

　ローラは再び光の矢を出した。

　一本や二本ではない。

　三千本だ。

　それをシャーロットの周りにドーム状に配置して取り囲む。

　ネズミが逃げ出す隙間すきまもない。

　発射。ただし全て同時にではなく、時間差をつけて。

　もし同時発射なら、シャーロットは攻撃が届く一瞬だけを狙ねらい、全身をディメンション・バリヤーで包めばいい。

　だが、こうして緩急をつけて攻撃することにより、光の矢が最後の一本になるまで、シャーロットは緊張を解くことができない。

　次は右か左か前か後ろか。いいや全方向からか。しかし発射した矢はまだ二百本。あと千八百本も残っている。

　太ももを狙って心臓を狙って後頭部を狙って、右肩と左肩を同時に狙って、背骨に沿って狙って、今度はまた全身に撃ち込む。

　そうやってローラは三千本の矢をたっぷり十秒も使って攻撃した。

　十秒。

　日常生活の中では短い時間だ。

　しかしローラたちは超音速で戦うのが当たり前になっている。その中の十秒は気が遠くなるような長さだ。

　果たしてシャーロットには、十秒間も全身くまなくディメンション・バリヤーを貼はり続けられるほどの魔力があるだろうか。

　それも通常型ではなく反射型を。

　無理だ。

　だから体のどのポイントに光の矢が飛んでくるのかを知覚し、そこだけを集中して守るという技術が必要になる。

　アンナは双剣の連撃で、その隙間を貫いた。

　ならば、ローラの攻撃は──。

「……驚きました。まさか三千発、全て反射してしまうなんて。感服です」

　そう。シャーロットは十秒間、集中力を絶やすことなく、完璧にローラの猛攻をしのぎきった。

　全身にディメンション・バリヤーを貼り続けるという力技ではない。

　一発一発を見極めて、しっかり魔力を節約して耐えきった。

　だからこそ、ローラは心の底から賞賛を贈ったのだ。

　恐るべき技術力。

　反射された光の矢は、四方八方に飛んでいき、闘技場を徹底的に破壊していた。

　大賢者とアンナは、自分とハクを守り無傷。

　その二人の周りだけが切り取られたかのように被害が少なく、それ以外は木こっ端ぱ微塵みじんだ。

　立派だった闘技場はただの瓦礫がれきの山と化し、それどころか被害は校舎や、近くの民家にまで及んでいる。

　ここが夢の世界でなければ、何人を巻き込んでいただろうか。

　三千本の矢は、決して数だけの技ではなかった。

　攻撃力に関しても、これほどのものだった。

　それでも今のシャーロットには通用しない。

　ローラは背中に冷たい汗が流れるのを感じた。

「この程度で驚いてもらっては困りますわ、ローラさん。わたくしが半月間、一体どこの誰と修行していたと思っていますの？　学長先生とですわ。天下の大賢者、カルロッテ・ギルドレアの攻撃に一晩中晒さらされ続け、怪我けがをして、死んで、それでも生き返ってまた死ぬ。そんな夜をわたくしは半月過ごしたのですわ。ええ、確かにローラさんはお強いですわ。そこに異論を挟む者などいないでしょう。しかし……学長先生以上ということはないのでは？」

　シャーロットは笑う。

　それは自信の笑み。

　それは余裕の笑み。

　それは嗜虐しぎやくの笑み。

　認めざるを得ない。

　この瞬間、この戦いにおいて、シャーロットは優位に立っている。

　ローラは驚いて、悔しくて、それらの感情を嚙かみしめてから、自分の頰ほおを叩たたいた。

　そして深く息を吐く。


「ふぅぅぅ……シャーロットさん、申し訳ありませんでした。私は本気を出しているようで、出していませんでした。思い上がっていました。何だかんだで、シャーロットさんなんてその気になれば一瞬で倒せると。ごめんなさい。ようやく意識が追いつきました。だから……今から本気でぶっ飛ばします」



「無理もありませんわ。わたくしは不甲斐ふがいなかったですから。パニッシャーとの戦いで何もできませんでした。あんなに弱いわたくしを見せつけておきながら、最初から本気のローラさんと戦えるとは思っていませんでしたわ。けれど分かっていただけて嬉うれしいですわ。さあ、もっと分かり合いましょう、ローラさん」

「はい！　シャーロットさんがしてきた修行がどんなものだったか、もっと教えてください！」

　ローラは次元倉庫の門を開き、その中にシャーロットを飲み込もうとした。

　しかし反射型ディメンション・バリヤーと妙な具合に干渉し合って、空間がきしむ。

　黒板をひっかいたような音が響いた直後、爆発が起きる。

　その爆発に巻き込まれたところでローラは傷一つ負わないが、炎で視界を遮さえぎられるのを嫌い、空中に逃げた。

　同じようにシャーロットも空に上がってきた。

　空中戦だ。

「お互い、前に比べたら飛行魔法が随分とスムーズになりましたね」

「ですわね。トーナメントの頃ころの飛び方を見たら、きっと笑ってしまいますわ」

　ここはクラウド夢枕が作った、偽の王都だ。

　だが、こうして空から見下ろす景色は本物にしか見えない。

　校内トーナメントの決勝で見た景色と同じだ。

　けれど決定的に違うのは──。

「シャーロットさん。あの王都は誰も住んでませんね」

「ええ、そうですわ。あれは巻き込んでも大丈夫な王都ですわ」

　ローラとシャーロットは空で見つめ合い、ニヤリと笑う。

「では早速、巻き込むことにしましょう！」

　ローラは腕を空に向けて振り上げた。

　そして魔力を放出する。

　それを吸い込んだかのように、太陽が大きく膨れ上がっていく。

　五倍……十倍……二十倍。また大きくなる。

　否。否。否。

　これは太陽にあらず。

　太陽よりなお眩まばゆく、太陽より地上近くに浮かぶ球体。

　灼熱しやくねつの塊かたまり？　そんな言葉ではこの熱さを表すには足りない。

　紅蓮ぐれんの塊？　そんな言葉ではこの輝きを表すには足りない。

　このようなものが人前に落ちたことがないゆえに、これを形容する言葉はない。

　ただただ大きくて眩まぶしくて熱い。

　見る者の肉体も語彙ごいも殺してしまう、必殺技。

「これはまた……ローラさん、こんな恐ろしい技を隠し持っていたなんて」


「シャーロットさん。この大きさならディメンション・バリヤーの面積が足りませんね。反射は無理ですよ。さあ、せめて生き延びることができたらいいですね。それでは……喰くらえ！　必殺！　ローラ・サァァンッシャイィィィィンッ！」



　説明しよう。ローラ・サンシャインとは！

　魔力を集めて大きな球にして相手にぶつけるローラの必殺技であり、今思いついた技である！

　しかしその威力は間違いなくローラがこれまで放ってきた攻撃魔法の中で最大。

　ローラ・サンシャインはシャーロット目がけて落下していく。

　防御は現実的ではない。反射もまた不可能。

　だから回避するしかないが、この攻撃魔法は範囲が大きいくせに速いのだ。

　すでにシャーロットは飲み込まれて見えなくなっている。

　のみならず、ローラ・サンシャインは地表に到達し、まず冒険者学園とその周囲の区画を蒸発させ、それから爆発。一撃で王都の半分を焼き尽くした。

　この熱波と爆風の前では、仮にシャーロットが直撃を回避していたとしても、余波だけで大きなダメージを負っているだろう。

　と、思っていたのだが。

　ローラの背後で、何かが召喚される気配がした。

　振り返ると、ドラゴンほどもある雷の精霊が自分に向かって拳こぶしを振り下ろしている最中だった。

「っ！」

　ローラは驚きつつも防御し、同時に雷の精霊を破壊する。

　今の攻撃を気づかずに背後から喰らっていても、別にダメージらしいダメージにはならない。

　重要なのはそこではなく、攻撃が来たということそのもの。

　つまりシャーロットはいまだ、召喚魔法を使えるくらいピンピンしているという事実だ。

「甘いですわよ、ローラさん。言ったはずですわ。わたくしの修行相手は、学長先生だったと！」

「そうでした、そうでした。いえ、忘れていたわけではありませんよ。それを踏まえても驚いたんです。私にはシャーロットさんが回避するところが見えなかったんですけど……どんなカラクリでしょうか？」

「それはご自身で解き明かすのですわ」

「分かりました！」

　ローラは炎の槍やりを作って、シャーロットへとぶん投げた。

　もちろん反射されてしまう。

　しかし、その炎の槍は、ローラの意思で軌道を変えることができるよう調整してある。つまり追尾可能なのだ。

「っ!?」

　一度反射した炎の槍が、再び攻撃してきたことにシャーロットは驚きを浮かべる。とはいえ、それで集中力を切らすほど愚かではない。

　シャーロットは何度でも反射し、ローラは何度でも送り返す。

「もう一本追加です！」

　ローラは二本目の炎の槍を投げる。

「そしてぇ！　三本目！」

「ローラさんの贈り物とはいえ、これはウザったいですわ！」

　シャーロットは三本の槍から逃げるため、高度を一気に下げた。

　三本の槍はそれを追いかけ、追いついては反射され、追いついては反射されを繰り返す。

　その追跡劇は、空の上から、王都の街中に舞台を移す。

　シャーロットが移動したときに発生する衝撃波で、広場の石畳がめくれ上がる。反射された炎の槍で噴水が吹っ飛ぶ。

　狭い路地裏に逃げ込んだシャーロットを追いかけ、三本の槍はヘビのようにうねりながら突き進む。

「しつこいですわ！」

「まあまあ、そういわずに受け取ってください。四本目と五本目です！」

　更に追加した炎の槍は、まっすぐシャーロットには向かわず、一度民家の中に突っ込む。

　そして一本は壁を貫いて横から、もう一本は地面の中を通って真下から、シャーロットへ奇襲をかける。

「くぅっ！」

　すでにあった三本と、死角から現われた二本。

　数にすれば大したことはないが、しかし『シャーロットの意識の隙すきを作る』という意味では、さっきの三千本よりも効果的だろう。

　動きが変則的な上、いくら反射してもキリがないという徒労感を植え付けることができる。

　──隙ありです！

　ローラはシャーロットの反応がわずかに遅れるパターンを発見した。

　何度も攻撃して観察したからこそ。そして普段から一緒にいるからこそ見つけることができた、意識の隙。

　炎の槍の動きを調節し、シャーロットの動きを誘導し、隙が生まれるタイミングを作り出して──ローラはトドメを刺すつもりで突進した。

　全身の皮膚を分厚い防御結界で包み、特に足の裏を厚くして、シャーロットの上空から垂直落下のキックだ。

　それは絶対に命中するはずだった。というより、命中したのだ。

　ところがローラの足がシャーロットに当たったのに、感触がない。

　まるで幻を蹴けったように、スカッと素通りしてしまう。

「ええっ!?」

　勢い余ったローラは止まりきれず、地面に突き刺さってしまう。

　裏路地の地面に体が埋まってしまい、頭だけが生えているという奇妙な格好になってしまった。

「おほほほ。ローラさん。そのお間抜けな姿もお可愛かわいらしいですわ。おーっほっほっほ！」

　頭上から声が響く。

　シャーロットがアパルトメントの屋上で仁王立ちしており、高笑いしながらローラを見下ろしていた。

「ぐぬっ、蹴飛ばしたはずなのに……いつの間にそんな場所へ！　そんな高いところにいたらパンツ見えちゃいますよ！」

「あら、ローラさんのえっち。お仕置きですわ！」

　シャーロットが腕を振ると、周囲の建物が一斉に崩れ、ローラに向かって倒れてきた。

　視界が覆われ、シャーロットを見失ってしまった。

「こんなもの！」

　ローラは地面を抉えぐるほどの推力で飛び上がり、落ちてくるガレキを頭突きで破壊しながら高度を上げようとする。

　だが。

　ガレキの中にトラップ魔法がいくつも設置されていた。

　ローラが触れた瞬間、大爆発が連鎖的に起きる。

　それでわずかに動きが止まってしまった。

　おまけに爆発の光で周りが見えない。

　一秒に満たない時間だが、このときローラは完全に何もできなかった。

　シャーロットが何か、大規模な魔法を使っている気配がする。

　しかし見えない。

　確かめないと、どんなことをされるか分からない。

　ローラは爆風を強引ごういんに突き抜けて上空に出る。

　すると、まるでローラの動きを読んだかのように、攻撃魔法が落ちてきた。

　否。かのように、ではない。シャーロットは読みきったのだ。

　全ては罠わなだった。

　この瞬間、ローラが自分からシャーロットの攻撃魔法に突進するように、誘導されたのだ。

　攻撃が来ると分かっていれば、避けるのは簡単だ。

　仮に奇襲であっても、当たるとは限らない。

　しかし、これでは避けるも何もない。自分から当たりに行ったのだから。


「ぐぬ、ぐぬぅぅぅぅ！」



　その攻撃魔法は、ローラ・サンシャインほどの大きさはなかった。

　代わりに、鋭利。

　太さは、学生寮の部屋の面積ほど。長さは……分からない。空の彼方まで伸びる、黒い闇やみの柱だ。

　超高密度の魔力の塊。

　内包している魔力の総量そのものはローラ・サンシャインのほうが遙はるかに上だが、こちらは凝縮しているゆえ、密度に関しては互角だ。

　そんな闇の柱にローラは自ら突っ込んでしまった。

　押し返そうとしても咄嗟とつさにはできず、為す術なく地面と柱の間でサンドイッチにされてしまった。

　黒い柱はどんどん落ちてくる。そして地面に深く深く突き刺さっていく。

　下敷きになったローラは地の底へと沈められた。

　まだ止まらない。

　痛い。腕が痛い。全身が痛い。このままでは本当に潰つぶされてしまう。


「うりゃぁっ！」



　気合いの雄叫おたけびとともに、ローラは柱の底を殴なぐった。

　そして魔力を流し込み、柱の構成を破壊する。

　黒い柱はひび割れ、バリンと音を立てて砕け散る。

「やりますね……シャーロットさん」

　ローラは地中から王都上空へと舞い戻る。

　少し……いや、かなり目眩めまいがしている。しかし地の底にいたままでは、どんな追撃が来るか分からない。外に出るしかなかったのだ。

　先ほどのように不意打ちを喰らわないよう警戒して高度を上げたのだが、シャーロットに動きはなかった。

　それもそのはず、彼女は疲弊ひへいしきっていた。

　飛行魔法こそまだ使えているが、見て分かるほど魔力が弱々しくなっている。

「まさか……今の攻撃でも無傷とは……ローラさんの防御結界はどうなっていますの？」

「いえいえ。実は右腕の骨が折れたんで、上ってくる間に回復魔法でくっつけたんですよ」

「まあ、そうでしたの。では、わたくしの攻撃魔法はローラさんに通用するということですわね！　やる気が出てきましたわ！」

　弱々しくなっていたはずのシャーロットの魔力が、急に復活してしまった。

　本当にド根性の人だなぁとローラは呆あきれ、苦笑し、そしてローラもなぜだか元気が出てきた。

　戦いは始まったばかりという気がする。

「ところでシャーロットさん。私の目を盗ぬすんでローラ・サンシャインからどうやって逃げたか、からくりが分かりましたよ」

「あら。やはり分かってしまいましたか」

「ええ。さっき私はシャーロットさんにキックしました。そして当たったように見えました。なのに私の足はシャーロットさんの体を素通りしてしまいました。シャーロットさんがいるように見えて、実はそこにいなかったんですね。シャーロットさんは光を操あやつって、実際にいる場所とは別の場所に自分を映せるんです」

　だからローラ・サンシャインを回避したところが見えなかった。

　だからキックが素通りしてしまった。

「ご明察ですわ、ローラさん。そう、わたくしは空間を歪める力を応用し、光も歪めることができるのですわ。こうしてローラさんと話しているわたくしも、実は虚像かもしれませんわよ」

「そう言って怖がらせようとしても駄目ですよ。声が聞こえる方向で分かります。今のシャーロットさんは本物です」

「うふふ……もしわたくしが音も操ることができるとしたら？」

「あ！　……いえ、大丈夫です。シャーロットさんは今、飛行魔法と防御結界しか使っていません。そのくらい、魔力の流れをじっくり探れば分かります」

「大したものですわ。しかし、それはこうしてゆったりと会話している最中だからできることで、激しい戦闘中でもそれほど集中できるでしょうか？」

「さあ。頑張ればできるかもしれませんよ！　次はシャーロットさんが光を歪めても、騙だまされません！　それに、その技、あんまり多用できないんでしょう？　もしいつでも使えるなら、使いっぱなしにすればいいんです。でも戦いが始まってから二度だけ。シャーロットさんこそ、もの凄すごい集中力が必要なんじゃないですか？」

「ローラさんの洞察力は本当に素晴らしいですわ。しかし……集中力などド根性でどうとでもなるのですわ！」

　シャーロットの姿がぐにゃりと歪んで消えた。

　どこに移動したのか。それとも、まだそこにいるのに姿だけ消したのか。

　分からない。

　ああ、なんて楽しいんだろう。

　夜は長い。戦いはまだまだこれからだ──。





※






　夢世界の王都は、いまや原型がないほど破壊され尽くしていた。

　アンナ、大賢者、ハクは、かろうじて被害の少ない場所に移動し、建物の上から二人の戦いを見守っている。

　とはいえ、見ているだけでもかなり忙しい。

　流れ弾が飛んできたら防御か回避かしなければならないし、区画ごと吹き飛ばすような攻撃が来たら逃げる必要がある。

　しかし、この戦いの真に見るべき点は、攻撃力の高さではなく、そこで繰り広げられている技術の応酬にあった。

　特にシャーロットがやっていることは神業かみわざに見える。

　アンナは魔法にさほど詳しくないが、それでも分かるのだ。

　ローラとの間にある途方もない魔力量の差を、技術力で補って喰らいついている。

　どれほどの鍛錬たんれんか。どれほどの執念か。

　それを考えると、身も心も熱くなってくる。

　どうして自分はこんなところで戦いをぼんやり見ているのだろう。

　もし自分があの戦いに参加したら、ついていけるだろうか。

　試したい。

　二人の世界に混ざりたい──。

「混ざっちゃったら？」

　と。

　アンナの内心を見透かしたように、大賢者が呟つぶやいた。

「え……駄目でしょ。あれは二人の決闘だから……邪魔をしちゃ駄目」

「そう？　でもそんなに拳を握りしめて、最後まで我慢できる？」

　そう指摘されてアンナは初めて気がついた。

　どうやら自分は爪つめが皮膚にめり込むほど強く拳を握っていたようだ。

　これでは内心を悟られるわけである。

「行っちゃいなさいよ。そもそもローラちゃんとシャーロットちゃんが悪いのよ。あなたたち三人でいつも遊んでるのに。今日だけアンナちゃんを仲間外れにするなんて」

「遊び？　あれは遊びなの？」

「そうでしょ。だって、ほら。二人とも楽しそうよ」

　空を縦横無尽に飛び交い、恐るべき威力の魔法をぶつけ合っているローラとシャーロットは……確かにとびきりの笑顔だった。

　それを見たアンナは「ズルい」と思った。

「……分かった。学長先生、ありがとう。ハクをよろしく」

「どういたしまして。さ、いってらっしゃい。ハクと見てるから」

「ぴ！」

「じゃ、行ってきます」

　アンナは背中の鞘さやから雷の魔法剣ケラウノスと風の魔法アネモイを抜き放つ。

　そして風を纏まとって、空へと。ローラとシャーロットのところへと行く。







[image: ]




　ローラは戦法を変えていた。

　炎や光といった派手な魔法ではなく、氷。それも純度が高く、限りなく透明に近い氷の矢で攻撃するようにした。

　もちろん、いくら透明でも、完全に見えなくなるわけではない。目をこらせばそこに透明なものがあると分かる。

　しかし、ローラもシャーロットも、その氷の矢も、それぞれが音速を遙はるかに超える速度で飛びながら戦闘しているのだ。

　その状況では、見えにくいというだけで判断が大きく遅れてしまう。

　反射型ディメンション・バリヤーは確かに鉄壁だが、魔力を大量に使うという欠点がある。

　もちろん普通の反射魔法と違い、相手の攻撃魔法の威力と関係なく、面積辺り一定量の魔力しか使わないというメリットがある。だが、それでも空間を歪ゆがめる魔法が、容易に発動するはずがない。

　シャーロットは、ディメンション・バリヤーの発動を可能な限り短時間、狭い範囲に限定することで魔力の消費量を抑えていた。

　それを可能としているのは、シャーロットの優れた動体視力と、予言じみた先読み能力。それを使って相手の攻撃を知覚し、ディメンション・バリヤーを必要な分だけ展開している。

　ほんの少し前まで彼女にそんなスキルはなかった。おそらく、大賢者との修行で身に付けたのだろう。一体どれほどの努力をしたのかと頭が下がる。

　だが、逆に。

　こちらの攻撃を知覚できない……いや、知覚しにくくするだけで、シャーロットの戦法は崩れてしまう。

　ローラの放った氷の矢を反射するために、ディメンション・バリヤーの発動時間と範囲を広げるしかないのだ。

　結果、シャーロットの魔力はどんどん減っていく。ド根性で回復などという奇跡は通用しない。本当に枯渇したら、それで終わりなのだ。

　そして魔力よりも顕著なのは、集中力の低下。

　ローラは現在、百本の氷の矢でシャーロットを攻撃している。

　もちろん誘導型だ。

　反射されてもすぐに再追尾する。

　視認性が限りなくゼロに近いそれを、シャーロットは驚くべき集中力で反射し続けているが……限界は近い。

　頭に血が上りすぎて目が血走り、鼻血も出ている。

　脳の血管が切れるかもしれない。

　明らかに危険な状態だ。

　それでもローラは攻める手を緩めない。

　勝つにせよ、負けるにせよ、最後まで全力で。

　それが決闘している相手への、最低限の礼儀だと思うから。

　いよいよ長かった戦いに終止符が──打たれようとした瞬間。

　ローラに雷が落ちてきた。

「にゃにっ!?」

　戦闘中は常に防御結界を身に纏まとっているので、ダメージはない。

　それでも不意の光に驚き、シャーロットへの攻撃をとめてしまった。

　その雷を放ったのは──。

「アンナさん!?」

「何事ですの！　どうしてアンナさんがローラさんに攻撃を!?」

　雷を落とされたローラだけでなく、助けられた形になったシャーロットも驚き叫ぶ。

　これは一対一の決闘への乱入だ。

　どういうつもりなのだ。

　ローラもシャーロットもアンナを睨にらみつける。

　しかしアンナは涼しい顔で空に浮かんでいる。自分がやったことは何でもないことだと言わんばかりに。

「二人が戦っているのを見てたら、私も戦いたくなった。混ぜて」

「混ぜてって、そんな」

「アンナさん！　これはわたくしとローラさんの決闘なのですわ！　わたくしが……あの一学期のトーナメント決勝戦で負けて以来、積んできた努力を、今ここでローラさんにぶつけるのですわ！」

「それは別に私にぶつけてもいいやつじゃない？」

　アンナが呟つぶやくと、シャーロットは目を丸くした。

「二人とも、ズルい。こんなに楽しそうに戦って、私は見てるだけなんて。あんまりだと思う。私だって戦える」

　それを聞いてローラはハッとした。

　いつも三人一緒に遊んでいるのに、どうして戦いは一対一でなければならないのか。

　そんな決まり事はない。

　まして今のアンナは強いのだ。

　逆にどうして本人が乱入してくるまで誘うことを思いつかなかったのかと不思議になってくる。

「し、しかし……アンナさんに手伝っていただいたら、わたくしのリベンジになりませんわ！」

「誰がシャーロットを手伝うって言ったの？　私、二人ともぶちのめすよ」

　雷の魔法剣ケラウノスから稲妻が伸び、シャーロットに直撃した。

　これでローラとシャーロットは一発ずつ電撃を喰くらったことになる。

　確かに、シャーロットに肩入れするつもりはないようだ。

　本気で三つ巴どもえを望んでいるらしい。

「それに。シャーロット、氷の矢に貫かれるところだったでしょ。だから一対一の戦いは、シャーロットの負けだよ。決着ついてる」

「それは！　それは……」

　シャーロットは何も言えない。

　どんな言い訳をしても負け惜しみになる。

　プライドが高いからこそ、そんなみっともないことは言えない。

「ええ！　ええ、そうですわ！　わたくしはアンナさんが乱入してこなければ、氷の矢で心臓を貫かれていましたわ！」

　シャーロットが負けを認めた。

　この時点で、一対一の決闘は終わり。

　けれど、まだ夜は明けていない。

「第二ラウンド。三つ巴をやろう」

　アンナを中心に、稲妻と竜巻が吹き荒れる。

　もの凄すごい戦意だ。

　憎しみや恨みといった負の感情なしに、人はここまで戦意だけを高めることができるのだという見本のようだった。

「私は一向に構いませんよ。楽しそうじゃないですか！」

「わたくしだって異存ありませんわ。以前アンナさんと戦ったときは引き分けでしたから。今日こそ勝利してみせますわ！」

「それはこっちのセリフ。そしてローラにだって、勝つ」

　こうしてローラ対シャーロットの戦いは終わりを告げ、三人による乱戦が始まった。

　初撃を放ったのは提案者のアンナ……ではなく。

　第一ラウンドで敗北し、リベンジに燃えているシャーロット……でもなく。

　ローラだった。

「光よ。闇やみよ。炎よ。水よ。雷よ。風よ。森羅万象しんらばんしように宿る力たちよ。我が魔力を喰らえ。集え、従え、平伏せよ。そして命じる。全てを──滅せよ」

　ローラの魔力は強い。

　シャーロットとアンナが持つ魔法の双剣の魔力を合計したものよりなお強い。

　つまりローラは挑戦されるほうだ。迎え撃つ側だ。

　ゆえに先手を譲まもるのが常識だが、せっかくの三つ巴。乱戦だ。

　どうせなら、しっちゃかめっちゃかな開幕のほうが楽しいだろう。

　だからローラは様々な属性が入り交じった、しっちゃかめっちゃかな魔法をぶっ放した。

「何ですのこれは！」

「カラフルすぎて目がチカチカする……！」

　方向性も定めずに撃ったから、ローラの魔力が全周囲に広がっていく。
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　それがランダムに光の矢になったり、闇の玉になったり、火炎放射になったりと、無差別破壊を引き起こした。

　至近距離からそれに巻き込まれたシャーロットとアンナは、たまったものではないだろう。

　だが、だからこそ、二人がどう対処するのか見たいのだ。

「こんなもの、反射すればいいだけですわ！」

　やはりシャーロットはそうするだろう。

　数も種類も威力も手加減抜きなのに、見事、自分の周りに飛んできた攻撃魔法を全てローラへと反射してしまう。一休みしたことで集中力が復活したようだ。頼もしい。

　そしてアンナは。

　魔法の双剣で斬り裂くのだろうか。それとも風の魔法剣アネモイの突風で加速して回避するのだろうか。あるいはローラが想像もできないような別の手段か。

「出し惜しみはしない。全力で楽しむ」

　アンナがそう呟いた刹那せつな。

　彼女の体が雷電に包まれた──否いな、彼女の体が雷電に変わったのだ。

「なっ、え、ええ!?」

　驚くローラを無視して、雷電は攻撃魔法の尽ことごとくを回避する。

　見た目だけでなく、その移動速度も雷のようだった。

　ほとんど瞬間移動に近い。

　ピカッと光ったとき、雷電はもう次の場所に移動してしまっている。

　そして雷電はローラに近づき、ローラの後ろに回り込み──。

「凄い、こんな簡単にローラの後ろを取れた」

　アンナの声。とともに、二本の魔法剣が振り下ろされた。

「くっ！」

　ローラは振り返り、自分の剣を抜いて一本をガード。

　もう一本は魔力で作った光の剣で受け止める。

　かろうじて間に合った。

「アンナさん……さっき雷みたいになってましたけど、どういうことですか？」

「どうもこうも、雷になれるようになった。こんな風に」

　ローラの目の前でアンナは再び、その体を雷電に変えた。

　もはや人の形をしておらず、バチバチと空中放電の光だけが広がる。

　それは一瞬でローラから遠く離れ、空中をジグザクに移動して見せた。

「は、速すぎて目で追うのも難しいですわ！」

　シャーロットが焦あせり声を出す。

　ローラも全く同じ感想だ。

　これでは次元倉庫に閉じ込めることもできない。普通の攻撃魔法を当てるほうがまだ容易たやすいが、仮に当てたところで、雷電になったアンナに効くのだろうか？

　と、思いきや。

「疲れたから元に戻る」

　アンナは雷電化を解除し、いつもの姿になった。

　どうやら連続使用には制約があるようだ。

　そうでなければ無敵すぎる。

「アンナさん。いつからそんなことできるようになったんですか……？」

「冬休み。師匠と修行してたら、何かできた。そのあと練習して自由に使えるようになった。凄いでしょ。えっへん」

　アンナは抑揚のない声で威張る。

「いや、もう凄すぎて……でも、絶対に無敵の技なんてありませんからね。最後は私が勝ちますよ」

「あら。勝つのはわたくしですわ！」

　ローラとシャーロットの攻撃魔法が、同時にアンナへ迫る。

　が、再び雷電化。

　余裕で回避してしまう。

「雷には雷ですわ！」

　シャーロットは雷の攻撃魔法を連射する。

　しかし当たらない。

　同じ雷速でも、狙ねらいが定まっていなければ無意味。

　アンナは雷電のままシャーロットに体当たりする。

　そのときシャーロットは全身を反射型ディメンション・バリヤーで包んでいた。

　よってアンナは跳ね返されるが、雷速で幾度も体当たりを繰り返す。

　それでも埒らちがあかないので、アンナは標的をローラに替えて突っ込んできた。

「ふふん。雷速にも目が慣れてきましたよ！」

　ローラはアンナの進行方向に次元倉庫の門を開いた。

　そのまま雷速でアンナは門に飲み込まれる──と思ったら、直前で雷電化を解除。

　そしていつものように風で飛んで移動する。

「ナイスブレーキ！　しかし、その程度の速度なら！」

　雷電化を解除したアンナは狙いやすい。もう一度、次元倉庫の門を開けば、今度こそ終わりだ。

「そうはいかない」

　アンナはまた雷電と化す。が、すぐに人間に戻り、そしてまた雷電化。

「え、あれ？　動きを読みきれない！」

　速いならずっと速いままでいてくれたほうが読みやすい。

　それが速くなったり遅くなったりされると調子が狂う。

　しかもアンナは、そのパターンを読まれないよう、絶妙な切り替えを行っている。

　思いつきでやっているのではなく、シャーロットのように新技の練習を繰り返していた証拠だ。

「覚悟！」

　アンナがいきなりローラの眼前に現われた。

　左右から魔法剣が迫ってくる。

　ローラは回避……ではなく反撃を選んだ。

　なにせアンナから近づいてくれたのだ。それも実体のまま。

　この至近距離なら、また雷電になって逃げようとしても間に合わないはず。

　だが、これは三つ巴。

　一対一の戦いでは正しい選択も、悪手となることがある。

「汝なんじは黒。汝は闇。汝は終わりを告げるもの。全てが行き着く終焉しゆうえんの姿。我が魔力を吸い、ここに顕現せよ。この地に降り注そそげ──」

　シャーロットが詠唱した魔法は、ローラとアンナの頭上で発動した。

　それは黒い柱。

　大きさこそ一回り小さくなっているが、先ほどローラの片腕をへし折ったのと同質のものだ。

　攻撃魔法と魔法剣を激突させようとしていたローラとアンナに、黒い柱が墜落する。

　どう動くべきか。

　二人の力を合わせて黒い柱を止めるか？

　それとも単純に逃げるか？

　百分の一秒。

　ローラとアンナは目で会話した。

　答えは、続行。

　委細構わず、戦闘続行。

　ローラの放った光の矢と、アンナの双剣がぶつかり合い、爆発。


「──っ！」



　それに競り負け、アンナは大きく後退する。

　そしてローラは競り勝ったことにより、落ちてくる黒い柱の下敷きになる。

　だが、これは一度喰らった攻撃だ。それも、さっきのより弱い。

　ならば問題ない。いや、それどころか、利用してやる。

「うりゃああああああ！」

　ローラは黒い柱を摑つかんで、振り下ろした。

　その線上には、アンナとシャーロットが二人ともいる。

「わたくしの魔法を鈍器に!?」

「私は逃げるよ」

　アンナは雷電化して一足先に離脱した。

　シャーロットは何やら気合いの入った顔になり、柱を受け止めようと両腕を高く上げる。

　しかし、それはブラフ。なにせ黒い柱はもともとシャーロットが出したものだ。

　よって彼女の意思で消すこともできる。

　柱はシャーロットに触れる直前に消えてしまう。

　そして柱を構成していた魔力の何割かはシャーロットに返っていき、今度は円錐えんすい状の形になる。それをローラへと発射するつもりのようだ。

「隙すきあり」

　バチッと電気が弾はじけ、シャーロットの背後にアンナが出現した。

　振り下ろされる魔法剣。

「隙ありはそちらですわ」

　魔法剣は空くうを斬る。

　シャーロットの姿はそこにあるのに、刃が素通りしたのだ。

　光を歪ませて作った虚像である。

　そして歪んでいたのはシャーロットの姿だけでなく、黒い円錐も。

　切っ先を前方のローラに向けていたはずなのに、いつの間にか後方へ。つまり現われたばかりのアンナへと向けていた。

　シャーロットは隙を見せればアンナが後ろから斬りかかってくると読んでいたのだ。

　しかしアンナの反射神経と雷速は、シャーロットの読みを凌駕りようがし、回避。

　黒い円錐は遙はるか彼方へと飛んでいき、遠くの山の形を変えた。

　ギリギリで命拾いしたアンナは実体化して、だらだらと汗を流している。

「あのタイミングだとアンナさんは焦ると……ふむふむ。参考になります」

　離れた場所で観察していたローラは頷うなずいて見せた。

「ぜ、全然余裕だったよ……」

「お顔に大ピンチだったと書いてありますわぁ」

　激しい攻防を繰り広げた。

　もはや王都は余波で跡形もなかった。

　だが三人とも健在。

　戦いはこれからが本番。

「さあ、続けましょう。夜は長いですよ」

「うふふ。望むところですわ」

「こんなに楽しい戦いは初めて。ずっと続けていたい」

　一瞬でも気を抜けば敗北に繫つながる極限の戦い。

　なのに全員、笑っていた。

　だってケンカしているわけではないし、恨みなどあるはずがないし、利害関係もない。

　ただ戦いたいから戦っているだけ。

　楽しいに決まっている。

「いざ」

「尋常に」

「勝負！」

　今宵、最大の激突。

　ついに大地が裂けた──。





※






　そして三人の戦いは五時間ほど続き、順当な決着を迎える。

　強い者が勝つ。

　何の捻ひねりもない、当然の結末だ。

　激しい戦いによって地形は波打ち、底が見えない穴が開いている。平野だった王都周辺だが、新しい山や谷が作られ、バラエティに富んだ地形になってしまった。

　その戦いの勝者ローラ・エドモンズは、大の字になって荒野に寝転ぶシャーロットとアンナを見下ろしていた。

「はぁ……はぁ……」

　流石さすがのローラも肩で息をしていた。

　体力も魔力も残り少ない。

　限界はすぐそこだった。

　しかし。今そこに倒れている二人は、限界を超えて戦った。

　本当ならもっと早い段階で倒れていたはずなのに、気力で奮い立たせ、閃光せんこうのように魂たましいを燃やした。

　その獅子しし奮迅ふんじんも、ついにここまで。

　最後まで立っていたのはローラだ。

　けれど、けれども。

「……勝った気がしません！」

　ローラは叫んで唇を嚙かんだ。

　自分がこうして二人を見下ろしているのは、たんに生まれ持った魔力が大きかったからだ。

　そんな力で勝利して、何を誇ればいいのだろうか。

　今までそんなこと、意識してこなかった。

　むしろ、自分は強いんだぞ、と自慢げにさえ思っていた。

　しかし、シャーロットとアンナの素晴らしい戦い方を目まの当あたりにして。

　その裏にある血の滲にじむような努力が見えてしまって。

　むしろ、敗北感すら覚えてしまった。

　空間を歪めて、あらゆる攻撃を反射し。

　雷電と化して、あらゆる攻撃を回避し。

　その技の冴さえは、まさに芸術。戦いながらローラは目を奪われたほどだ。

　一方、ローラはただ膨大な魔力にものを言わせただけ。

　不公平ではないか、こんなのは。

　ところが、シャーロットとアンナは、仰向あおむけに倒れながらも笑っていた。

　不満や後悔は微塵みじんもなく、心底から満足したように笑っていた。

「いいえ、ローラさんの勝ちですわ。勝ち誇っていただかないと、わたくしたちの敗北が汚れてしまいますわ」

「そう。私たちは今、すがすがしい気分。やれることを全部やった。出し尽くした」

「ええ、そのとおりですわ。もちろん負けたのは悔しいですが、わたくしたちは確実に強くなっていますわ」

「そう。殻を破った」

「遠ざかる一方だと思っていたローラさんの背中が、少しだけ近づいたような気がしますわ」

「追いつけない背中じゃない。私たちはかならず追いつく。だから」

「勝った気がしないだなんて、見下してもらっては困りますわ」

　見下してなんかいない。

　ローラは本当に二人を尊敬しているのだ。

　だが、シャーロットとアンナの言い分も分かる。

　この戦いにハンデなどなかったのだと。

　対等な戦いだったのだと。

　彼女たちはそう言いたいのだ。

　別にローラを慰めるためではない。

　二人とも本気でそう思っているし、そうでなければ勝利も敗北も、価値が薄れてしまうから。

「本当に、いつか私を倒すつもりなんですね？　倒してくれるんですね？」

「ええ、無論ですわ」

「ぎゃふんと言わせるよ」

　シャーロットとアンナは気負いなく、当たり前だという口調で言った。

「では……今日のところは勝ち誇らせてもらいましょう。私の勝ちです！　まあ、次も、その次も、私はずっと負けませんけどね！」

　ローラは笑って、胸を反らした。

　勝ち誇った。

　シャーロットとアンナに勝ったことは誇りであると。

　ハンデなどない、三人とも全力の素晴らしい戦いであったと。

　ローラは誇った。

「それでこそローラさんですわ！　倒し甲斐がいがありますわ！　次も正々堂々と、ですわ！」

「真っ向勝負で倒す。反則は使わない」

「むむむ？　何だか二人とも、反則を使えば私に勝てるみたいな言い方ですね？　私はどんな手を使われても負けませんよ！」

　ローラは更に胸を反らして、鼻息をフンと荒くした。

　するとシャーロットとアンナがニヤリと意地悪な笑みを浮かべた。

「あら？　本当ですの？　反則を使っていいなら、明日にでも勝てますわ」

「楽勝」

「へえ。どんな手を使おうってんですか？」

「まずローラさんの前にオムレツを置きますわ」

「ローラがそれを食べてる隙に脇腹をくすぐる。ギブアップするまでくすぐり続ける」

「ひゃあ！　それは本当の反則です！　やめてください！」

「うふふ。だから言ったでしょう。それにしても焦るローラさんもお可愛かわいらしいですわ。抱きつきたいですわ。しかし起き上がる体力がありませんわ……」

「ほっぺプニプニしたいのに体が動かない。しょんぼり」

　二人の体力が尽きていてよかったと心底思うローラであった。

「三人とも～～。生きてるかしら～～」

「ぴー」

　そこに大賢者と、その腕に抱かれたハクがやってきた。

　ハクはローラを見るやいなや、ぴょんと飛んで、頭の上に移動してきた。

「学長先生。ハクをありがとうございました」

「いいのよ。私こそ、素晴らしい戦いを見せてもらってありがとうを言いたい気分だわ。本当に三人とも凄かった。私もアンナちゃんみたいに途中から混ざりたくなったほどよ」

「え、学長先生もですかっ？」

「それはちょっと流石にご勘弁ですわ……」

「自分で乱入しておきながらアレだけど、学長先生の乱入は駄目だと思う……」

「うふふ。冗談よ。今のところはね」

　大賢者はそこで言葉を切ってから、

「でも、あなたたちと戦いたいのは本当。まあ、学長が生徒をボコボコにするのは問題があるから……卒業したら四つ巴をやりましょ。その頃ころには、私が混ざっても楽しく戦えるくらいになってると思うから」

　まるでお茶にでも誘うようなノリで言った。

　しかし、目は真剣そのものだった。

　大賢者がさっきの三つ巴に乱入するのを我慢するのがいかに大変だったか、その目だけで分かった。

　──仲間外れにしてしまった。

　ローラはそんなことを思ってしまう。

　相手は大人で、こちらは子供三人で遊んでいたのだから『仲間外れ』なんて思う必要はないはずなのに。

　けれど、それはつまり。大賢者とローラたちの間には、依然として『大人と子供ほどの力の差』があるということ。

「いいでしょう！　別に卒業するまで待つ必要はありません！」

「そうですわ！　わたくしは必ず、在学中にこの四人の中で一番強くなってみせますわ！」

「いやいや。一番強くなるのは私だから」

　と、ローラたちは思い思いのことを口にする。

　すると大賢者は幸せそうに微笑ほほえみ、首からさげた懐中時計を指でソッとなぞった。

「なんて生意気で頼もしくて愛いとおしい子たちかしら。あなたたちが作る〝未来〟はきっと私が孤独を感じる暇もないのでしょうね。〝過去〟に想おもいをはせなくてもいいのでしょうね。楽しみだわ」

　未来と過去。

　現在最強の彼女は意味深に語る。

　何となく分かるような気がして、けれど子供のローラにはよく分からなかった。

「さあ。そろそろ目覚める時間よ。早く起きないと遅刻しちゃうわよ」





※






　ローラとシャーロットとハクは、同時に目を覚ました。

　むくりと起き上がり、大きくあくびをする。

「むにゃむにゃ……おはようございます、シャーロットさん、ハク……」

「おはようございますローラさん……楽しかった夢もここまで……ってローラさん！　時計を見てくださいまし！」

「え？　ええええええ!?」

　大賢者は『目覚める時間よ』なんて格好いいことを言って夢を中断させたが。

　いつもの時間を過ぎていた。

　今からだと遅刻するかしないかギリギリである。

　ローラとシャーロットはドタバタと制服に着替え、大急ぎで顔を洗って歯を磨く。

「そしてハクを装着！」

「ぴ！」

　ハクはローラの頭の上で元気に鳴いた。

「ローラさん、急ぐのですわ！」

　女子寮の玄関に行くと、アンナが足踏みしながら待っていた。

「おはよう。早く早く」

　本当にギリギリだが、それでもローラたちは教室ではなく学食に走った。

　腹が減っては授業を受けられない。

　まして夢の中とはいえ、あれだけの戦いを繰り広げたのだ。

　朝食くらい食べたいのだ。

「いやぁ、それにしても昨晩は楽しかったですね」

「本当ですわ。あと少しでわたくしが勝っていましたのに……惜しかったですわ」

「いや、全然惜しくなかったよ。私もシャーロットも惨敗だったよ。まあ、私はシャーロットよりちょっとだけ長く立ってたけど」

「な、何を仰おつしやいますのアンナさん！　わたくしのほうが長かったですわ！」

「捏造ねつぞうはよくない」

「アンナさんこそ！」

　などと言い争いながら廊下を走る。

　ローラは「あはは」と笑いながら、昨晩の戦いを思い出した。

　いや、それだけでなく、入学してから今までのことを。




　シャーロットとアンナと出会って。

　保健室で寝ていた大賢者と出会って。

　エミリア先生に何度も叱られて。

　校内トーナメントをやって。

　実家に帰り、魔法学科に通うのだと父親を説得して。

　川でハクの卵を拾って。

　獣人の里オイセ村に行って。

　ハクの親と会って。

　ミサキが学食で働くようになって。

　アンナが育った孤児院の借金を返して。

　遠足でダイケンジャーと戦って。

　ラン亭のラーメンを売るのを手伝って。

　吸血鬼と戦って。

　ニーナがラン亭の店員になって。

　文化祭をやって。

　浮遊宝物庫でアンナの魔法剣を見つけて。

　認識阻害魔法で大ピンチになって。

　夢の世界でシャーロットとアンナが一騎打ちして。

　皆で魔法少女の衣装を着て。

　まるまる太ったハクのダイエットをして。

　素晴らしい十歳の誕生日パーティーを開いてもらって。

　古代文明のコタツと戦ったりして。

　最強のモンスター、パニッシャーが復活して。

　初代魔法少女アルピナと共に戦って。

　そして昨夜の三つ巴。




　思い返すと色々なことがあった。どれも楽しい思い出ばかりだ。

　もうすぐローラは二年生になる。

　きっとまた、素敵な一年間に違いない。

　だって、ローラの周りには素敵な人しかいないのだから。

「ところでローラさん。朝食は何を食べますの？」

「……それ、聞かなくても分かる気がするんだけど」

「ぴぃ」

「ふふふ……もちろんオムレツです！」







[image: ]











あとがき









　皆さんお待たせしました。

　魔法適性９９９９の八巻です。

　七巻からかなり間が空いてしまったので、もう出ないのかと心配になった方もいるかもしれません。私もたまに心配になっていましたが、こうして無事に八巻を出すことができました。

　ちなみにこの八巻で最終巻です。




　実は売上的に七巻で終わりという可能性もあったのですが、それだとコタツが最終エピソードになってしまうので、担当さんに「せめてあと一冊書かせて欲しい」と無理を言って八巻を出させていただきました。

　そのおかげで世界最強のモンスターとの戦い、ローラたちの三つ巴など、最終エピソードとして考えていたネタを書くことができました。最終巻に相応しい出来映えになったと思います。




　出せないはずの八巻を出せるようにしてくださった担当のまいぞーさんには、本当にいつもお世話になりました。別のシリーズでのお仕事もありますが、魔法適性に関してはひとまずお疲れ様でした。

　イラストレーターのりいちゅ先生は毎巻かわいらしいイラストをありがとうございました。全てのイラストのクオリティが高く、りいちゅ先生に依頼して本当によかったと思っています。またいつか一緒に仕事をしたいです。

　そして最終巻まで読んでくださった読者の皆様の支えがあったからこそ、八巻まで出すことができました。

　皆様、本当にありがとうございました。




　小説版はこれで終わりですが、コミカライズ版はまだ続きます。三巻がこの本と同時発売らしいので、マンガになったローラちゃんたちをよろしくお願いします。







著者

年中麦茶太郎

　最終巻です。

　今までありがとうございました。




イラストレーター

りいちゅ

　イラストレーター兼漫画家です。

　ゲームが大好きです。

　最近は洋ゲーにはまってます[image: ]




「えてるな」というサークルで同人活動も行っております。

　Twitter：rityulate / Pixiv：159905








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




＜送付先はこちら＞

ga-info@cr.softbank.co.jp
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〈あて先〉

〒１０６－００３２

東京都港区六本木２－４－５

SBクリエイティブ（株）

ＧＡ文庫編集部 気付




「年中麦茶太郎先生」係

「りいちゅ先生」係




https://ga.sbcr.jp/









ＧＡノベル

剣士を目指して入学したのに魔法適性９９９９なんですけど！？８


年中麦茶太郎
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